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ご 挨 拶 

 

理事・副学長 

京都大学男女共同参画推進センター長 

生命科学研究科教授 稲葉カヨ 

 

平成 18 年に科学技術振興調整費「女性研究者支援モデル育成事業」の下で設立された女性

研究者支援の活動も 10 年目の節目を終えようとしています。既に昨年度からは、「女性研究者

支援センター」を発展的に改組し、男女共同参画推進本部のもとに設置された男女共同参画推

進センターで行っています。そのため、支援の対象も女性研究者のみならず教職員･学生へと広

がってきつつあります。 

平成 27 年 4 月には、アクション・プラン（2015 年度〜2020 年度）を公表しました。その中

には、「男女共同参画推進本部・推進センターを軸にして、基盤整備の拡充を進めると共に、女

性リーダーの育成、家庭生活との両立支援、次世代育成支援という 3つの目標を設定し、本学

における男女共同参画の一升の進化を進める」としています。また、6 月に山極総長から

「WINDOW 構想」が発表されました。末尾の W は“Women and Wish”であり、「男女共同参

画推進アクション・プランに基づき明るい希望を持てる環境を整備します」と明記されました。 

それを裏付けるように、昨年度 7月に思修館の学寮「船哲房」の 1 階に入居したセンターで

は、以前より多くの待機乳児を受け入れることができるようになっただけではなく、これまで

の 9月からの受け入れを改め 4月初旬からとし、利用者の利便性の向上に努めています。 

今年度は 5回発行したニュースレターでは、多くの方々に楽しみにしていただいている「連

載：研究者になる！」も 55 人目の教員に登場していただきました。教養教育では、ポケットゼ

ミ「ジェンダーと科学」に加えて、「偏見･差別･人権」でもジェンダーの視点においては本セン

ターの運営に関与する教員が講義を担当しています。また、年末の押し迫った時期に開催した

「女子高生･車座フォーラム 2015（第 10 回）」は京都大学進学を目指す 116 名の女子高校生と

保護者 53 名の参加を得、保護者の皆様にも京大生との交流会で有意義な時間を過ごしていただ

くことができました。さらに、女子高校生向けに、あなたの未来の姿をイメージしてみません

か？と題した“未来に繋がる青いリボンのエトセトラ”という冊子の第 3号を刊行しました。 

センターにとって最も有意義なイベントは、山極壽一新総長の出席の元に開催できた第 2 回

目の“Women and Wish”フォーラムです。今年度は女性教員懇話会との共催で、多くの出席者

を得ることができました。 

現在、来年度からのセンター11 年目に向けて、さらに多くの方々に事業を知り、理解頂ける

よう、ホームページの刷新に取り組んでおりますので、どうかご期待下さい。 

最後になりますが、運営費交付金の減額や組織改革推進など、大学運営の厳しさも増してい

る状況の中、今後もなお一層のご理解、ご支援とご協力をお願い申し上げます。 
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Ⅰ 「広報・相談・社会連携」事業 



ᗈሗ䞉┦ㄯ䞉♫㐃ᦠ事ᴗ䝽ー䜻ン䜾䜾䝹ー䝥άືሗ࿌ 
 

ᗈ報ᴗ䛷䛿㼃㼛㼙㼑㼚 㼍㼚㼐 㼃㼕㼟㼔䝣䜷ー䝷䝮㻞䛂男女共同参画推進センター䛾ᐇ㦂◊✲⿵ຓ⪅ไᗘ䜢

⏝䛧䛶䛃䜢⾜䛳䛯䚹๓ᅇ䛸同䛨䛟⥲㛗䛸䛾ពぢὶ䜢య䛸䛧䠈京都大学䛾 㼃㼕㼚㼐㼛㼣 ᵓ䛻䛚䛡䜛ᮏ

センター䛾㔜せᛶ䜢☜ㄆ䛧䛯䚹 

 ♫㐃ᦠᴗ䛸䛧䛶䛿䚸➨ 㻝㻜 ᅇ女Ꮚ୰㧗⏕䛾䛯䜑䛾㛵す⛉学ሿ䚸女Ꮚ㧗⏕䞉㌴ᗙ䝣䜷ー䝷䝮 㻞㻜㻝㻡

䜢学ෆ䛻䛶㛤ദ䛧䚸ḟୡ௦⫱成䛾䛯䜑䛾άື䜢⾜䛺䛳䛯䚹䛣䜜䛛䜙䛾♫䜢ᢸ䛖ⱝ䛔女Ꮚ学⏕䛻ᑐ䛧䚸

◊✲⫋䛻⯆䜢ᣢ䛯䛫䜛䜘䛖䛺ᶵ䜢ᥦ౪䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸᭦䛺䜛ᕤኵ䚸ᨵၿ䛾ᚲせᛶ䜢ឤ䛨䛯䚹 

䛭䛧䛶䚸センター䛾άື䛻䛴䛔䛶䚸䜴䜵䝤䝃䜲䝖䜔䝙䝳ー䝇䝺ター䜢㏻䛧䛶䚸学ෆእ䛻ᗈ報άື䜢⾜

䛳䛯䚹 

 

ᗈ報䞉┦ㄯ䞉♫㐃ᦠᴗ䠳䠣ᰝ ᒣᮎ ⱥႹ 

䕔άືグ㘓 

㻠 月 㻞㻡 ᪥䠄ᅵ䠅 京都女Ꮚ㧗ᰯ䛻䛶大学進㊰ㅮ₇䠖ὸṌ 

㻡 月 㻥 ᪥䠄ᅵ䠅 ᪥ウㄽ䛂ປാᕷሙ䛻䛚䛡䜛男女㛫䛾平➼ ⿄ᑠ㊰䛛䜙ᢤ䛡ฟ䜛䛻䛿䠛䛃 

㻢 月 㻝㻜 ᪥䠄Ỉ䠅 䝙䝳ー䝇䝺ター䛂䛯䛱䜀䛺䛃➨ 㻢㻟 ྕⓎ⾜ 

㻝㻜 月 㻟㻜 ᪥䠄㔠䠅 䝙䝳ー䝇䝺ター䛂䛯䛱䜀䛺䛃➨ 㻢㻠 ྕⓎ⾜ 

㻝㻝 月 㻝㻡 ᪥䠄᪥䠅 ➨ 㻝㻜 ᅇ女Ꮚ୰㧗⏕䛾䛯䜑䛾㛵す⛉学ሿ䠘㻰䠚䜢京都大学䛷ᐇ 

㻝㻞 月 㻝㻝 ᪥䠄㔠䠅 䜶䝛䝹䜼ー⛉学◊✲⛉ 男女共同参画推進ㅮ₇ 

㻝㻞 月 㻞㻢 ᪥䠄ᅵ䠅 女Ꮚ㧗⏕䞉㌴ᗙ䝣䜷ー䝷䝮 㻞㻜㻝㻡 

㻝 月 㻝㻡 ᪥䠄㔠䠅 䝙䝳ー䝇䝺ター䛂䛯䛱䜀䛺䛃➨ 㻢㻡 ྕⓎ⾜ 

㻝 月 㻞㻡 ᪥䠄月䠅 䝙䝳ー䝇䝺ター䛂䛯䛱䜀䛺䛃➨ 㻢㻢 ྕⓎ⾜ 

㻞 月 㻝㻞 ᪥䠄㔠䠅 ㈡་⛉大学䛻䛶男女共同参画推進䛾䛯䜑䛾ㅮ₇䠖✄ⴥ䜹䝶 

㻞 月 㻞㻞 ᪥䠄月䠅 䇾㼃㼛㼙㼑㼚 㼍㼚㼐 㼃㼕㼟㼔䇿䝣䜷ー䝷䝮 㻞䛂男女共同参画推進センター䛾ᐇ㦂◊✲⿵ຓ⪅ไᗘ䜢⏝䛧䛶䛃 

㻟 月 㻝㻝 ᪥䠄㔠䠅 京都ᗓ❧㧗➼学ᰯ䛻䛶≉ูㅮ⩏䠖✄ⴥ䜹䝶 

㻟 月 㻞㻜 ᪥䠄᪥䠅 䝙䝳ー䝇䝺ター䛂䛯䛱䜀䛺䛃➨ 㻢㻣 ྕⓎ⾜ 

㻟 月 㻟㻜 ᪥䠄Ỉ䠅 Ꮚ䛂ᮍ᮶䛻⧅䛜䜛㟷䛔䝸䝪ン䛾䜶䝖セ䝖䝷䛃㼂㼛㼘㻚㻟 Ⓨ⾜ 
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ປാᕷሙࡿࡅ࠾⏨ዪ㛫ࡢᖹ➼ ⿄ᑠ㊰ࡽᢤࡅฟࡣࡿ㸽 

 

 

㻡 月 㻥 ᪥䠄ᅵ䠅Ⱚ⹒㤋䠄✄┒䝩ー䝹䠅䛻䛶䚸᪥ウㄽ

䛂ປാᕷሙ䛻䛚䛡䜛男女㛫䛾平➼ ⿄ᑠ㊰䛛䜙ᢤ䛡ฟ䜛䛻

䛿䠛䛃䜢㛤ദ䛧䜎䛧䛯䚹 

䛣䛾ウㄽ䛿䚸䛂男女㛫䛾平➼䛸䛾㜚䛔 ⿄ᑠ㊰䜢ᢤ䛡

ฟ䛩䛯䜑䛾䜲䝙䝅䜰䝔䜱䝤䛸䛿䠛䛃䜢䝔ー䝬䛻䚸ᅾ᪥䝣䝷ン䝇大

㤋䠋䜰ン䝇䝔䜱䝏䝳䞉䝣䝷ンセ᪥ᮏ䚸ୖᬛ学㝔男女共同参画

推進ᐊ䚸京都大学䛜共同䛷㛤ദ䛧䛯ウㄽ䛾䜂䛸䛴䛷䛩䚹 

➉ᮧ ⓏⱱᏊẶ䠄ㄞ᪂⪺䠅䛾ྖ進⾜䛷䚸䛿䛨䜑䛻䚸✄ⴥ 

䜹䝶⌮䜘䜚䚸䛣䛾ウㄽ䛜䝣䝷ン䝇䛸᪥ᮏ䛾䝆䜵ン䝎ー平➼

䜢䛥䜙䛻ຍ㏿䚸ಁ進䛩䜛䛣䛸䜢♳ᛕ䛧䛶㛤䛾㎡䛜㏙䜉䜙䜜䜎

䛧䛯䚹 

 

⥆䛔䛶䚸䝟䝛䝸䝇䝖䛾䝣䝷ン䝋䝽ー䝈䞉䝭䝺䜴䝇䜻Ặ䠄䝟䝸ᨻ

学㝔ᩍᤵ䠅䚸ᶲᮌ ಇペẶ䠄京都大学ྡᩍᤵ䠅䚸ᑠ㓇㒊 䛥

䜔䛛Ặ䠄䝬タ䝝䝷 㻺㼑㼠 ௦⾲䠅䚸ᑠ➟ཎ 㝯⿱Ặ䠄䜰䜽䝃⏕ಖ

㝤ᰴᘧ♫ ᇳ⾜ᙺ䠅䚸䝎䝙䜶䝹䞉䝤䝇䜿Ặ䠄䝣䝷ン䝇男女平➼

推進ጤဨ㛗䠅䛜ྛ䚻䛾䝔ー䝬䛻ἢ䛳䛶ෑ㢌Ⓨ⾲䛾ᚋ䚸᪥ᮏ

䛷女ᛶ䛜ാ䛟ୖ䛷䛾ၥ㢟Ⅼ䜔䚸䛭䜜䛻ᑐ䛩䜛䝣䝷ン䝇䛾⌧≧

䛺䛹䛻䛴䛔䛶ពぢ䜢䛧䚸ᚋ᪥ᮏ䛜進䜐䜉䛝㐨➽䛻䛴䛔

䛶㆟ㄽ䛧䜎䛧䛯䚹 

᭱ᚋ䛻䚸ᶓᒣ ⨾ኟᩍᤵ䛻䜘䜛⥲ᣓ䛾㎡䛷䚸┒ἣ䛾䛖䛱䛻

ウㄽ䜢⥾䜑䛟䛟䜚䜎䛧䛯䚹 
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 Ꮫ◊✲⛉ ⏨ዪඹྠཧ⏬᥎㐍ㅮ₇⛉࣮ࢠࣝࢿ࢚

 

㻝㻞 月 㻝㻝 ᪥䠄㔠䠅䚸䜶䝛䝹䜼ー⛉学◊✲⛉ദ䚸男女共同参

画推進センター共ദ䛻䛶䚸男女共同参画推進ㅮ₇䛜㛤ദ

䛥䜜䜎䛧䛯䚹 

▼ཎ୍◊✲⛉㛗䛾ྖ進⾜䛷䚸✄ⴥ䜹䝶⌮䞉学

㛗䜘䜚ᣵᣜ䛜䛒䜚䚸ୡ⏺䛻䛚䛡䜛᪥ᮏ䛾⌧≧䜔䚸京都大学䛾

⌧≧䚸京都大学男女共同参画推進センター䛾ྲྀ䜚⤌䜏䛺䛹䛻

䛴䛔䛶ㄝ᫂䛜䛒䜚䜎䛧䛯䚹 

ḟ䛻䚸㇏ᶫᢏ⾡⛉学大学男女共同参画推進ᐊ㛗䚸京都大

学ᐈဨᩍᤵ䛾୰㔝⿱⨾ඛ⏕䛻䚸䛂䝎䜲䝞ー䝅䝔䜱♫䛻ྥ䛡

䛶䡚ᕤ学⣔䛷䛹䛖ྲྀ䜚⤌䜐䛛䚸⪃䛘䛶䜏䜎䛫䜣䛛䠛䡚䛃䛸㢟䛧䚸

ㅮ₇䜢䛧䛶䛔䛯䛰䛝䜎䛧䛯䚹女ᛶ䛜ά㌍䛩䜛䛸ఱ䛜ᮇᚅ䛷䛝䜛

䛾䛛䚸䛺䛬女ᛶ◊✲⪅䚸女ᛶ䝸ー䝎ー䛜ᑡ䛺䛔䛾䛛䚸女ᛶ䛜

ά㌍䛩䜛䛻䛿䛹䛖䛧䛯䜙䛔䛔䛛䛺䛹䚸䛤⮬㌟䛾య㦂䜢䛘䛶䜟

䛛䜚䜔䛩䛟䛚ヰ䛧䛶䛔䛯䛰䛝䜎䛧䛯䚹᭱ᚋ䛻䛿䚸京都大学䛾ᕤ

学⣔䛜䝸ー䝎ー䝅䝑䝥䜢ྲྀ䜚䚸大学䜢≌ᘬ䛧䛶䜋䛧䛔䛸ᮇᚅ

䛾䛚ゝⴥ䜢㡬䛝䜎䛧䛯䚹 

㉁ᛂ⟅䛾㛫䛻䛿䚸参ຍ⪅䛭䜜䛮䜜䛾どⅬ䛛䜙䚸㉁ၥ

䜔ពぢ䛜䛒䜚䚸୰㔝ඛ⏕䛜ᑀ䛻ᅇ⟅䛥䜜䜎䛧䛯䚹 

᭱ᚋ䛻䚸ሷ㊰ᫀᏹ◊✲⛉㛗䛾ᣵᣜ䛷䚸ㅮ₇䜢⥾䜑䛟䛟䜚

䜎䛧䛯䚹
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䇾㼃㼛㼙㼑㼚 㼍㼚㼐 㼃㼕㼟㼔䇿䝣䜷ー䝷䝮䠎 

シリーズ “Women and Wish” フォーラム2

京都大学男女共同参画推進センター

シリーズ “Women and Wish” フォーラム2

男女共同参画推進センターの
実験研究補助者制度を利用して

京都大学総長

山極 壽一
京都大学理事・副学長
男女共同参画推進センター長

稲葉 カヨ

芝蘭会館別館（国際交流会館）2階 研修室２
京都市左京区吉田牛ノ宮町11-1

京都大学男女共同参画推進センター
（http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/）のフォーラム
申込入力フォームより、お申し込みください。

※12:30受付開始13:00 ～15:00

京都大学に所属する
教職員・学生

予約制

60名（先着順）

2016年2月22日（月） 日　時

場　所

対象者

申　込

定　員

N

芝蘭会館
京大正門前

京大正門前

百万遍

東一条通

近衛通

丸太町通

今出川通

男女共同参画推進センター

京大医学部

薬学部
NTT

稲森財団記念館

旧白川通

京大病院

熊野神社

京都精華
女子高校

東
大
路
通

至
祇
園

至
三
条

野
川
通

鴨
川

京
阪
電
車
鴨
東
線

川
端
通

出
町
柳

神
宮
丸
太
町

芝蘭会館別館

対象年齢は生後３か月から小学校３年生、保育時間は12時30分か
ら16時00分です。保育料は無料です。保育をご希望の方は、2月
12日（金）までにシンポジウム申し込み時に、お子様の名前（よみが
な）・性別・年齢・連絡先をお知らせください。

参加者の子どもの保育室を芝蘭会館別館にて開設いたします。

主催

京都大学男女共同参画推進センター
E-mail : w-shien@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
URL : http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/
Tel：075-753-2437

京都大学男女共同参画推進センター 共催 女性教員懇話会

問合せ先

山極壽一京都大学第26代総長は六つの活動指針の頭文字をとった標語WINDOWを掲
げています。その結びの“W”は、男女共同参画社会実現のための“Women and Wish”
です。男女共同参画推進センターでは、昨年から新たにシリーズ「Women and Wish
フォーラム」を企画しています。第1回は、山極総長と本学若手女性研究者によるトーク・セッ
ションを行いました。第2回では、センターの「研究・実験補助者雇用制度」を利用された
方を中心に登壇いただき、センターや総長への要望を伺うとともに女性研究者が直面して
いる問題点、あるいは数値目標だけでは語ることができない目標の解決に向けたディスカッ
ションを行いたいと思います。

「男の器量」と育休： 
父として、教員として、夫として

基調講演

人間・環境学研究科  助教　東樹 宏和

制度を利用して
医学研究科  助教　　　　竹之内 沙弥香
白眉センター  特定助教　小石 かつら

講演者等
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男女共同参画推進センター䛾ᐇ㦂◊✲⿵ຓ⪅制ᗘ䜢⏝䛧䛶 

 
㸰月㸰㸰᪥（月）、Ⱚ⹒会館別館研修ᐊ㸰にて“:RPHQ 

DQG :LVK”フォーラム第㸰回「男女共同参画推進センタ

ーのᐇ㦂研究⿵ຓ者ไ度を利用して」を開催しました。 

ጞめに、山末 ⱥႹ広ሗ・┦ㄯ・♫会連ᦠ事業࣡ー࢟ン

ループᰝのྖ会で、稲葉 カヨ理事・副学長より開ࢢࢢ

会のᣵᣜがありました。 

 

次に、ᮾᶞ ᏹඛ生（人間・環境学研究科）が「ࠗ 男の

ჾ㔞 と࠘育ఇ：∗として、教員として、ኵとして」と題し、

講₇を行いました。ᮾᶞඛ

生は㸯ࣨ月間育児ఇᬤを

取得しましたが、┤㏆㸰年

での男性の育ఇ利用とし

ては၏一の利用者だった

とのことで、育ఇだけが

てではないがもっと取得

⋡が上がってしいと㏙ました。育児を㏻して家事、育

児、事の両立の大ኚさをᐇឤし、∗ぶが育児をすること

に対し行ᨻや࣐スメデアをྵめた世間の意㆑のపさな

どをឤࡌたそうで、ឤࡌたことなどはಶ人のሗに␃めず

に࿘ᅖに発ಙするようにし

ているとのことです。యのつ

くりの㐪いでẕぶにはどう

してもかなࢃない部ศがあ

ることは☜かなので、∗性を

どう✚極的に利用するか⪃え、育ఇ取得などಶ人の行動を

して♫会の未来をኚえていく努力をすることや、子౪の

思期以㝆に♫会との関ࢃり方をఏえるᙺ目をしたいと

ㄒりました。また、子を持つ一人の科学者として子౪たࡕ

にᏳᚰしてᬽらせる世⏺をṧすための研究や活動に一層

取り組みたいと話しました。また、京都大学には学生を♫

会に㏦り出す大学だからこそඛ㢌に立ってやっていって

ンとボトムアップをうまくか࢘しい、その㝿、トップダ

みྜࢃせての活動が㔜せだとの見解を♧しました。 

 

次に、బ⸨ ᑵປ支援事業

࣡ー࢟ンࢢࢢループᰝより、

ᐇ㦂⿵ຓ者ไ度の現状につい

てㄝ明がありました。費用の㝈

度があり、支⤥額を下げすࡂて

はいけないと思うと᥇ᢥᩘを

⤠らࡊるを得ない状況で、᥇ᢥᩘはᛂເの㸴くらいの年

㸱㸮௳どになっています。一時は、申ㄳ᭩㢮の‽備が大

ኚなこともあり、申ㄳ⮬యをㅉめてしまう方がいたことは

大ኚṧᛕですが、ᑡしは改ၿしてきており、ᅜ立大学のお

かれる厳しい状況の中で㡹ᙇっています、と現状をㄝ明し、

今回は⋡┤な意見をお⪺きしたいと㏙ました。 

 

その後、ᐇ㦂研究⿵ຓ者ไ度の利用者を代表し、ᑠ▼ か

つらඛ生（ⓑ┱センター㸭人ᩥ科学研究ᡤ）と➉அෆ Ἃ

ᘺ㤶ඛ生（་学研究科）より、お話がありました。 

 

ᑠ▼ඛ生は、ある男性研

究員のዟ様が研究者を㎡

め、ᑓ業፬になったお話

をに出し、本人や࿘ᅖも

Ẽづいていないかもしれ

ないが、研究者として事

を⥆けていく上で、いࢁい

な㞀ᐖにᚰがᢡれてしまうということも⪃えられるとࢁ
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話されました。ඛ生もᐇ㦂研究⿵ຓ者ไ度の申ㄳの㝿は、

ここまでしないといけないならやめたらいいࡷࡌないか、

というẼ持ࡕになったそうです。研究者を⥆けることでࣃ

ートࢼーにไ㝈をかけてしまう、㏞ᝨをかけてしまう、保

育ᡤが見つからない、一方で⚾が事をしなくても࿘ᅖに

対する人はいない、ไ度をうࢃけでもない、㏞ᝨをか

けるࢃけでもない、研究さえやめれࡤၥ題は解Ỵしてしま

う。研究者としてᾘえることにࣁーࢻルはないが、⥆ける

ことに関してはࣁーࢻルがたくさんある。その中で、ᐇ㦂

⿵ຓ者ไ度はただຓかるという意以上に、⮬ศの研究に

౯್があると思い┤させてくれる、研究者としてのᏑ在そ

のものを支えてもらえる⢭⚄的にも有㞴いものであった

し、今後も⥆けていってもらいたいと㏙ました。ただ、

᥇ᢥ⋡㸴の現状はᝒしいことであるとし、ㅉめて申ㄳし

ない人のẼ持ࡕもࢃかるので申ㄳに対するࢧポートがあ

れࡤいいと意見を㏙ました。 

 

➉அෆඛ生は、㸳年前に

育児と護にⱞປしなが

らᐇ㦂⿵ຓ者㞠用ไ度に

ᛂເしたものの、初めてᛂ

ເした㝿は᥇ᢥだった

そうです。申ㄳ᭩㢮を記入

していると、この様な大ኚ

な状況でാいてもⰋいのかと㎞いẼ持ࡕになったそうで、

申ㄳしてもだめだࢁうと㸰回目の申ㄳはㅉめていたそう

です。とこࢁが、上ྖに推⸀してもらいᛂເしたとこࢁ᥇

ᢥされ、以㝆㸱期にΏり利用されているとのことです。ไ

度を利用する前は、育児や家

事の時間を๐って研究活動

をしても大ᖜに㐜れるよう

な状況、⮬ศや家᪘のయ調

Ⰻ、࿘りに同ࡌような状況で

┦ㄯできる人もおらず、家᪘に大きく㈇担をかけ、ᖖに⨥

ᝏឤがあり、ẕとして、教員として、ጔとして、ፉとして、

ての立場で⮬ศはダメだとឤࡌ、⮬ᑛឤがⴭしくప下

していたと思い㏉されました。一㌿、ไ度を利用してから

はデータ㞟を⿵ຓ者の方にお願いしたことで、保育ᅬの

お㏄えはࡰ定้㏻りに行け、家᪘の時間が持てるように

なり、子౪、家᪘のストレスや㈇担も減りうまく回るよう

になったそうです。研究も

「これでいいのだ」とアイ

デンࢸࢸを構⠏で

き、ຠ⋡的に教育や研究に

取り組ࡴことができるよう

になったとのことで、このไ度なくして今の⚾はないとい

うどこのไ度は大ኚ有㞴かったとのことです。一方、⤒

㦂からឤࡌたこととして、ᦢ乳場ᡤがなくトイレでᦢ乳を

した⤒㦂から環境がもっと整えࡤとឤࡌたこと、教育と研

究では研究が㔜視されるが、教育とࣂランスよくホ౯して

ット࣡ークがࢿしいと思うこと、子育て中の方と繋がる

あれࡤいいと思うこと、どれだけㄝ明してもᐇ㝿に⤒㦂し

た人でないと理解してもらうことが㞴しいとឤࡌること、

࣡ークライフࣂランスを⪃៖したാき方の事の⤂が

あれࡤいいと思うこと、࣡ ークライフࣂランスをとりなが

ら㡹ᙇっている女性研究者が本ไ度や表ᙲのように、ఱら

かのᙧでㄆめてもらえる機会が増えれࡤさらにⰋいので

はないかなど意見を㏙ました。 

 

その後、女性教員懇話会を代表し、㇏ᓥ ᩥ子ඛ生（࢘

イルス研究ᡤ）が懇話会についてㄝ明し、ᴙ㇂ ᬛ子ඛ生

（ⓑ┱センター）が懇話会からのᐇ㦂研究⿵ຓ者ไ度につ

いての意見を㏙ました。「ᛂເ期間が▷い」「申ㄳ᭩㢮を

༙年ごとに用意するのが大ኚ」「㞠用期間㸴ࣨ月では▷す

て人を㞠いにくい」「㑅⪃基‽の明☜化」「男性も利用しࡂ

やすいようにホームページなどイラストやⰍなど㓄៖し

てしい」などの意見がありました。次に、⋤ ᰗ⹒ඛ生、

㕥ᮌ ဏ⾰ඛ生（ⓑ┱センター）が女性研究員の生きづら

さを㞟めたボーࢻを⤂し、意見にならない生きづらさの
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ኌにᐤりῧうไ度సり、✵Ẽసりに活かしてしいと㏙

ました。 

 

⥆いて、ఀ ⸨ 公㞝推進本部支援ᐊ長の進行で、山極 壽

一総長からお話がありました。山極総長は᪥本♫会のၥ題

は、育児と家庭のၥ題は「その家庭のၥ題」としてしまう

ことだと㏙、公的に、ᆅᇦ♫会、職場がཱྀを出していか

なけれࡤいけないのではないかとの⪃えを♧しました。総

長も研究ᐊで子育て中の女性と一⥴に長らくാいていた

そうですが、ᙼ女にしかできないことがあるから⥆けても

らࢃないとᅔると思ったし、ᙼ女も࿘ᅖの期待があったか

らỴᚰした。࿘ᅖがそのように持っていかないといけない

と㏙ました。また、育児中には㈐௵のある事を௵せら

れないというが、㈐௵ある事を㈐௵持ってやるという♫

会のࢥンセンࢧスがあれࢧࡤポートయไもできていくだ

 ました。まうし、本人も事を⥆けられると思うと㏙ࢁ

た、ఏ⤫的なᖖ㆑をኚえるには生≀学的な≉性を⿵いなが

らいࢁんなモデルをసって、ಶ別性からある⛬度のᬑ㐢性

へと⯦をษらないといけないとㄒりました。そして、ไ度

をኚえていくためにはಶ別的な意見をいっࡥい㞟めてこ

れはできる、これはできないとしたうがうまくいくと思

うので、今回のフォーラムはලయ的な事やせ望を知る大

ኚいい機会であると㏙ました。その後、参加者から多く

の㉁ၥや意見を頂き、回⟅しました。 

 

最後に、ఀ ⸨推進本部支援ᐊ長が、男女共同参画推進セ

ンターを活用してもらい、ಶ別の事やいࢁいࢁなㄢ題を

共有するしくみができれࡤいいと思いますと⥾めくくり、

フォーラムを終しました。

 

－ 10 － － 11 －



ி㒔Ꮫ࡞ࡤࡕࡓ㈹㸦ඃ⚽ዪᛶ◊✲⪅㈹㸧 

　人文・社会科学又は自然科学の分野において優れた研究成果をあげた本学に所属する
39歳以下（昭和51年4月2日以降生まれ）の若手の女性研究者
※

※

第
八
回応

募
者
募
集

この京都大学たちばな賞（優秀女性研究者賞）は、
優れた研究成果を挙げた本学の若手女性研究者を顕彰することによって、

研究意欲を高め、我が国の学術研究の将来を担う優れた
女性研究者の育成を目的として創設されました。

対象

応募受付期間

顕彰
◉たちばな賞 正賞：賞状　　副賞：記念品及び賞金10万円

◉奨 励 賞 正賞：賞状　　副賞：記念品及び賞金8万円
（研究者部門・学生部門 各１名）

平成27年11月4日（水）～12月2日（水）

京都大学のHPからダウンロードしてください。　http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/female
お問い合わせ先：総務部人事課職員掛　電話：075－753－2284

●応募要領などの詳細について

【協賛】
　株式会社ワコール

ただし、出産又は子の養育及び介護のために、研究時間の確保が困難な時期があった場合は、年齢制限
を42歳以下（昭和48年4月2日以降生まれ）まで緩和。
なお、学生においては、受賞年度の年度末時点において、大学院博士後期課程に在学中であること。

（該当者がいた場合のみ）

－ 11 －



 

➨㸶ᅇி㒔Ꮫ࡞ࡤࡕࡓ㈹㸦ඃ⚽ዪᛶ◊✲⪅㈹㸧ᛂເせ㡿 

 
䠍䠊㊃᪨䞉┠ⓗ 

京都大学䛻䛚䛡䜛ⱝᡭ䛾女ᛶ◊✲⪅䛾ඃ䜜䛯◊✲成ᯝ䜢ㆭ

䛘䜛䛯䜑䚸平成 㻞㻜 年ᗘ䛻䛂䛯䛱䜀䛺㈹䠄京都大学ඃ⚽女ᛶ◊

✲⪅㈹䠅䛃䜢タ䛧䜎䛧䛯䚹ᮏไᗘ䛿䚸ேᩥ䞉♫⛉学ཪ䛿⮬

↛⛉学䛾ྛศ㔝䛻䛚䛔䛶䚸ඃ䜜䛯◊✲成ᯝ䜢ᣲ䛢䛯ⱝᡭ䛾

女ᛶ◊✲⪅䜢㢧ᙲ䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸ᙜヱⱝᡭ女ᛶ◊✲⪅⮬㌟

ཬ䜃䛣䜜䛻⥆䛟ከ䛟䛾ⱝᡭ女ᛶ◊✲⪅䛾ບ䜏䛸䛧䚸䝇䝔䝑䝥䜰

䝑䝥䛻⧅䛜䜛䜘䛖◊✲ពḧ䜢㧗䜑䚸䜒䛳䛶ᮏ学䚸䛥䜙䛻䛿ᡃ䛜

ᅜ䛾学⾡◊✲䛾ᑗ᮶䜢ᢸ䛖ඃ䜜䛯女ᛶ◊✲⪅䛾⫱成➼䛻㈨

䛩䜛䛣䛸䜢┠ⓗ䛸䛧䛶䛔䜎䛩䚹 

２䠊ᛂເ᮲௳ 

㻡㻝年㻠月㻞᪥௨㝆⏕䜎䜜䛾ᮏ学䛻ᡤᒓ䛩䜛女ᛶ䛾大学㝔

⏕ཬ䜃女ᛶ◊✲⪅䠄◊✲䜢⫋ົ䛻ྵ䜣䛷䛔䜛⪅䚹䝫䝇䝗䜽ཬ

䜃᪥ᮏ学⾡⯆≉ู◊✲ဨ䜢ྵ䜐䚹䠅䛾䛖䛱䚸学⾡ୖඃ䜜

䛯◊✲成ᯝ䜢ᣲ䛢䛯䛸ㄆ䜑䜙䜜䜛⪅䛷䚸௨ୗ䛾᮲௳䜢‶䛯䛩

⪅䛸䛧䜎䛩䚹䛯䛰䛧䚸ฟ⏘ཪ䛿Ꮚ䛾㣴⫱ཬ䜃ㆤ䛾䛯䜑䛻䚸◊

✲㛫䛾☜ಖ䛜ᅔ㞴䛺ᮇ䛜䛒䛳䛯ሙྜ䛿䚸年㱋ไ㝈䜢

㻠㻤年㻠月㻞᪥௨㝆⏕䜎䜜䜎䛷⦆䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䜒䛾䛸䛧䜎

䛩䚹䛺䛚䚸㐣ཤ䛻学⏕㒊㛛䛷䛯䛱䜀䛺㈹䜢ᤵ䛥䜜䛯⪅䜒䚸

◊✲⪅㒊㛛䛻ᛂເ䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛩䚹 

䛆学⏕㒊㛛䛇 

ཷ㈹年ᗘ䛾年ᗘᮎⅬ䛻䛚䛔䛶䚸大学㝔༤ኈᚋᮇㄢ⛬䛻ᅾ

学୰䛷䛒䜛䛣䛸䠄་学◊✲⛉་学ᑓᨷཬ䜃⸆学◊✲⛉⸆学ᑓ

ᨷ䛻䛒䛳䛶䛿༤ኈㄢ⛬䚸䜰䝆䜰䞉䜰䝣䝸䜹ᆅᇦ◊✲◊✲⛉ཬ䜃

⥲ྜ⏕Ꮡ学㤋䛾༤ኈㄢ⛬䛻䛒䛳䛶䛿ᚋᮇ䛻┦ᙜ䛩䜛ㄢ⛬䜢

ྵ䜐䚹ఇ学୰䛾⪅䛿㝖䛟䚹䠅 

䛆◊✲⪅㒊㛛䛇 

༤ኈ䛾学䜢ྲྀᚓ䠄༤ኈ䛾学䜢ྲྀᚓ䛧䛯⪅䛸同➼௨ୖ䛾学

⾡◊✲⬟ຊ䜢᭷䛩䜛⪅䜢ྵ䜐䠅䛧䛶䛔䜛䛣䛸䚹 

３䠊㢧ᙲ 

ཷ㈹⪅䛿䚸ྛ㒊㛛㻝ྡ䛪䛴䛸䛧䚸⾲ᙲ≧䛸㈹㻔グᛕရཬ䜃㈹

㔠㻝㻜㻕䜢ᤵ䛧䜎䛩䚹䜎䛯䚸ヱᙜ⪅䛜䛒䜛ሙྜ䛿䚸ዡບ㈹

䛸䛧䛶ྛ㒊㛛ཎ๎㻝ྡ䛪䛴䛻⾲ᙲ≧䛸㈹䠄グᛕရཬ䜃㈹㔠㻤

䠅䜢ᤵ䛧䜎䛩䚹䠄䛯䛰䛧䚸ヱᙜ⪅䛜䛺䛔ሙྜ䛿䚸ዡບ㈹

䛾ᤵ䛿䛒䜚䜎䛫䜣䚹䠅 

䠐䠊ᥦฟ書㢮 

䐟ᛂເㄪ書䠄ᵝᘧ䠍䠋㻼㻰㻲䠅 

䐠䛣䜜䜎䛷䛾◊✲䛾ᴫせ䠄ᵝᘧ２䠋㻼㻰㻲䠅 

䐡推⸀≧䠄ᵝᘧ３䠋㻼㻰㻲䠅 

䐢ᴗ⦼┠㘓䠄䠝䠐䠋ᙧᘧ⮬⏤䠋㻼㻰㻲䠅 

䐣䛭䛾≉グ䛩䜉䛝㡯䠄≉チ䞉書ホ䞉᪂⪺グ䛺䛹䛾参⪃

㈨ᩱ䠄ᙧᘧ⮬⏤䠅䠋㻼㻰㻲䠅 

䐤ᛂເᑐ㇟䛸䛺䛳䛯書⡠䚸ㄽᩥ䛾ูๅ䠄䛺䜒䛾䜢学⏕䛿３⦅

௨ෆ䚸◊✲⪅䛿䠑⦅௨ෆ䠋㻼㻰㻲䠅 

ୖグ䐡䛾推⸀≧䛻䛴䛔䛶䛿䚸ᛂເ⪅䛾◊✲䜢䜘䛟⌮ゎ䛧䛶䛔

䜛䚸ᮏ学䛻ᡤᒓ䛩䜛ᖖ䛾◊✲⪅䛜స成䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䐡௨

እ䛾書㢮䛻䛴䛔䛶䛿䚸ᛂເ⪅ᮏே䛜స成䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

䠑䠊ᥦฟ᪉ἲ 

㻔㻝㻕 ᥦฟ書㢮䛿䚸ᛂເ⪅䛜┤᥋䚸ୗグ㐃⤡ඛ䛻䝯ー䝹䛻ῧ

䛧䛶ᥦฟ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

㻔㻞㻕 ᥦฟ書㢮䐟䡚䐤䛻䛴䛔䛶䛿䚸㻼㻰㻲䛻䛧䛶ᥦฟ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䛺䛚䚸䐤䛻䛴䛔䛶䛿䚸⾲⣬䚸┠ḟཬ䜃ヱᙜ㒊ศ䜢ᢤ⢋䛧

䛯㻼㻰㻲䜢ᥦฟ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹㻼㻰㻲 㼒㼕㼘㼑䛜大ᐜ㔞䛻䛺䜛ሙྜ䛻

䛿䚸大ᐜ㔞ᩥ書䛻䛶ᥦฟ䜒䛧䛟䛿㻯㻰䛻↝䛟䛛㼁㻿㻮䝯䝰䝸ー

䛻ධ䜜䛶学ෆ౽䛻䛶ᥦฟ䛩䜛䛣䛸䜒ྍ䛸䛧䜎䛩䚹  

䠒䠊ᛂເཷᮇ㛫 

平成㻞㻣年㻝㻝月㻠᪥䠄Ỉ䠅䡚平成㻞㻣年㻝㻞月㻞᪥䠄Ỉ䠅 

䠓䠊㑅⪃ཬ䜃㑅⪃⤖ᯝ䛾㏻▱ 

学ෆ䛻タ⨨䛥䜜䛯㑅⪃ጤဨ䛻䛚䛔䛶䚸書㠃ᑂᰝ䛻䜘䜛➨୍

ḟ㑅⪃䜢⾜䛔䜎䛩䚹➨୍ḟ㑅⪃㏻㐣⪅䛻䛿䝠䜰䝸ン䜾ᑂᰝ䛻

䜘䜛➨ḟ㑅⪃䜢⾜䛔䚸ཷ㈹⪅䜢Ỵᐃ䛧䜎䛩䚹 

䛺䛚䚸䝠䜰䝸ン䜾ᑂᰝ䛿平成㻞㻤年㻝月㻞㻥᪥䠄㔠䠅䛻ᐇணᐃ䛷

䛩䛾䛷䚸䝇䜿䝆䝳ー䝹䛾☜ಖ䜢䛚㢪䛔䛧䜎䛩䚹 

䜎䛯䚸➨୍ḟ㑅⪃㏻㐣⪅䛻䛿䚸平成㻞㻣年㻝㻞月ᮎ᪥䜎䛷䛻➨

୍ḟ㑅⪃䛾䛤㐃⤡ཬ䜃➨ḟ㑅⪃䝠䜰䝸ン䜾ᑂᰝ⏝䛾㈨ᩱ䛾

ᥦฟ䜢౫㢗䛔䛯䛧䜎䛩䛾䛷䚸䜘䜝䛧䛟䛚㢪䛔䛔䛯䛧䜎䛩䚹 

ཷ㈹Ỵᐃ䛾㏻▱䛿䚸平成㻞㻤年㻞月ୖ᪪㡭䛻⾜䛔䚸学ෆእ䜈බ

⾲䛧䜎䛩䚹 

８䠊⾲ᙲᘧ 

平成㻞㻤年㻟月㻟᪥䠄ᮌ䠅䛻⾜䛔䜎䛩䚹䜎䛯䚸⾲ᙲᘧᚋ䛻ཷ㈹ᑐ

㇟䛸䛺䛳䛯◊✲成ᯝ䛾Ⓨ⾲䜢䛧䛶䛔䛯䛰䛝䜎䛩䚹᪥⛬➼ヲ⣽

䛻䛴䛔䛶䛿䚸ู㏵䚸ཷ㈹⪅䛻㏻▱䛧䜎䛩䚹 

䠕䠊䛭䛾 

㻔㻝㻕 㑅⪃⤖ᯝ䛻ᑐ䛩䜛ၥ䛔ྜ䜟䛫䛻䛿ᛂ䛨䛛䛽䜎䛩䚹 

㻔㻞㻕 ཷ㈹⪅䛾Ặྡ䚸␎Ṕཬ䜃ཷ㈹䛾ᑐ㇟䛸䛺䛳䛯◊✲ᴗ⦼➼

䛿බ⾲䛥䜜䜎䛩䛾䛷䚸ண䜑䛤ᢎ▱㢪䛔䜎䛩䚹 

㻔㻟㻕 ᥦฟ書㢮䛻ྵ䜎䜜䜛ಶே報䛿䚸ཝ㔜䛻⟶⌮䛧䚸ᮏ⾲ᙲ

䛾ᴗ㐙⾜䛾䛯䜑䛾䜏

䛻⏝䛧䜎䛩䚹 

 

���� ᖺᗘ ி㒔Ꮫ࡞ࡤࡕࡓ㈹㸦ඃ⚽ዪᛶ◊✲⪅㈹㸧⾲ᙲᘧ 
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八

回
〈受賞者による研究発表〉〈受賞者による研究発表〉

日
時
：
2
0
1
6
年
3
月
3
日（
木
）
　午前
　
時
〜
　
時

場
所
：
京
都
大
学
楽
友
会
館
　2階
会
議・講
演
室

お問い合わせ先：総務部人事課職員掛　電話 075－753－2284
　　　　　　　　URL:http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/female

「

　
　
　
　
　
　
」表
彰
式

学 生 部 門　
田辺　弘子
（人間・環境学研究科　博士課程3年）
「ヒトの立位制御メカニズムの包括的解明：
人間の文化的身体運動と自然・社会環境の関連性」

研究者部門　
井上 恵美子
（経済学研究科　講師）
「気候変動の影響下における企業行動」

プログラム
　１０：００～１０：０５　開会の挨拶　稲葉　カヨ（京都大学理事）
　１０：０５～１０：１５　表彰式・ワコール賞贈呈
　１０：１５～１０：２５　総長挨拶
　１０：２５～１０：３５　来賓祝辞　　安 原 弘 展（株式会社ワコール代表取締役社長）
　１０：３５～１０：４５　研究発表１　【学 生 部 門】　田辺 弘子
　１０：４５～１０：５５　研究発表２　【研究者部門】　井上 恵美子
　１０：５５～１１：００　閉会の挨拶　川 添 信 介（京都大学理事）
表彰式は、山極総長より、表彰状と記念楯が授与されます。
副賞として、㈱ワコール 安原代表取締役社長より、ワコール賞が授与されます。
表彰式のあと、たちばな賞受賞者による研究発表を行います。

今出川通

丸太町通

東一条通

近衛通

川
端
通 東

大
路
通

出
町
柳

神
宮
丸
太
町

京都大学本部構内

稲盛財団記念館

京
阪
鴨
東
線

京都大学
楽友会館

11

10

優秀女性研究者賞　受賞者

学生部門　
信川 久実子（理学研究科）

優秀女性研究者奨励賞　受賞者

京
都
大
学

京
都
大
学
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䛆Ꮫ⏕部㛛䛇 

⏣㎶ ᘯᏊ 

 

 

⌧  ⫋䠖ே㛫䞉⎔ቃ学◊✲⛉༤ኈㄢ⛬３年䚸᪥ᮏ学⾡⯆≉ู◊✲ဨ䠄㻰㻯㻝䠅 

ᑓ㛛ศ㔝䠖㐠ືไᚚ䞉䝞䜲䜸䝯䜹䝙䜽䝇䞉⏕యᕤ学䞉⚄⤒⏕⌮学 

◊✲䝔ー䝬䠖䝠䝖䛾❧ไᚚ䝯䜹䝙䝈䝮䛾ᵓ成ㄽⓗゎ᫂ 

䠄␎ Ṕ䠅 

㻞㻜㻝㻝 年 㻟 月 京都大学⥲ྜே㛫学㒊 ༞ᴗ 

㻞㻜㻝㻟 年 㻟 月 京都大学大学㝔ே㛫䞉⎔ቃ学◊✲⛉ಟኈㄢ⛬ ಟ 

㻞㻜㻝㻟 年 㻠 月 ᪥ᮏ学⾡⯆≉ู◊✲ဨ 㻰㻯㻝 

㻞㻜㻝㻢 年 㻟 月 京都大学大学㝔ே㛫䞉⎔ቃ学◊✲⛉༤ኈㄢ⛬ ಟぢ㎸ 

䠄ཷ㈹Ṕ䠅 

㻞㻜㻝㻞 年 京都య⫱学➨ 㻝㻠㻝 ᅇ大 ⱝᡭ◊✲ዡບ㈹ 

㻞㻜㻝㻟 年 ᪥ᮏయ⫱学➨ 㻢㻠 ᅇ大 ⱝᡭ◊✲ඃ⚽㈹ 

㻞㻜㻝㻠 年 ➨ 㻝㻥 ᅇ䝶ー䝻䝑䝟䝇䝫ー䝒⛉学学 㼅㻵㻭 䝣䜯䜲䝘䝸䝇䝖䠄ཱྀ㢌䠅 

㻞㻜㻝㻠 年 ᪥ᮏ䝞䜲䜸䝯䜹䝙䜽䝇学➨ 㻞㻟 ᅇ大 学ዡບ㈹ 

㻞㻜㻝㻡 年 ➨ 㻞㻜 ᅇ䝶ー䝻䝑䝟䝇䝫ー䝒⛉学学 㼅㻵㻭 䝣䜯䜲䝘䝸䝇䝖䠄ཱྀ㢌䠅 

㻞㻜㻝㻢 年 ➨ 㻞 ᅇ㐠ື⛉学ᅜ㝿䝇䜽ー䝹 䝖䝷䝧䝹䜾䝷ン䝖 

䠄◊✲ᴫせ䠅 

 䝠䝖䛿䛹䛾䜘䛖䛻䛧䛶㊊❧ጼໃ䜢ಖᣢ䛧䛶䛔䜛䛾䛛䚸⚄⤒㻙➽㻙㦵᱁䝺䝧䝹䛷䛾ไᚚ䝯䜹䝙䝈䝮䜢

ゎ᫂䛩䜛䛣䛸䛻ྲྀ䜚⤌䜣䛷䛝䛯䚹≉䛻䚸Ᏻᐃ䛺❧ㄢ㢟䜢㐩成䛩䜛䛯䜑䛻䛿㛫Ḟไᚚ䛸䜀䜜䜛ᡓ

␎䜢୰ᯡ䛷⾜䛖䛣䛸䛜ᚲせ䛷䛒䜛䛣䛸䜢䝅䝭䝳䝺ー䝅䝵ン䛻䜘䜚᫂䜙䛛䛻䛧䛯䚹ᚑ᮶䚸䝠䝖䛾㊊❧䛿㐃

⥆ไᚚ䜢๓ᥦ䛻㆟ㄽ䛥䜜䛶䛝䛯䛜䚸㛫Ḟไᚚ䛜㊊❧䛾Ᏻᐃᛶ䞉䝻䝞䝇䝖ᛶ䛾ほⅬ䛛䜙㔜せ䛺ไᚚ

๎䛷䛒䜛䛣䛸䜢ୡ⏺䛷ึ䜑䛶♧䛧䚸⮬↛⛉学䛾学ၥ㡿ᇦ䛻ᙉⅯ䛺䜲ン䝟䜽䝖䜢䜒䛯䜙䛧䛯䚹䛥䜙䛻㏆年䛷

䛿䚸䛣䛾㛫Ḟไᚚ䝯䜹䝙䝈䝮䜢ᐇ㝿䛾❧୰䛾➽άື䛛䜙ᐃ㔞䛧䚸䛣䜜䜎䛷᫂♧䛥䜜䛶䛔䛺䛛䛳䛯❧

୰䛾㠀࿘ᮇ䞉㠀ᐃᖖ䛸䛔䛖」㞧䛺㌟యືᦂ䛸➽άື䛾┤᥋ⓗ㛵ಀᛶ䜢ᐇ㦂ⓗ䛻どぬ䛩䜛䛣䛸䛻成

ຌ䛧䛯䚹䛣䜜䜙ᩘ⌮ⓗᡭἲ䜢⏝䛔䛯䝅䝭䝳䝺ー䝅䝵ン◊✲䛚䜘䜃⏕⌮学ᐇ㦂◊✲䛿䚸ᆅ⌫ᖐ㑏┤ᚋ䛾

Ᏹᐂ㣕⾜ኈ䛾❧ไᚚ䛚䜘䜃䛭䛾ᅇ㐣⛬䛻㛵䛩䜛◊✲䛸䛧䛶䜰䝯䝸䜹⯟✵Ᏹᐂᒁ䠄㻺㻭㻿㻭䠅䛷ᐇ䛥

䜜䜛䛺䛹䚸䝸䝝䝡䝸䝔ー䝅䝵ン䛾⌧ሙ䛻ᑐ䛧䛶❧Ᏻᐃᛶ䜢ホ౯䛩䜛䛯䜑䛾ᇶ♏ⓗ▱ぢ䜢䛘䛯䛸䛔䛖

Ⅼ䛷䜒大䛝䛟㈉⊩䛧䛯䚹䛣䛾㛫Ḟไᚚ๎䛿䛂⎔ቃ䛸䛾┦స⏝䜢䛖䜎䛟䛖䛣䛸䛷㌟య䜢Ᏻᐃ䛩䜛䛃䝇䝖

䝷䝔䝆ー䛷䛒䜚䚸⎔ቃ䜢䛸䛩䜛䛣䛸䛜㌟య䛾Ᏻᐃ䛻䜒ᚲせ䛷䛒䜛䛣䛸䜢♧䛩◊✲成ᯝ䛷䛒䜛䚹⌧ᅾ

䛿䛣䛖䛧䛯⎔ቃ䛾せ⣲䜢㌟యไᚚ䝰䝕䝹䛾୰䛻ᐃ䛧䚸Ṍ⾜䞉㉮⾜䛾㌟య䛾Ᏻᐃ䝯䜹䝙䝈䝮䠄⮬

↛⎔ቃ䛸㌟య䛾┦స⏝䠅䜔ⱁ⾡ືస䛾ไᚚ䝯䜹䝙䝈䝮䞉学⩦䝥䝻セ䝇䠄♫⎔ቃ䛸㌟య䛾┦స⏝䠅

䛾ゎ᫂䛻ྲྀ䜚⤌䜣䛷䛔䜛䚹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 14 － － 15 －



 

 

 

 

 

䛆◊✲⪅部㛛䛇 

ୖ ᜨ⨾Ꮚ 

 

⌧  ⫋䠖 ⤒῭学◊✲⛉ ㅮᖌ 

ᑓ㛛ศ㔝䠖 ⎔ቃ⤒῭学䚸⎔ቃᨻ⟇ 

◊✲䝔ー䝬䠖 Ẽೃኚືୗ䛻䛚䛡䜛ᴗ⾜ື䛸䜲䝜䝧ー䝅䝵ン 

䠄␎ Ṕ䠅 

 ᠕⩏ሿ大学⤒῭学㒊䜢༞ᴗᚋ䚸ᰴᘧ♫᪥❧〇సᡤ䛻ධ♫䛧䚸୰⳹ேẸ共ᅜྥ䛡㧗㏿㕲㐨

䝥䝻䝆䜵䜽䝖➼䛻㛵䜟䜛䚹䛭䛾ᚋ䚸ⱥᅜ䜸䝑䜽䝇䝣䜷ー䝗大学大学㝔䜈␃学䠄ಟኈྕ䠅䚹㻞㻜㻝㻜 年 㻠 月䚸京

都大学大学㝔⤒῭学◊✲⛉༤ኈᚋᮇㄢ⛬䛻進学䛧䚸㻞㻜㻝㻟 年 㻟 月༤ኈྕ䠄⤒῭学䠅ྲྀᚓ䚹᪥ᮏ学⾡

⯆≉ู◊✲ဨ䠄㻞㻜㻝㻝 年 㻠 月䡚㻞㻜㻝㻟 年 㻟 月䠅䚹㻞㻜㻝㻟 年 㻠 月䜘䜚䚸⌧⫋䚹 

 

䠄ཷ㈹Ṕ䠅 

 㻞㻜㻝㻡 年ᗘ ⎔ቃ⤒῭䞉ᨻ⟇学 ዡບ㈹  

 

䠄◊✲ᴫせ䠅 

 䛂⤒῭Ⓨᒎ䛃䛸䛂⎔ቃಖ䛃䛾୧❧䛻䜘䜛䛂ᣢ⥆ྍ⬟䛺Ⓨᒎ䛃䛾ᐇ⌧䛾䛯䜑䛻䛿䛹䛖䛧䛯䜙䜘䛔䛾䛛䚸䛸

䛔䛖大䝔ー䝬䜢᰿ᖿ䛻⨨䛝䚸◊✲䜢⾜䛳䛶䛝䛯䚹≉䛻䚸㏆年䛷䛿䚸Ẽೃኚືୗ䛻䛚䛔䛶㔜せ䛺ᙺ䜢

ᢸ䛳䛶䛔䜛大ᴗ䛜⮬ⓗ䛻⎔ቃᑐᛂ䜢ᐇ䛧䛶䛔䜛䛣䛸䛻ὀ┠䛧䚸Ẽೃኚືၥ㢟䜢ゎỴ䛩䜛䛯䜑䛻

᭷┈䛺᪉⟇䛾୍䛴䛷䛒䜛䜲䝜䝧ー䝅䝵ン䛻䛹䛾䜘䛖䛺ᙳ㡪䜢䛘䛶䛔䜛䛾䛛䚸ศᯒ䜢進䜑䛶䛝䛯䚹᪥ᮏ

ᴗ䚸Ḣᕞᴗ䜢䛭䜜䛮䜜ᑐ㇟䛻䛧䛯」ᩘ䛾ศᯒ⤖ᯝ䜘䜚䚸⮬ⓗ䛻⎔ቃᑐᛂ䠄䠖⎔ቃ䝬䝛䝆䝯ン䝖

䝅䝇䝔䝮䜢♫ෆ䛻ᐃ╔䛥䛫䛶᭦᪂䛧⥆䛡䜛䚸報㛤♧䜢進䜑䜛䚸ᑗ᮶䛾⎔ቃᨻ⟇䛻✚ᴟⓗ䛻ᑐᛂ䛩䜛

䛯䜑䛻♫ෆ䛷ඛ䜣䛨䛶ᡓ␎䜢᳨ウ䛩䜛➼䠅䜢ᐇ䛩䜛ᴗ䜋䛹䚸䜲䝜䝧ー䝅䝵ンάື䛻✚ᴟⓗ䛷䛒䜛䛣

䛸䜢᫂䜙䛛䛻䛧䛯䚹 

䜎䛯䚸䛭䜒䛭䜒ᴗ䛜䛭䛾䜘䛖䛺⮬ⓗ䛺⎔ቃᑐᛂ䜢ᐇ䛩䜛䜲ンセン䝔䜱䝤䛿ఱ䛛䚸ᐇドⓗ䜰䝥䝻

ー䝏䛰䛡䛷䛺䛟䚸⌮ㄽ䜔⤒῭ᐇ㦂䜰䝥䝻ー䝏䛛䜙䜒ศᯒ䜢進䜑䛶䛚䜚䚸ᑗ᮶䛾⎔ቃつไ䛾⬣ጾ䛜⮬

ⓗ䛺⎔ቃᑐᛂ䛾䜲ンセン䝔䜱䝤䜢ᙉ䜑䜛ୖ䛷᭷┈䛺ᙺ䜢ᯝ䛯䛧䛶䛔䜛ྍ⬟ᛶ䛜䛒䜛䛣䛸䜢᫂䜙䛛䛻䛧

䛴䛴䛒䜛䚹 

 䛥䜙䛻䚸䛂ᣢ⥆ྍ⬟䛺Ⓨᒎ䛃䛾ᐇ⌧䛾䛯䜑䛻㔜せ䛸䛺䜛⏕ྍ⬟䜶䝛䝹䜼ー䛻ὀ┠䛧䚸䛭䛾䜲䝜䝧ー

䝅䝵ン䜢ಁ進䛩䜛䛯䜑䛾せᅉ䛻䛴䛔䛶ศᯒ䜢進䜑䛶䛔䜛䚹ᴗഃ䛛䜙䛾ಁ進せᅉ䜢᫂䜙䛛䛻䛩䜛䛣䛸

䛷䚸⏕ྍ⬟䜶䝛䝹䜼ー㛵㐃䜲䝜䝧ー䝅䝵ン䜢ಁ進䛩䜛䛯䜑䛾ᨻ⟇ⓗ䜲ン䝥䝸䜿ー䝅䝵ン䜢ᑟ䛟䛣䛸䜢┠

ᣦ䛧䛶䛔䜛䚹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 15 －



 

ඃ⚽女ᛶ◊✲⪅ዡບ㈹ ཷ㈹⪅␎Ṕ 

 

 

 

 

 

 

 

 

䛆Ꮫ⏕部㛛䛇 

ಙᕝ ஂᐇᏊ 

 

⌧  ⫋䠖 ⌮学◊✲⛉ ༤ኈᚋᮇㄢ⛬ 㻟 年 

ᑓ㛛ศ㔝䠖 Ᏹᐂ≀⌮学 

◊✲䝔ー䝬䠖 㖟Ἑ㠃 㼄 ⥺ᨺᑕ䛾ほ ⓗ◊✲䠖Ᏹᐂ⥺䛾ᐤ䛾Ⓨぢ 

䠄␎ Ṕ䠅 

 㻞㻜㻝㻝 年 㻟 月 京都大学⌮学㒊 ༞ᴗ 

 㻞㻜㻝㻟 年 㻟 月 京都大学大学㝔⌮学◊✲⛉ಟኈㄢ⛬ ಟ 

 㻞㻜㻝㻟 年 㻠 月 ᪥ᮏ学⾡⯆≉ู◊✲ဨ 㻰㻯㻝 

 㻞㻜㻝㻢 年 㻟 月 京都大学大学㝔⌮学◊✲⛉༤ኈᚋᮇㄢ⛬ ಟぢ㎸ 

䠄ཷ㈹Ṕ䠅 

 ➨ 㻞 ᅇ京都大学⌮学◊✲⛉➉⭜㈹ 

䠄◊✲ᴫせ䠅 

 ྍどග䛷ぢ䛘䜛䛂ኳ䛾ᕝ䛃䛿䚸ኳ䛾ᕝ㖟Ἑ䛾┙䛻ἢ䛳䛯ᬯ䛔ᫍ䛾㞟䜎䜚䛷䛒䜛䚹䛂ኳ䛾ᕝ䛃䛿䚸ᐇ䛿

㼄 ⥺䛷䜒㍤䛔䛶䛔䜛䚹䛂㖟Ἑ㠃㼄⥺ᨺᑕ䛃䛸䜀䜜䜛䛣䛾ᨺᑕ䛿䚸ኳ䛾ᕝ㖟Ἑ䛻ఱ䜙䛛䛾㧗䜶䝛䝹䜼ー

⌧㇟䛜‶䛱䛶䛔䜛ドᣐ䛷䛒䜛䚹䛧䛛䛧䛭䛾ṇయ䛿䚸㻡㻜 年๓䛻 㼄 ⥺ኳᩥ学䛜ጞ䜎䛳䛶௨᮶䛾ㅦ䛷䛒䛳

䛯䚹⚾䛿䚸᪥ᮏ䛾 㼄 ⥺ኳᩥ⾨ᫍ䛂䛩䛦䛟䛃䜢⏝䛔䛶ほ 䛧䚸㧗䜶䝛䝹䜼ーⲴ㟁⢏Ꮚ䠄Ᏹᐂ⥺䠅䛜෭䛯䛔

ศᏊ㞼䛻⾪✺䛧䛶 㼄 ⥺䛜⏕䛨䛶䛔䜛䛣䛸䜢✺䛝Ṇ䜑䛯䚹䛣䛾⤖ᯝ䛿䚸㖟Ἑ㠃 㼄 ⥺ᨺᑕ䛻┿䛻ᗈ䛜䛳䛯

成ศ䛜Ꮡᅾ䛩䜛䛣䛸䜢♧䛩ึ䜑䛶䛾ほ ⓗドᣐ䛷䛒䜛䛰䛡䛷䛺䛟䚸㼄 ⥺ほ 䜢⏝䛔䛶Ᏹᐂ⥺䛜 ᐃ䛷

䛝䜛䛣䛸䜢ึ䜑䛶ᐇド䛧䛯䚹ᮏ◊✲䛷 ᐃ䛧䛯Ᏹᐂ⥺䛾㔞䛿䚸ᚑ᮶⪃䛘䜙䜜䛶䛔䛯䜘䜚ᩘ༑ಸከ䛟䚸ᫍ

㛫✵㛫䛾᪤Ꮡ䛾ᖖ㆑䜢そ䛩ྍ⬟ᛶ䛜䛒䜛䚹᪥ᮏ䛿 㻞㻜㻝㻢 年 㻞 月䚸᪂䛧䛔 㼄 ⥺ኳᩥ⾨ᫍ䛂䜂䛸䜏䛃䜢ᡴ

䛱ୖ䛢䛯䚹䛂䜂䛸䜏䛃䛿䛂䛩䛦䛟䛃䛾 㻠 ಸ䛾ᗈど㔝䜢䜒䛴 㼄 ⥺ 㻯㻯㻰 䜢ᦚ㍕䛧䛶䛔䜛䚹⚾䛿䛭䛾㛤Ⓨ䜒⾜䛳

䛶䛝䛯䚹䛣䜜䜢⏝䛔䛶ኳ䛾ᕝ㖟Ἑ䜢䜘䜚ᗈ䛟ほ 䛧䚸Ᏹᐂ⥺䛾⏕成ᶵᵓ䛾ㇺ䜢ゎ᫂䛧䛯䛔䚹 

 

 

－ 16 － － 17 －



ㅮ⩏䞉䝊䝭 

 

䕔䝫䜿䝑䝖䞉䝊䝭䛂䝆䜵ン䝎ー䛸⛉Ꮫ䛃 

ポケット・ゼミ「ジェンダーと科学」では、� 回生を対象にᑡ人ᩘでの講義、ウㄽなどを㏻してジェンダーについての基

♏知㆑や⪃え方を㌟につけました。講ᖌ � 名で �� 回の講義を行いました。 

 

回 講義᪥ Ặ名（ᡤᒓ） ࢸー࣐ 

� � 月 �� ᪥ ఀ⸨ 公㞝（ᩥ学研究科） ࢜リエンࢸーション̿ポケゼミの目的とෆᐜについて 

� � 月 �� ᪥   ࠌ ジェンダーと科学 

� � 月 �� ᪥ 山ෆ ῟（生ែ学研究センター） 性の進化について（�） 

� � 月 �� ᪥   ࠌ    ࠌ    （�） 

� � 月 �� ᪥   ࠌ    ࠌ     （�）  

� � 月 � ᪥ ఀ⸨ 公㞝（ᩥ学研究科） ウㄽと࣡ーク・ショップ 

� � 月 � ᪥ ᯘᬗ子（་学研究科・㞟学的がんデ⒪学・

ᐤ㝃講座）  

་学とジェンダー（�）  

� � 月 �� ᪥   ࠌ ࠌ    ���  

� � 月 �� ᪥     ࠌ         ࠌ    ��� 

�� � 月 �� ᪥ ㏿Ỉ ὒ子（ᮾ༡アジア研究ᡤ） ジェンダーとᩥ化人㢮学 （�） 

�� � 月 � ᪥   ࠌ       ࠌ             （�） 

�� � 月 �� ᪥   ࠌ     ࠌ       （�） 

�� � 月 �� ᪥ ఀ⸨ 公㞝（ᩥ学研究科） まとめ 

ⅆ᭙᪥ � 㝈（�� 時 �� ศ㹼�� 時）、男女共同参画推進センター会㆟ᐊにて 

 
 

䕔Ꮫ共㏻⛉┠䛂䝆䜵ン䝎ーㄽ䛃 

ఀ⸨ 公㞝ඛ生の学共㏻科目「ジェンダーㄽ」では、ジェンダーについてに人ᩥ♫会科学の視点から⪃ᐹすることを

㏻し、ジェンダーにᩄឤな視点を養いました。 

 

－ 17 －



女Ꮚ㧗⏕䞉㌴ᗙ䝣䜷ー䝷䝮 㻞㻜㻝㻡 

 

－ 18 － － 19 －



プࣟࢢラム 

講ᖌ・ࢢループ・会場 

学生スタッフ 

㻝㻜䠖㻜㻜㻙㻝㻜䠖㻟㻜 ி㒔Ꮫ་Ꮫ部➨୍⮫ᗋㅮᇽ ཷ   

㻝㻜䠖㻟㻜㻙㻝㻜䠖㻟㻡 㛤䛾ᣵᣜ ⌮事䞉Ꮫ㛗 ✄ⴥ䜹䝶 

㻝㻜䠖㻟㻡㻙㻝㻜䠖㻡㻡 ி㒔Ꮫ䛾⤂ ⌮事䞉Ꮫ㛗 ᕝῧಙ 

㻝㻜䠖㻡㻡㻙㻝㻝䠖㻝㻜 ධヨ䛻㛵䛩䜛ㄝ᫂ ᩍ⫱推進䞉Ꮫ⏕支援部 ධヨ画課

㻝㻝䠖㻝㻜㻙㻝㻝䠖㻟㻜 女ᛶ◊✲⪅䛾ㅮ₇䛂ኴ㝧◊✲䛾᭱๓⥺䛃 Ᏹᐂ総ྜᏛ◊✲䝴䝙䝑䝖 ὸṌ  

㻝㻝䠖㻟㻜㻙㻝㻟䠖㻜㻜 ఇ᠁  

㻝㻟䠖㻜㻜㻙㻝㻟䠖㻟㻜 ㅮᖌ⤂䞉䜾䝹ー䝥䝽ー䜽䛾ㄝ᫂ 䜶䝛䝹䜼ー⛉Ꮫ◊✲⛉ ᒣᮎⱥႹ 

㻝㻟䠖㻟㻜㻙㻝㻟䠖㻡㻜 ⛣ື䠄ఇ᠁䠅  

㻝㻟䠖㻡㻜㻙㻝㻡䠖㻜㻜 䜾䝹ー䝥䝽ー䜽䛂㌴ᗙ䛻䛺䛳䛶ヰ䛭䛖䛃 

㧗ᰯ⏕䠖ㅮᖌ䞉ி⏕䛸䛾䜾䝹ー䝥䝽ー䜽䚸ಖㆤ⪅䠖ி⏕䛸䛾ὶ 

 

㻝㻡䠖㻜㻜㻙㻝㻡䠖㻞㻜 ⛣ື䠄ఇ᠁䠅  

㻝㻡䠖㻞㻜㻙㻝㻡䠖㻡㻜 䜎䛸䜑 ᩥᏛ◊✲⛉ ఀ⸨බ㞝 

㻝㻡䠖㻡㻜㻙㻝㻢䠖㻜㻜 ఇ᠁  

㻝㻢䠖㻜㻜㻙㻝㻣䠖㻜㻜 ධヨ䛻㛵䛩䜛㉁ᛂ⟅ ᩍ⫱推進䞉Ꮫ⏕支援部 ධヨ画課

G Ặ名 ᡤᒓ 研究ศ㔝 会場 

1 ఀ⸨ 公㞝 ᩥ学研究科 ᩥ化♫会学、㺰㺡㺼㺐㺏研究、㺚㺼㺈㺻㺞㺼㺎ㄽ GᲷ㸰㹄 㺜㺮㺣㺎ᐊCD

 ➉ෆ 㔛Ḣ 教育学研究科 教育♫会学、ᩥ化♫会学、Ṕྐ♫会学  

2 ᮌᮧ ᩔ子 ἲ学研究科 Ẹἲ（とくに家᪘ἲ） Ⱚ⹒別館㸯㹄 ᐊ 

ᮌ元 ᑠⓒྜ ⤒営⟶理研究部 ᆅ盤力学 

3 ᖖ見 ಇ┤ 理学研究科 理学と♫会交流、科学㺘㺮㺋㺤㺗㺎㺚㺌㺻、♫会連ᦠ G Ჷ㸰㹄 㺜㺮㺣㺎ᐊ B 

 ὸ Ṍ Ᏹᐂ総ྜ学研究ࣘニット ኴ㝧㠃⇿発現象（㺪㺸㺏）のほ 的研究、ᏱᐂኳẼ研究 

4 船᭥ ᗣ子 人間・環境学研究科 ここࢁの発㐩 G Ჷ㸰㹄 㺜㺮㺣㺎ᐊ A 

㣤間 㯞⨾ ⓑ┱センター・་学研究科 ᨺᑕ⥺デ᩿学 

5 ௵ 子 ་学研究科 生活⩦័┳護学 G Ჷ㸰㹄 㺜㺮㺣㺎ᐊ A 

6 ▮㔝 育子 ⸆学研究科 ⮫ᗋ⸆学教育 ඛ➃Ჷ 1F ᑠ㺜㺮㺣㺎ᐊ

7 ᮡ㔝 未ዉ ᕤ学研究科 ⪏㟈構㐀ᕤ学 Ⱚ⹒別館㸰㹄 

 山末 ⱥႹ エࢿルࢠー科学研究科 ᮦᩱ科学ཬࡧ⏘業㺒㺘㺹㺚㺼㺎 研修ᐊ㸯 

8 中㇂ 加ዉ ㎰学研究科 ◁㜵学 Ⱚ⹒別館㸰㹄 

 ㉥ᯇ ⨾⣖ ㎰学研究科 ㎰⸆化学（㎰⸆などの人や環境に対するᙳ㡪） 研修ᐊ㸰 

9 ᖭ㔝 ᜤ子 人間・環境学研究科 ᳜≀⣽⬊生≀学、⸴㢮学 Ⱚ⹒別館ᆅ下会㆟ᐊ

G Ặ名 ᡤᒓ G Ặ名 ᡤᒓ G Ặ名 ᡤᒓ 

1 㕥ᮌ ៅ ᩥ学部 4 す尾 ࿘ᮁ ་学部 7 ᯘ ὒ平 ᕤ学部 

 ⏣ᮧ 明᪥㤶 教育学部  向平 ድἋ ་学部  ᮧ⏣ ᨻᘺ ᕤ学部 

2 改᳃ ᐇዉ ἲ学部  ⸨ᕝ リ織 ་学部 8 㤶月 ᩗ ㎰学研究科 

副ᓥ 大知 ⤒῭学部 5 ᓥ 子 ་学部  ᯘᕝ ᬕ大 ㎰学部 

3 ☾⏣ ⌔ዉ子 理学部 6 加⸨ ኟᕫ ⸆学部 9 ᑠᕝ ᓅྐ 総ྜ人間学部（理⣔） 

Ᏻ 㤶 理学部     ఀ⸨ 㤶ዉ 総ྜ人間学部（ᩥ⣔） 
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ி㒔Ꮫ䜢▱䜝䛖 ◊✲⪅䛸ㄒ䜝䛖 

 
㻝㻞 月 㻞㻢 ᪥䠄ᅵ䠅䚸京都大学䛻䛶䛂女Ꮚ㧗⏕䞉㌴ᗙ䝣䜷ー䝷䝮

㻞㻜㻝㻡䛃䜢㛤ദ䛧䜎䛧䛯䚹䛣䛾䝣䜷ー䝷䝮䛿䚸男女共同参画推進

センター䛜୰ᚰ䛸䛺䜚䚸女Ꮚ㧗ᰯ⏕䛻京都大学䛾◊✲⪅䜔⛉

学⪅䛾䜢▱䛳䛶䜒䜙䛚䛖䛸䛔䛖画䛷䚸ᅇ䛷 㻝㻜 ᅇ┠䛾

㛤ദ䛸䛺䜚䜎䛩䚹 

ᒣᮎⱥႹ 男女共同参画推

進センターᗈ報䞉┦ㄯ䞉♫

㐃ᦠᴗ䝽ー䜻ン䜾䜾䝹ー䝥

ᰝ䛾ྖ進⾜䛾䜒䛸䚸✄ⴥ

䜹䝶 ⌮䞉学㛗䜘䜚㛤䛾

ᣵᣜ䛜䛒䜚䜎䛧䛯䚹京都大学

䛜女ᛶ䛾ά㌍䜢推進䛩䜛䛯䜑䛻ྲྀ䜚⤌䜣䛷䛔䜛男女共同参

画䜰䜽䝅䝵ン䝥䝷ン䜔 㼃㻵㻺㻰㻻㼃 ᵓ䛻䛴䛔䛶䛾ㄝ᫂䛜䛒䜚䚸

䜎䛯䚸ヨ㦂ຮᙉ䛻ບ䜐㧗ᰯ⏕䛻ᑐ䛧䚸ᣮᡓ䛧䛯⤖ᯝ䛾ᚋ䛿

ᣮᡓ䛧䛺䛔ᚋ䜘䜚䜒䛿䜛

䛛䛻ᑠ䛥䛔䚸ఱ䛻䜒⮬ಙ

䜢ᣢ䛳䛶ᑐᛂ䛧䛶䜋䛧䛔䛸

⃭ບ䛧䜎䛧䛯䚹᭱ᚋ䛻䚸䛣䛾

㌴ᗙ䝣䜷ー䝷䝮䛜ⓙ䛻䛸䛳

䛶᭷ព⩏䛺䜒䛾䛻䛺䜛䛣䛸䜢

㢪䛔䚸㛤䛾ᣵᣜ䜢⥾䜑䛟

䛟䜚䜎䛧䛯䚹 

ḟ䛻䚸ᕝῧಙ ⌮䞉

学㛗䜘䜚䚸京都大学䛾ᴫ

せ䛻䛴䛔䛶䛾ㄝ᫂䛜䛒䜚䜎

䛧䛯䚹京都大学䛾学㢼䛸䛧

䛶䛂ᑐヰ䜢᰿ᖿ䛸䛧䛯⮬学

⮬⩦䛃䚸䛂⮬⏤䛾学㢼䛃䜢ᣲ

䛢 䚸 京 都 大 学 䛿  ❧ ௨

᮶䚸ே䛸䛾䛴䛺䛜䜚䛾୰䛷学䜆䛜䚸䛒䛟䜎䛷䜒୍ே䛷学䜆䛸䛔䛖

䛣䛸䜢大䛻䛧䛶䛔䜛䛸ㄝ᫂䛜䛒䜚䜎䛧䛯䚹䜎䛯䚸ᅇ䛾䝣䜷ー

䝷䝮䛷䚸⮬ศ䛾ᮏᙜ䛻䜔䜚䛯䛔䛣䛸䛜ᚿᮃ䛧䛶䛔䜛学㒊䛷䛷䛝

䜛䛛䛹䛖䛛☜䛛䜑䛶䜋䛧䛔䛸㏙䜉䜎䛧䛯䚹᭱ᚋ䛻䚸ᒣᴟ⥲㛗䛜

京都大学䜢䛚䜒䜝䛔大学䛸ゝ䜟䜜䛶䛔䜛䛣䛸䛻ᅉ䜏䚸䛚䜒䜝䛔

䛣䛸䜢᥈䛧䛻㠀䛸䜒ᡃ䚻䛾௰㛫䛻䛺䛳䛶䛔䛯䛰䛡䜜䜀᭷㞴

䛔䛸⥾䜑䛟䛟䜚䜎䛧䛯䚹  

⥆䛔䛶䚸ᩍ⫱推進䞉学⏕ᨭ㒊 ධヨ画ㄢ䜘䜚䚸平成 㻞㻤 

年ᗘ学⏕ເ㞟せ㡯䚸平成 㻞㻤 年ᗘ䛛䜙ᐇ䛩䜛≉Ⰽධヨ㑅ᢤ

䛾ᴫせ䛺䛹䚸ධヨ䛻㛵䛩䜛ㄝ᫂䛜䛒䜚䜎䛧䛯䚹 

䛭䛾ᚋ䚸Ᏹᐂ⥲ྜ学◊✲䝴䝙䝑䝖䛾ὸṌ ≉ᐃᩍᤵ䛜

䛂ኴ㝧◊✲䛾᭱๓⥺䛃䛸㢟䛧䚸ㅮ₇䜢⾜䛔䜎䛧䛯䚹 

ὸඛ⏕䛿京都䛻⏕

䜎䜜⫱䛱䚸୰学㧗ᰯ䛿

㐨䛻ᡴ䛱㎸䜣䛷䛔䜎

䛧䛯䛜䚸⌮⛉䛜ዲ䛝䛷₍

↛䛸Ᏹᐂ䛻⯆䛜䛒䛳䛯

䛣䛸䛛䜙䚸Ᏹᐂ䛻䛴䛔䛶

学䜃䛯䛔䛸京都大学⌮

学㒊䜈ධ学䛧䜎䛧䛯䚹ධ学ᚋ䚸ኴ㝧≀⌮学䜢▱䜚ኴ㝧◊✲䜢

ጞ䜑䚸京都大学大学㝔䛻進学䚸༤ኈㄢ⛬⤊ᚋ䚸ᅜ❧ኳᩥ

ྎ䛾ほ ᡤ䛺䛹䜢⤒䛶 㻞㻜㻝㻜 年䛻京都大学䛻╔௵䛧䜎䛧䛯䚹 

京都大学䛿ኴ㝧䜢ほ 䛩䜛䛾䛻㐺䛧䛯ᮃ㐲㙾䜢ᣢ䛳䛶䛚䜚䚸

ኳᩥྎ䛜 㻞 䛴䛒䜚䜎䛩䚹京都ᕷᒣ⛉༊䛻䛒䜛ⰼᒣኳᩥྎ䛷䛿䚸

ඛ⏕⮬㌟䜒ほ 䛧䛯ኴ㝧䛾䝕ータ䜢ゎᯒ䛧ㄽᩥ䛻䛧䛯䛣䛸䛜

䛒䜛䛭䛖䛷䛩䚹䜒䛖䜂䛸䛴䛿䚸ᒱ㜧┴㧗ᒣᕷ䛻䛒䜛㣕㦌ኳᩥྎ

䛷䚸᭱㏆䛿✵Ẽ䛾⎔ቃ䛺䛹䛛䜙ほ 䛾ᣐⅬ䜢䛣䛱䜙䛻⛣䛧䛶

䛚䜚䚸ኴ㝧ᑓ㛛䛾ᮃ㐲㙾䛷᭱ඛ➃䛾◊✲䜢⾜䛳䛶䛔䜛䛸䛾䛣

䛸䛷䛩䚹䛣䛾䜘䛖䛺タഛ䛾䛒䜛京都大学䛿䚸ୡ⏺ⓗ䛻ぢ䛶䜒ኴ

㝧◊✲䜢䛩䜛䛾䛻大ኚᜨ䜎䜜䛶䛔䜛䛸䛾䛣䛸䛷䛩䚹 

ඛ⏕䛿Ᏹᐂ⥲ྜ学◊✲䝴䝙䝑䝖䛻ᅾ⡠䛧䛶䛔䜎䛩䛜䚸䛣䛾

䝴䝙䝑䝖䛿ኳᩥ学䛻ᙉ䛔⌮学䚸Ᏹᐂᕤ学䛻ᙉ䛔ᕤ学䚸Ᏹᐂ

⌮学䜔ே㢮学䛺䛹䛾ேᩥ♫学⣔䜎䛷䚸ᖜᗈ䛔ศ㔝䛜㐃ᦠ

䛩䜛学㝿ⓗ䛺◊✲䝴䝙䝑䝖䛰䛸䛔䛖䛣䛸䛷䛩䚹 

ඛ⏕䛿京都大学䜈ධ学䛩䜛䜎䛷䚸ኴ㝧䛻䛴䛔䛶䛿 㻠㻜㻜 年䜒

䛾◊✲䛾Ṕྐ䛜䛒䜚䚸䛩䛷䛻ఱ䜒䛛䜒ㄪ䜉䛴䛟䛥䜜䛶䛔䜛䜒䛾
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䛰䛸ᛮ䛳䛶䛔䛯䛭䛖䛷䛩䚹䛸䛣䜝䛜䚸京都大学䛻ධ䜚ኴ㝧䛻䛴

䛔䛶䛿䜎䛰䜟䛛䜙䛺䛔䛣䛸䛜䛯䛟䛥䜣䛒䜛䛾䛰䛸▱䜚䚸䜎䛯䚸ኴ

㝧䛾㯮Ⅼ䛾ᫎീ䜢ぢ䛯䛸䛝䛻䛺䜣䛸」㞧䛺䛾䛛䚸䛸䛭䛾䝎䜲䝘

䝭䝑䜽䛥䛻㨩䛫䜙䜜䚸䜒䛳䛸ኴ㝧䛻䛴䛔䛶▱䜚䛯䛔䛸䛔䛖ᛮ䛔䛜

ኴ㝧◊✲䜢ጞ䜑䜛䜂䛸䛴䛾䛝䛳䛛䛡䛸䛺䛳䛯䛭䛖䛷䛩䚹ඛ⏕䛿

䛂䛣䛾䝣䝺䜰䛿⚾䛾大ዲ䛝䛺䝣䝺䜰䛷䛩䚹䛃䛸䛸䛶䜒ᴦ䛧䛭䛖䛻ኴ

㝧䛻䛴䛔䛶ㄝ᫂䜢䛧䛺䛜䜙䚸ほ ⾨ᫍ䛜ᙳ䛧䛯㯮Ⅼ䛾ື画

䜔ኴ㝧䝣䝺䜰䛾ᵝᏊ䜢⤂䛧䚸参ຍ䛧䛯㧗ᰯ⏕䛸ಖㆤ⪅䛿大

ኚ⯆῝䛔ᵝᏊ䛷⪺䛝ධ䛳䛶䛔䜎䛧䛯䚹 

京都大学䛾⌮学㒊䛿ධ䛳䛶䛛䜙⣽䛛䛟⮬ศ䛾ศ㔝䜢㑅䜆

䛭䛖䛷䛩䛜䚸ඛ⏕䛿ධ学ᚋ䚸ኴ㝧◊✲䛻⯆䜢ᣢ䛱䚸Ᏹᐂ≀

⌮学ᩍᐊ䛷ኴ㝧䜢䜔䜚䛯䛔䛸ᛮ䛳䛯䛭䛖䛷䚸ධ学䛧䛶䛛䜙⮬ศ

䛾ศ㔝䜢Ỵ䜑䜛䛸䛔䛖䛾䛜䚸ඛ⏕䛻䛸䛳䛶䛿䜘䛛䛳䛯䛸䛾䛣䛸䛷

䛩䚹Ᏹᐂ≀⌮学ᩍᐊ䛿大ኚேẼ䛾⊃䛝㛛䛰䛸䛔䛖䛣䛸䛷䚸ඛ

⏕䜒䚸䜒䛧ධ䜜䛺䛛䛳䛯ሙྜ䛾䛣䛸䜢⪃䛘䛶䛾ศ㔝䛾ຮᙉ䜒

䛥䜜䛶䛔䛯䛭䛖䛷䛩䚹⤖ᯝ䚸Ᏹᐂ≀⌮学ᩍᐊ䛻ධ䜛䛣䛸䛜䛷䛝䚸

᪥䜎䛷ᴦ䛧䛟ኴ㝧◊✲䜢進䜑䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䛸䛾䛣䛸䛷䛩䚹 

ඛ⏕䛜◊✲⪅䛸䛧䛶ᛮ䛖䛣䛸䛿䚸ኴ㝧䛾⇿Ⓨ⌧㇟䛿≀⌮

ⓗ䛻䛭䛾䝯䜹䝙䝈䝮䛰䛡䛜㠃ⓑ䛔䛾䛷䛿䛺䛔䛸䛔䛖䛣䛸䛷䛩䚹

◊✲䜢進䜑䜛䛖䛱䛻䚸ᐇ䛿䚸ᡃ䚻䛾ᩥ᫂⏕ά䛻䜒ᙳ㡪䜢ཬ䜌

䛧䛶䛔䜛ྍ⬟ᛶ䛜䛒䜛䛸䛔䛖䛣䛸䛜䜟䛛䜚䚸ኴ㝧䛾◊✲䜢✺䛝ワ

䜑䜛䛣䛸䛜⚾䛯䛱䛾⏕ά䛻⧅䛜䛳䛶䛔䜛䚸䛸䛔䛖䛣䛸䛜大ኚ

䜔䜚䛜䛔䛻䛺䛳䛶䛔䜛䛭䛖䛷䛩䚹䜎䛯䚸ඛ⏕䛜ᜨ䜎䜜䛶䛔䜛䛸ᛮ

䛖䛣䛸䛿䚸⥲ྜ大学䛷䛒䜛京都大学䛺䜙䛷䛿䛾ᗈ䛔ศ㔝䜢◊

✲䛷䛝䜛䛸䛔䛖䛣䛸䛰䛭䛖䛷䛩䚹ኴ㝧◊✲䛜ᏱᐂኳẼ䛸䛔䛖ᗈ䛔

ศ㔝䛾୰䛷♫䛻⧅䛜䜚䚸᪂䛧䛔◊✲䜢㏻䛨䛶ศ㔝䛾᪉䛯

䛱䛸⧅䛜䜚䚸共同◊✲䛜䛷䛝䛶䛔䜛䛣䛸䛻ᜨ䜎䜜䛶䛔䜛䛸ឤ䛨䜛

䛸䛾䛣䛸䛷䛩䚹 

ఇ᠁ᚋ䚸ㅮᖌ䛾⤂䚸䜾䝹ー䝥䝽ー䜽䛾ㄝ᫂䛜䛒䜚䚸䛭

䛾ᚋ䚸㧗ᰯ⏕䛿ᕼᮃ学㒊ู䛻䜾䝹ー䝥ሙ䜈⛣ື䛧䚸䜾䝹

ー䝥䝽ー䜽䜢⾜䛔䜎䛧䛯䚹䜾䝹ー䝥䝽ー䜽䛷䛿䚸ㅮᖌ䛸学⏕䝇

タ䝑䝣䛜◊✲⪅䛾䜔◊✲ศ㔝䚸学㒊㑅ᢥ䜔学⏕⏕ά䚸

ᑵ⫋䛺䛹䛻䛴䛔䛶㧗ᰯ⏕䛾㉁ၥ䜢䜒䛸䛻⮬㌟䛾⤒㦂䜢䛘䛶

ヰ䛧䚸Ẽ䛒䛔䛒䛔

䛸䛧䛯㞺ᅖẼ䛾୰䚸

⾜䜟䜜䜎䛧䛯䚹䛭䛾

㛫䚸ಖㆤ⪅䛿✄ⴥ

⌮䛾ᣵᣜ䛾ᚋ䚸京

大⏕䛸䛾ὶ䛻

参ຍ䛧䜎䛧䛯䚹 

䜾䝹ー䝥䝽ー䜽⤊ᚋ䛿䜃ဨ䛷㞟䜎䜚䚸䜎䛸䜑䛾䜢

⾜䛔䜎䛧䛯䚹ఀ⸨බ㞝 男女共同参画推進ᮏ㒊ᨭᐊ㛗䛾ྖ

䛷䚸䜾䝹ー䝥䝽ー䜽䛷⪺䛟䛣䛸䛜䛷䛝䛺䛛䛳䛯学㒊䜢㉸䛘䛯

㉁ၥ䛺䛹䛻ㅮᖌ䛜⟅䛘䜎䛧䛯䚹䛂⥲ྜே㛫学㒊䛿䛹䜣䛺䛣䛸䜢

䛩䜛䛾䛷䛩䛛䛃䛂ᩍ⫱学㒊䚸⥲ྜே㛫学㒊䚸ᩥ学㒊䛾ᚰ⌮学

䛿ఱ䛜㐪䛖䛾䛷䛩䛛䚹䛃䛂ලయⓗ䛺ᑵ⫋ඛ䛿䛹䛣䛷䛩䛛䚹䛃䛂ᑓ

ᨷ䛿䛔䛴㡭Ỵ䜑䜎䛩䛛䚹䛃䛂㻺㻭㻿㻭 䜔 㻶㻭㼄㻭 䛷ാ䛟䛻䛿⌮学

㒊䛾≀⌮学䛷䛧䛛学䜉䜎䛫䜣䛛䚹䛃䛺䛹䛯䛟䛥䜣䛾㉁ၥ䛜䛒䜚䚸

䛭䜜䛮䜜䛾ศ㔝䛾ㅮᖌ䛜ᅇ⟅䛧䜎䛧䛯䚹䜎䛯䚸㉁ၥ䛾ከ䛛䛳

䛯女ᛶ◊✲⪅䛸䛧䛶䛾❧ሙ䜔␃学䛻䛴䛔䛶䜒䚸䛭䜜䛮䜜䛾ㅮ

ᖌ䛾⤒㦂䜔ពぢ䜢ㄒ䛳䛶䜒

䜙䛔䜎䛧䛯䚹᭱ᚋ䛻䚸女ᛶ◊

✲⪅ᨭ䛾䛯䜑䛻男女共

同参画推進センター䛷⾜䛳

䛶䛔䜛ྲྀ䜚⤌䜏䜢⤂䛧䚸

ᚋ䜒ᨭ䛩䜛యไ䜢ᐇ䛥

䛫䚸ⓙ䛥䜣䛾ධ学䜢ᚅ䛳䛶䛔䜎䛩䛸⥾䜑䛟䛟䜚䜎䛧䛯䚹 

䛭䛾ᚋ䚸ධヨ画ㄢ䜘䜚ධヨ䛻㛵䛩䜛㉁ᛂ⟅䜢⾜䛔䚸䝥

䝻䜾䝷䝮䜢⤊䛧䜎䛧䛯䚹 
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䜾䝹ー䝥䝽ー䜽䛾ᵝᏊ 
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 参加者アンケートよりڦ
参ຍ䛧䛯㧗ᰯ⏕䛜䛂㌴ᗙ䝣䜷ー䝷䝮䛃䜢▱䛳䛯䛝

䛳䛛䛡䛿䚸㻠㻞䠂䛜䛂䝫䝇ター䛃䚸㻞㻢䠂䛜䛂学ᰯ䛾

ඛ⏕䛃䚸㻝㻡䠂䛜䛂京都大学䛾 㻴㻼䛃䛸ᅇ⟅䛧䛶䛔䜎

䛩䚹 

 
 
 
 

 

 

 

参ຍ䛾ືᶵ䛷䛿䚸䛂京大䛾✵Ẽ䜢య㦂䛧䛶䜏

䛯䛔䛃䛜䚸㻢㻟䠂䚸䛂◊✲⪅䞉ᑓ㛛⫋䛾䛻䛴䛔

䛶▱䜚䛯䛔䛃䛜䚸㻡㻞䠂䛸ከ䛔䚹⥆䛔䛶䛂大学䛾ᩍ

ဨ䛸┤䛻ㄒ䜚ྜ䛳䛶䜏䛯䛔䛃䠄㻠㻜䠂䠅䛸䛺䛳䛶䛔䜎

䛩䚹 

 
 
 
 
 

 

 

䜾䝹ー䝥䝽ー䜽䛻䛴䛔䛶䛿䚸䛂ㅮᖌ䞉京大⏕䛾ヰ䛜

⪺䛡䛶Ⰻ䛛䛳䛯䛃䠄㻣㻟䠂䠅䛸䛔䛖ឤ䛜᭱䜒ከ䛟䚸⥆䛔

䛶䚸䛂学㒊䚸進㊰㑅ᢥ䛾参⪃䛻䛺䛳䛯䛃䠄㻟㻞䠂䠅䚸䛂京大

䛾䛣䛸䛜Ⰻ䛟䜟䛛䛳䛯䛃䠄㻝㻢䠂䠅䚸䛂䛾㧗ᰯ⏕䛾ヰ䛜⪺

䛡䛶Ⰻ䛛䛳䛯䛃䠄㻝㻡䠂䠅䛸䛺䛳䛶䛔䜎䛩䚹 

 
 
 
 

 

 

 

 

䝣䜷ー䝷䝮య䛻㛵䛧䛶䛿䚸ᐇ䛧䛯㛫䜢㐣䛤䛫䛯䚸య䛾䜎䛸䜑䛾㝿䛻䛾学㒊䜔女ᛶ◊✲⪅䛻䛴䛔䛶▱䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚸◊✲⫋䛻䛴䛝

䛯䛔䛸䛔䛖䛔䛜୍ᒙᙉ䛟䛺䜚䜎䛧䛯䛸䛔䛖ឤ䛜ᐤ䛫䜙䜜䜎䛧䛯䚹䜎䛯䚸䜾䝹ー䝥䝽ー䜽䛾㛫䜢ቑ䜔䛧䛶䜋䛧䛔䚸㞟䜎䛳䛯⏕ᚐ同ኈ䛷䜒ヰ䛩

ᶵ䛜䛒䜜䜀䛸䛔䛖ពぢ䜒䛒䜚䜎䛧䛯䚹 

 
 

13%

10%

9%

2%

2%

0%

0% 5% 10% 15%

ி㒔ᏛHP

㧗ᰯ䛛䜙

䛭䛾

センター䛾HP

ධヨㄝ᫂

人䞉▱人

㌴ᗙ䝣䜷ー䝷䝮䜢▱䛳䛯䛝䛳䛛䛡䠄」ᩘᅇ⟅䠅

63%

52%

40%

16%

15%

12%

0% 20% 40% 60% 80%

ி㒔Ꮫ䛾✵Ẽ䜢体㦂䛧䛶䜏䛯䛔

◊✲⪅䞉ᑓ㛛⫋䛾事䛻䛴䛔䛶▱䜚

䛯䛔

Ꮫ䛾ᩍဨ䛸┤䛻ㄒ䜚ྜ䛳䛶䜏䛯䛔

䛭䛾

ᑓ㛛⫋䛻ᑵ䛟䛯䜑䛾ᚲせ䛺䜻䝱䝸䜰

䜰䝑䝥䛻䛴䛔䛶▱䜚䛯䛔

女ᛶ◊✲⪅䛾支援体制䛻䛴䛔䛶▱

䜚䛯䛔

参ຍ䛾ືᶵ䠄」ᩘᅇ⟅䠅

ㅮᖌ䞉ி⏕

䛾ヰ䛜⪺䛡䛶

Ⰻ䛛䛳䛯
73%Ꮫ部䞉進㊰㑅

ᢥ䛾参⪃䛻

䛺䛳䛯
32%

ி䛾䛣䛸䛜

Ⰻ䛟䜟䛛䛳䛯
16%

䛾㧗ᰯ⏕䛾

ヰ䛜⪺䛡䛶Ⰻ

䛛䛳䛯
15%

䛭䛾
10%

䜒䛳䛸ෆᐜ䛾

⃰䛔ヰ䜢䛧䛯

䛛䛳䛯
0%

䜾䝹ー䝥䝽ー䜽䛻䛴䛔䛶䠄」ᩘᅇ⟅䠅
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 保護者アンケートڦ

ಖㆤ⪅䛜䛂㌴ᗙ䝣䜷ー䝷䝮䛃䜢▱䛳䛯䛝䛳䛛䛡

䛿䚸䛂京都大学䝩ー䝮䝨ー䝆䛃䠄㻝㻟䠂䠅䚸䛂㧗ᰯ䛛

䜙䛃䠄㻝㻜䠂䠅䚸䛂䛭䛾䛃䠄㻥䠂䠅䛸䛺䛳䛶䛔䜎䛩䚹 
 
 

 
 

 

 

 

参ຍ䛾ືᶵ䛷䛿䚸䛂Ꮚ䛹䜒䛜京大進学䜢ᕼ

ᮃ䛃䠄㻞㻟䠂䠅䚸䛂Ꮚ䛹䜒䛜参ຍ䜢ᕼᮃ䛃䠄㻞㻜䠂䠅䚸䛂

報㞟䠄㻝㻥䠂䠅䛸䛺䛳䛶䛚䜚䚸䛂㐲᪉䛾䛯䜑ῧ

䛔䛃䠄㻝㻥䠂䠅䛸䛔䛖ᅇ⟅䜒ከ䛟ᐤ䛫䜙䜜䜎䛧䛯䚹 

 
 
 
 
 
 
 

 

ಖㆤ⪅ྥ䛡画䛂京大⏕䛸ಖㆤ⪅䛾ὶ䛃䛻䛴䛔䛶

䛿䚸㻤㻞䠂䛜䛂Ⰻ䛔䛃䛸ᅇ⟅䛧䜎䛧䛯䛜䚸䛂ᨵၿ䜢ᕼᮃ䛃

䠄㻝㻝䠂䠅䜒䛒䜚䜎䛧䛯䚹ᨵၿᕼᮃⅬ䛸䛧䛶䛿䚸ὶ㛫䛜▷

䛔䚸䛔䛟䛴䛛ヰ䛩ෆᐜ䜢䛒䜙䛛䛨䜑ᩘⅬỴ䜑䛶ⓙ䛻ヰ䛧

䛶䜒䜙䛖䛸学㒊㛫䛾ẚ㍑䜒ฟ᮶䜛䛺䛹䛾ពぢ䛜ᐤ䛫䜙䜜䜎

䛧䛯䚹 

 

 

 

 

 

 

 

䝣䜷ー䝷䝮య䛻㛵䛩䜛ឤ䛷䛿䚸京都大学䛾㨩ຊ䛜ศ䛛䛳䛯䚸ඛ⏕᪉䛾䛚ヰ䛻ឤື䛧䛯䚸ຮᙉἲ䜔進㊰㑅ᢥ䛾参⪃䛻䛺䛳䛯䚸学⏕䛛䜙⏕

䛾ኌ䛜䛝䛡䛯䛣䛸䛜Ⰻ䛛䛳䛯䛸䛔䛖ឤ䛜ከ䛟ᐤ䛫䜙䜜䜎䛧䛯䚹䜎䛯䚸୍⯡ⓗ䛻䜘䛟䛒䜛ㄝ᫂䛸䛿㐪䛔䚸㌴ᗙ䛾ྡ䛾䛸䛚䜚䚸㛫䜢䛛䛡䛶ඛ⏕

᪉䛸䛚ヰ䛥䛫䛶䛔䛯䛰䛡䜛ᶵ䛿㈗㔜䛷䛒䜛䛸䛔䛖ពぢ䜒䛒䜚䜎䛧䛯䚹 

Ⰻ䛔
82%

ᬑ㏻
7%

ᨵၿ䜢ᕼᮃ
11%

䛂ி⏕䛸䛾ὶ䛃䛻䛴䛔䛶

23%

20%

19%

19%

12%

12%

3%

3%

1%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

Ꮚ䛹䜒䛜ி進Ꮫ䜢ᕼᮃ

Ꮚ䛹䜒䛜参ຍ䜢ᕼᮃ

ሗ㞟

㐲᪉䛾䛯䜑ῧ䛔

◊✲⫋䛻⯆

◊✲⎔ቃ

ಖㆤ⪅䛾ᕼᮃ

䛭䛾

ḟୡ௦⫱ᡂ䛾画䛻䈈

参ຍ䛾ືᶵ䠄」ᩘᅇ⟅䠅

13%

10%

9%

2%

2%

0%

0% 5% 10% 15%

ி㒔ᏛHP

㧗ᰯ䛛䜙

䛭䛾

センター䛾HP

ධヨㄝ᫂

人䞉▱人

㌴ᗙ䝣䜷ー䝷䝮䜢▱䛳䛯䛝䛳䛛䛡䠄」ᩘᅇ⟅䠅
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➨ 㻝㻜 ᅇ女Ꮚ୰㧗⏕䛾䛯䜑䛾㛵す⛉Ꮫሿ 

独立行政法人科学技術振興機構
女子中高生の理系進路選択支援プログラム

http://kagaku-juku.jp/

参加者募集！2015 年

6/22 必着部分参加も OK!

第 10 回
女子中高生のための
関西科学塾
理系大好き女子はもちろん、文・理の進路で迷っている人も大歓迎！好きなプログラムを選んで申し込みを。

            2015 年 7月 26日（日）
           12:00-17:00
開校式。大学や企業の研究者、
科学塾 OG の大学院生などによる講演会、
大学院生や大学生との交流会など。
in 神戸大学
身近なロールモデルと気軽に話そう！

          2015 年 8月 3日（月）
         13:30－17:15
練習船「深江丸」で体験クルージング。
船を使った実験の解説、
海事科学部の女子大生との交流など。
in 神戸大学
大海原に飛び出そう！

          2015 年 10月 18日（日）
　　　午後
実験（実験テーマは裏面参照）
in 大阪大学（高校生）、奈良女子大学（中学生）
大学での実験を体験！

          2015 年 11月 15日（日）
　　　午後
実験（実験テーマは裏面参照）
in 京都大学（高校生）、大阪府立大学（中学生）
大学での実験を体験！

          2016 年 1月 10日（日）
　　　午後        　　　
コンピュータシミュレーションによる
3 次元可視化システム見学会、研究者との交流など。
 in 神戸大学 計算科学教育センター （ポートアイランド）
計算科学技術の世界って！

         2016 年 3月 20日（日）21日（月祝）
       
実験から、結果の整理、考察、発表準備、発表まで。
1 泊 2 日の充実の 2 日間。閉校式もあります。
in 神戸大学、神戸しあわせの村
実験の背景にある原理現象を理解！

A

E

D

B

C

F

　こんなに本格的な実験は初めて ( 高 2）。やっぱり理系はかっこいい！（中 1）。
細胞がきれいで感動した（高 2）。学校では絶対にできない実験ばかり（高 2）。不思議に思
うことにたくさん出会えた（高 1）。最先端の理科を学ぶことができて幸せ（高 2）。見たこ
とも使ったこともない実験装置がいっぱいで興奮した（高 2）。議論･発
表準備･発表とこれほど本格的なことは初めて（高 2）。先輩方の話はとても
刺激的で将来あんなふうになりたいと思った（高 1）。理系には色々な種類
があると知ってびっくり（中 1）。大学の様子などがよくわかった（中 2）。
自分の将来へのヒントが見つかった（中 3）。
具体的なおもしろい話が聞けてよかった（中 2）。同じく
らいの年の人がどのように考えているかが色々わかった
ので役に立った（中 3）。（過去のアンケートより）

分子生命科学の准教授、
　企業の研究者、
素粒子物理学の大学院生
　　　　　　　　など

申込締切　2015年 6月 22日（月）必着
定員：１２０名
保護者･引率教員：参加可能。Ｂでは別メニュー（懇親会も予定）
参加費：A ～ E は無料
　　　　F のみ 5000 円（宿泊･食費など）
●参加者確定後、日程や場所の詳細をご連絡します。

主催：神戸大学
共催：大阪大学男女共同参画推進オフィス、奈良女子大学男女共同参画推進機構、奈良
　　　女子大学理系女性教育開発共同機構、京都大学男女共同参画推進センター、京都
　　　大学大学院理学研究科、大阪府立大学、一般社団法人日本物理学会

協力：男女共同参画学協会連絡会、日本分子生物学会、日本遺伝学会、日本鉄鋼協会、日本金属学会
後援：兵庫県教育委員会など申請中
* 本事業は独立行政法人科学技術振興機構 女子中高生の理系進路選択支援プログラムの受託事業です

参加申し込みと問い合わせ　
ホームページ、メール、郵送にて受け付けます。
E-mail: kagakujuku2015@org.kobe-u.ac.jp 
URL: http://kagaku-juku.jp/
〒657-8501 神戸市灘区六甲台町 1-1
　国立大学法人 神戸大学  男女共同参画推進室内
　第 10 回女子中高生のための関西科学塾事務局
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女Ꮚ୰㧗⏕䛾䛯䜑䛾㛵す⛉Ꮫሿ 

㻶㻿㼀 女Ꮚ୰㧗⏕䛾⌮⣔進㊰㑅ᢥ支援䝥䝻䜾䝷䝮 

 

女Ꮚ୰㧗⏕䛾䛯䜑䛾㛵す⛉学ሿ䛿䚸⛉学ᢏ⾡⯆ᶵᵓ䠄㻶㻿㼀䠅䛾䛂女Ꮚ୰㧗⏕䛾⌮⣔進㊰㑅ᢥᨭ䝥䝻䜾䝷䝮䛃䛾୍⎔䛸䛧䛶䚸

㛵す䛾大学䛜ᥦᦠ䛧䚸女Ꮚ୰㧗⏕䜢ᑐ㇟䛻ㅮ₇䜔ᐇ㦂䛺䛹䜢⾜䛖画䛷䛩䚹➨ 㻝㻜 ᅇ┠䛸䛺䜛ᅇ䛿䚸⚄ᡞ大学䛜୰ᚰ䛸䛺䜚䚸

⚄ᡞ大学䚸大㜰大学䚸大㜰ᗓ❧大学䚸ዉⰋ女Ꮚ大学䚸京都大学䛺䛹䛷㛤ദ䛥䜜䜎䛧䛯䚹 

京都大学䛷䛿䚸㻝㻝 月 㻝㻡 ᪥䠄᪥䠅䛻㧗ᰯ⏕ 㻣㻥 ྡ䚸同క⪅ 㻥 ྡ䛾参ຍ䛾䜒䛸䚸ᵝ䚻䛺ᐇ㦂ㅮᗙ䛜㛤ദ䛥䜜䜎䛧䛯䚹 

 

 
 京都大学でのᐇ㦂一ぴڦ

 部ᒁ 講ᖌ ࣐ーࢸ 

1 目にみえないᨺᑕ⥺を る 理学研究科 ᕝ⏿㈗⿱ 

2 DNA･タンࣃク㉁㸯ศ子をᐇ㝿に見てみよう！ ≀㉁㸫⣽⬊⤫ྜシスࢸムᣐ点 ཎ⏣ᜨ 

3 DNA とはなにか㸫DNA に関する基♏ᐇ㦂 理学研究科 ᮔᫎ 

4 カ࢜ス・フラクタルの世⏺を知る ሗ学研究科 ᐑᓮ修次 

5 にࡌいࢁを見よう 理学研究科 㤿場ṇ 

6 ᆅ下を“᥀らず”に᥈ってみよう！ ᕤ学研究科 後⸨ᛅᚨ 

7 高 ㉸ఏᑟの思㆟ 理学研究科 ྜྷᮧ一Ⰻ 

8 ⏿のᅵを調る ㎰学研究科 間⸨ᚭ・ⴠྜஂ⨾子 

9 あれっ！こんなとこࢁにも᰾が？！！  

㹼DNA に㉳こった␗ᖖをほᐹしよう㹼 

理学研究科 ⛅山（ᙇ）⛅ᱵ 
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ฟ๓ㅮ⩏ 

 
㻠 月 㻞㻡 ᪥䠄ᅵ䠅京都女Ꮚ㧗➼学ᰯ䛾䛂大学進㊰ㅮ₇䛃䛻䛶䚸学㝿⼥ྜᩍ⫱◊✲推進センター ὸ Ṍ ≉ᐃᩍᤵ䛜䛂ẕ䛺

䜛ᫍ䛄ኴ㝧䛅䛸Ᏹᐂ䛾ኳẼ䛃䛸㢟䛧䚸ฟ๓ㅮ⩏䜢⾜䛔䜎䛧䛯䚹 

ኳᩥྎ䛷ᙳ䛧䛯ኴ㝧䛾⾲㠃䛾┿䜔ື画䚸ゎᯒ⤖ᯝ䛺䛹䜢⏝䛧䚸ኴ㝧䝣䝺䜰䛾䛘䜛ᙳ㡪䜔ᏱᐂኳẼண報䛻䛴䛔䛶ㅮ⩏

䜢⾜䛔䚸ㅮ⩏ᚋ䛿学⏕䜔ಖㆤ⪅䛾᪉䛛䜙䛯䛟䛥䜣䛾㉁ၥ䛜ᐤ䛫䜙䜜䜎䛧䛯䚹 

 

 
 
 㻞 月 㻝㻞 ᪥䠄㔠䠅㈡་⛉大学䛻䛶男女共同参画推進䛾䛯䜑䛾ㅮ₇䛜㛤ദ䛥䜜䚸⌮䞉学㛗 男女共同参画推進センター

㛗䞉⏕⛉学◊✲⛉ᩍᤵ䛾✄ⴥ䜹䝶ඛ⏕䛜䛂男女共同参画䛾⌧≧䛸ㄢ㢟䡚女ᛶ◊✲⪅ᨭ䜢㏻䛨䛶䡚䛃䜢䝔ー䝬䛻ㅮ₇䜢⾜䛔䜎

䛧䛯䚹 

 

 

㻟 月 㻝㻝 ᪥䠄㔠䠅京都ᗓ❧㧗➼学ᰯ䛷䛾≉ูㅮ⩏䜢⾜䛔䜎䛧䛯䚹ㅮᖌ䛿䚸⌮䞉学㛗 男女共同参画推進センター㛗䞉⏕

⛉学◊✲⛉ᩍᤵ䛾✄ⴥ䜹䝶ඛ⏕䛷䚸䝔ー䝬䛿䛂䇿ච䇿᪉䠛 䛭䜜䛸䜒 ᩛ䠛 䇿䛃䛷䛩䚹 

┿ ┿ 
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Ꮚ䛂ᮍ᮶䛻⧅䛜䜛㟷䛔䝸䝪ン䛾䜶䝖セ䝖䝷䛃 
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京都大学たちばな賞（優秀女性研究者賞）表彰式

左から、山極総長、志達氏、
内田特定准教授、安原社長

左から、稲葉理事、浅井特定准教授、大澤講師、
内田特定准教授、志達氏、杉万理事

左から、山極総長、大澤講師、
浅井特定准教授、安原社長

たちばな賞（優秀女性研究者賞）

部門 氏　名 所属・身分（受賞時） 研究テーマ

学 生
部 門 志達 めぐみ 理学研究科

博士課程 3 年 ブラックホールの観測的研究

研究者
部　門 内田 由紀子 こころの未来研究センター

特定准教授
文化と幸福：日本における関係志向的
幸福についての文化心理学的実証研究

優秀女性研究者奨励賞

部門 氏　名 所属・身分（受賞時） 研究テーマ

研究者
部　門

大澤 志津江 生命科学研究科
講師

細胞間コミュニケーションを介した組
織成長制御の遺伝的基盤

浅井 歩 宇宙総合学研究ユニット
特定准教授

太陽面爆発の観測的研究とそれに基づ
く宇宙天気研究の推進

若手の女性研究者の優れた成果を讃える制度である、
京都大学たちばな賞（優秀女性研究者賞）の第 7 回表
彰式が、3 月 3 日（火）、京都大学 楽友会館 2 階会議・
講演室にて開催されました。

はじめに、選考委員長の稲葉 カヨ理事より開会の挨
拶がありました。

続いて、たちばな賞 学生部門受賞者の志達 めぐみ氏
（理学研究科 博士課程 3 年）、研究者部門受賞者の内
田 由紀子氏（こころの未来研究センター 特定准教授）
に、山極 壽一総長よりそれぞれ表彰状と記念楯が授与
され、株式会社ワコールの安原 弘展代表取締役社長か
ら、副賞の「ワコール賞」が授与されました。

次に、優秀女性研究者奨励賞 研究者部門受賞者の大
澤 志津江氏（生命科学研究科 講師）、浅井 歩氏（宇宙
総合学研究ユニット 特定准教授）に、山極総長より表
彰状が、安原社長より副賞が授与されました。

その後、山極総長、安原社長から受賞者へ祝辞が述べ
られました。

表彰の後、たちばな賞受賞者の志達氏、内田氏が研究
発表を行いました。

最後に、杉万 俊夫理事による閉会の挨拶があり、表
彰式は盛会のうちに幕を閉じました。
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日
時
：
2
0
1
5
年
3
月
3
日（
火
）

　午前
　
時
〜
　
時

場
所
：
京
都
大
学
楽
友
会
館
　2階
会
議・講
演
室

お問い合わせ先：総務部人事課男女共同参画推進掛　電話 075－753－2284
　　　　　　　　URL:http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/female

「　
　
　
　
　
　
」表
彰
式

学 生 部 門　
志達 めぐみ
（理学研究科　博士課程3年）
「ブラックホールの観測的研究」

研究者部門　
内田 由紀子
（こころの未来研究センター　特定准教授）
「文化と幸福：日本における関係志向的幸福に
ついての文化心理学的実証研究」

プログラム
　１０：００～１０：０５　開会の挨拶　稲葉　カヨ（京都大学理事）
　１０：０５～１０：１５　表彰式・ワコール賞贈呈
　１０：１５～１０：２５　総長挨拶
　１０：２５～１０：３５　来賓祝辞　　安 原 弘 展（株式会社ワコール代表取締役社長）
　１０：３５～１０：４５　研究発表１　【学 生 部 門】　志達　めぐみ
　１０：４５～１０：５５　研究発表２　【研究者部門】　内田　由紀子
　１０：５５～１１：００　閉会の挨拶　杉 万 俊 夫（京都大学理事）
表彰式は、山極総長より、表彰状と記念楯が授与されます。
副賞として、㈱ワコール 安原代表取締役社長より、ワコール賞が授与されます。
表彰式のあと、たちばな賞受賞者による研究発表を行います。

今出川通

丸太町通

東一条通

近衛通

川
端
通 東

大
路
通

出
町
柳

神
宮
丸
太
町

京都大学本部構内

稲盛財団記念館

京
阪
鴨
東
線

京都大学
楽友会館

11

10

優秀女性研究者賞　受賞者

研究者部門　
大澤　志津江（生命科学研究科）
浅井　歩（宇宙総合学研究ユニット）

優秀女性研究者奨励賞　受賞者

京
都
大
学

京
都
大
学
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伊藤 公雄教授の全学共通科目「ジェンダー論」が開
講しました。ジェンダーについて、主に人文社会科学の

視点から考察することを通して、ジェンダーに敏感な視
点を養うことを目指します。

平成 27 年度のポケット・ゼミ（前期）「ジェンダー
と科学」が開講しました。1 回生を対象に、少人数での
講義、討論などを通して、ジェンダーについての基礎知

識や考え方を身につけます。講師 4 名で全 13 回の講義
を予定しています。

平成 27年度　ポケット・ゼミ（前期）「ジェンダーと科学」講師・テーマ一覧

講　師 テーマ

伊藤 公雄（文学研究科 教授） オリエンテーション―ポケゼミの目的と内容について　
ジェンダーと科学
討論とワーク・ショップ
まとめ

山内 　淳（生態学研究センター 教授） 性の進化について

林　 晶子（医学研究科 特定准教授）　 医学とジェンダー

速水 洋子（東南アジア研究所 教授） ジェンダーと文化人類学

■時間：火曜日　 5 限（ 16 時 30 分～ 18 時）
■場所：男女共同参画推進センター　会議室
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伊藤 公雄教授の全学共通科目「ジェンダー論」が開
講しました。ジェンダーについて、主に人文社会科学の

視点から考察することを通して、ジェンダーに敏感な視
点を養うことを目指します。

平成 27 年度のポケット・ゼミ（前期）「ジェンダー
と科学」が開講しました。1 回生を対象に、少人数での
講義、討論などを通して、ジェンダーについての基礎知

識や考え方を身につけます。講師 4 名で全 13 回の講義
を予定しています。

平成 27年度　ポケット・ゼミ（前期）「ジェンダーと科学」講師・テーマ一覧

講　師 テーマ

伊藤 公雄（文学研究科 教授） オリエンテーション―ポケゼミの目的と内容について　
ジェンダーと科学
討論とワーク・ショップ
まとめ

山内 　淳（生態学研究センター 教授） 性の進化について

林　 晶子（医学研究科 特定准教授）　 医学とジェンダー

速水 洋子（東南アジア研究所 教授） ジェンダーと文化人類学

■時間：火曜日　 5 限（ 16 時 30 分～ 18 時）
■場所：男女共同参画推進センター　会議室

Page  2

ȝǱȃȈȷǼȟžǸǧȳȀȸƱᅹ学ſᜒ

μ学σᡫᅹႸ（Э）žǸǧȳȀȸᛯſᜒ

4 月 25 日（土）京都女子高等学校の「大学進路講演
会」にて、京都大学 学際融合教育研究推進センター 浅
井 歩 特定准教授が「母なる星『太陽』と宇宙の天気」
と題し、出前講義を行いました。

天文台で撮影した太陽の表面の写真や動画、解析結果
などを使用し、太陽フレアの与える影響や宇宙天気予報
について講義を行い、講義後は、学生や保護者の方から
たくさんの質問が寄せられました。

京都大学を目指す学生に向けて、さまざまな学問分野
で活躍する本大学の女性研究者を紹介する冊子「未来に
繋がる青いリボンのエトセトラ」の Vol. 2 を発行しまし
た。研究テーマを選んだきっかけや、研究の面白み、研
究する上で大切にしていることなど、それぞれの研究者
の考えや想いが詰まっています。

男女共同参画推進センターにて冊子を配布しておりま
すので、ご入用の方はセンターまでご連絡ください。ま
た、ホームページから PDF 版をダウンロードできます。

男女共同参画推進センター 
　メールアドレス : w-shien@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
　Web: http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp

Page  3
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5 月 9 日（土）芝蘭会館（稲盛ホール）にて、日仏
討論会「労働市場における男女間の不平等　袋小路から
抜け出るには？」を開催しました。

この討論会は、「男女間の不平等との闘い 袋小路を抜
け出すためのイニシアティブとは？」をテーマに、在日
フランス大使館／アンス
ティチュ・フランセ日
本、上智学院男女共同参
画推進室、京都大学が共
同で開催した討論会のひ
とつです。

竹村 登茂子氏（読売
新聞）の司会進行で、は
じめに、稲葉 カヨ理事
より、この討論会がフラ
ンスと日本のジェンダー
平等をさらに加速、促進
することを祈念して開会
の辞が述べられました。

続いて、パネリストのフランソワーズ・ミレウスキ氏
（パリ政治学院教授）、橘木 俊詔氏（京都大学名誉教
授）、小酒部 さやか氏（マタハラ Net 代表）、小笠
原 隆裕氏（アクサ生命保険株式会社 執行役）、ダニエ
ル・ブスケ氏（フランス男女平等推進委員会長）が各々
のテーマに沿って冒頭発
表の後、日本で女性が働
く上での問題点や、それ
に対するフランスの現状
などについて意見交換を
し、今後日本が進むべき
道筋について議論しまし
た。

最後に、横山 美夏教
授による総括の辞で、盛
況のうちに討論会を締め
くくりました。

ଐʿ᚛ᛯ˟žіئࠊƴƓƚǔဏ女᧓Ʒɧሁų
ᘥݱែƔǒ৷ƚЈǔƴƸᲹſ

開会の辞　稲葉理事 総括の辞　横山教授

討論会の様子
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HP          http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/
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5 月 9 日（土）芝蘭会館（稲盛ホール）にて、日仏
討論会「労働市場における男女間の不平等　袋小路から
抜け出るには？」を開催しました。

この討論会は、「男女間の不平等との闘い 袋小路を抜
け出すためのイニシアティブとは？」をテーマに、在日
フランス大使館／アンス
ティチュ・フランセ日
本、上智学院男女共同参
画推進室、京都大学が共
同で開催した討論会のひ
とつです。

竹村 登茂子氏（読売
新聞）の司会進行で、は
じめに、稲葉 カヨ理事
より、この討論会がフラ
ンスと日本のジェンダー
平等をさらに加速、促進
することを祈念して開会
の辞が述べられました。

続いて、パネリストのフランソワーズ・ミレウスキ氏
（パリ政治学院教授）、橘木 俊詔氏（京都大学名誉教
授）、小酒部 さやか氏（マタハラ Net 代表）、小笠
原 隆裕氏（アクサ生命保険株式会社 執行役）、ダニエ
ル・ブスケ氏（フランス男女平等推進委員会長）が各々
のテーマに沿って冒頭発
表の後、日本で女性が働
く上での問題点や、それ
に対するフランスの現状
などについて意見交換を
し、今後日本が進むべき
道筋について議論しまし
た。

最後に、横山 美夏教
授による総括の辞で、盛
況のうちに討論会を締め
くくりました。
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平成 27 年度 2 期研究・実験補助者雇用制度の利用者
は、16 名（女性 14 名、男性 2 名）の方に決まりました。

研究・実験補助者雇用制度とは

出産・育児・介護等で、十分な研究・実験時間がとれ
ない研究者に対し、研究又は実験業務（注：教育関係の

 �� ࡇ࠰ � 研究ȷ᬴ܱᙀя者ᨽဇСࡇƷ
� Мဇ者ƕൿܭƠǇƠたŵ

京都大学男女共同参画推進センターでは、京都大学の

研究者や科学者の仕事を知ってもらおうと「京都大学を

知ろう・研究者と語ろう」を企画しました。フォーラム

では、理系・文系それぞれにどんな研究分野や領域があ

るのか、なぜ今の分野を選んだのかといった大学進学に

関わる話をはじめ、研究の面白さや苦労、専門職や研究

職など大学卒業後の将来設計のための心得、あるいはま

た、具体的に、たとえば子育てと研究生活の両立方法、

研究論文の執筆や学会発表といった研究者の仕事内容な

ど、さまざまなテーマについて、教員や大学院生、学生

が疑問にお答えします。

京都大学がどんなところなのか、大学ではどんな勉強

や研究をするのか、また大学卒業後の進路にはどんなも

のがあるのか、などなど、色々な疑問をお持ちのみなさ

ん、京都大学の企画する「女子高生・車座フォーラム

2015 」にいらっしゃいませんか？

保護者の方々の参加も募集します。どうぞ奮ってご参

加ください。

女܇᭗ဃȷࡈȕǩȸȩȠ ���� ƕ �� உ �� ଐ（ם）ƴ
� ͵ƞǕǇƢŵ

業務は支援対象外）を補助する者の雇用経費を負担しま
す。募集は、年 2 回（ 6 月、12 月）です。本事業は、
女性研究者に限らず、男性研究者も対象となります。ま
た、研究分野の文系・理系は問いません。補助者未定で
も申請できます。

日　　時 2015 年 12 月 26 日（土）10 時～ 17 時
会　　場 京都大学医学部第一臨床講堂、他
参 加 費 無料
募集定員  女子高校生 80 名程度（先着順）

保護者 40 名程度
申込方法  男女共同参画推進センターホームペー

ジをご覧いただき、お申込みください。
 ホームページアドレス
 　http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/
申込期間 2015 年 9 月 25 日（金）
  ～ 11 月 25 日（水）

女
子
高
生・車
座
フ
ォ
ー
ラ
ム 2

015

京都大学の受験を目指す女子高校生の皆さん！
受験の前に京大の教育・研究を知り、
研究者や大学院生・学部学生と話をしませんか？

2015年12月26日（土）
10：00～17：00
京都大学医学部第一臨床講堂、他

日　程

時　間

会　場

申し込み方法
男女共同参画推進センターホームページ
（http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/）をご覧いただき、
期間内にお申し込みください。

〒606-8303 京都市左京区吉田橘町 京都大学男女共同参画推進センター
〈mail〉w-shien@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
〈TEL〉075-753-2437

申し込み期間： 2015年9月25日（金）～11月25日（水）

女子高校生80名程度（先着順）・保護者40名程度
募集定員

申し込み・お問い合わせはこちら

共　催主　催 京都大学男女共同参画推進センター 京都大学教育推進･学生支援部入試企画課

参加費
無料
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男女共同参画推進センターでは、子育てと仕事や研究の両立支援を目的とした様々な取り組みを行っています。詳

細、利用方法については、センターホームページをご覧ください。http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/hoiku_kaigo

「京都大学男女共同参画推進センター病児保育室」

は、京都大学教職員・学生の子どもが、病中・病後のた

め幼稚園・保育園・学校へ登園・登校できない時、親が

仕事や研究を休むことなく、子どもの保育ができる環境

を提供する施設です。京大病児保育室では、京都大学医

学部附属病院と連携し、看護師・保育士が常駐する安心

できる環境において、病児の保育を行います。

保育場所
京都大学医学部附属病院 外来棟 5 階 
※ 東玄関（東大路通沿い）から入ってすぐ右にある

エレベーターで 5 階です。

対 象 者 生後 6 ヶ月～小学校 3 年生までの病中・病後の子
ども

利用資格 京都大学教職員及び学生

定 員 5 名（隔離室を含む）

၏δ̬ᏋܴžƜǋǋſ

開 室 日 月曜日～金曜日

開室時間 8：15 ～ 19：00

利用料金

子ども 1 人につき、1 時間あたり 500 円
（昼食・おやつ代を含みます）
※ 保護者が学生の場合は、保育料金の半額を大学が

負担します。

保育体制 看護師、保育士

「決まった曜日だけ子どもを保育園に迎えに行けな

い。」「急遽夕方に打合せが入り、保育園のお迎えに間に

合わない……」などで、困っていませんか。そんな研究

者・学生のために、男女共同参画推進センターでは「お

むかえ保育」を実施しています。運営は、民間企業に委

保育場所 京都大学男女共同参画推進センター保育室

対 象 者 生後 2 ヶ月～小学校 3 年生までの子ども

利用資格 京都大学に所属する学生・研究等に携わる教職員
（日本学術振興会特別研究員を含む）

定 員 5 名程度（兄弟姉妹、年齢構成により異なる場合
がある）

ƓǉƔƑ̬Ꮛ

開 室 日 月曜日～金曜日

開室時間 17：00 ～ 22：00

利用料金

保育料金は、920 円～ 1,360 円／30 分（税込）
 ＊時間帯により異なる
・利用は 2 時間以上、30 分単位で受け付け
・子ども 1 人についての料金です。
・ 学生は保育料金のみ、大学が半額を負担します。
・交通費・夕食等は別途実費が必要です。
・ 状況により、その他利用手数料が必要です。

託して実施しています。保護者に代わり、センターが委

託している企業から派遣された保育者（シッター）が子

どもを保育機関などに迎えに行き、男女共同参画推進セ

ンターで一時保育を行うものです。

京都大学男女共同参画推進本部では、本学における教

職員の仕事と子育ての両立支援を目的として、「ベビー

シッター育児支援割引券」を発行して、ベビーシッター

事業者が提供するサービスを利用した場合に、その利用

料金の一部を助成しています。

șȓȸǷȃǿȸМဇᏋδૅੲ

対象事業は以下の 3 つです。

①　ベビーシッター派遣事業

②　双生児等多胎児家庭育児支援事業

③　産前産後休業時育児支援事業
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男女共同参画推進センターでは、子育てと仕事や研究の両立支援を目的とした様々な取り組みを行っています。詳

細、利用方法については、センターホームページをご覧ください。http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/hoiku_kaigo

「京都大学男女共同参画推進センター病児保育室」

は、京都大学教職員・学生の子どもが、病中・病後のた

め幼稚園・保育園・学校へ登園・登校できない時、親が

仕事や研究を休むことなく、子どもの保育ができる環境

を提供する施設です。京大病児保育室では、京都大学医

学部附属病院と連携し、看護師・保育士が常駐する安心

できる環境において、病児の保育を行います。

保育場所
京都大学医学部附属病院 外来棟 5 階 
※ 東玄関（東大路通沿い）から入ってすぐ右にある

エレベーターで 5 階です。

対 象 者 生後 6 ヶ月～小学校 3 年生までの病中・病後の子
ども

利用資格 京都大学教職員及び学生

定 員 5 名（隔離室を含む）

၏δ̬ᏋܴžƜǋǋſ

開 室 日 月曜日～金曜日

開室時間 8：15 ～ 19：00

利用料金

子ども 1 人につき、1 時間あたり 500 円
（昼食・おやつ代を含みます）
※ 保護者が学生の場合は、保育料金の半額を大学が

負担します。

保育体制 看護師、保育士

「決まった曜日だけ子どもを保育園に迎えに行けな

い。」「急遽夕方に打合せが入り、保育園のお迎えに間に

合わない……」などで、困っていませんか。そんな研究

者・学生のために、男女共同参画推進センターでは「お

むかえ保育」を実施しています。運営は、民間企業に委

保育場所 京都大学男女共同参画推進センター保育室

対 象 者 生後 2 ヶ月～小学校 3 年生までの子ども

利用資格 京都大学に所属する学生・研究等に携わる教職員
（日本学術振興会特別研究員を含む）

定 員 5 名程度（兄弟姉妹、年齢構成により異なる場合
がある）

ƓǉƔƑ̬Ꮛ

開 室 日 月曜日～金曜日

開室時間 17：00 ～ 22：00

利用料金

保育料金は、920 円～ 1,360 円／30 分（税込）
 ＊時間帯により異なる
・利用は 2 時間以上、30 分単位で受け付け
・子ども 1 人についての料金です。
・ 学生は保育料金のみ、大学が半額を負担します。
・交通費・夕食等は別途実費が必要です。
・ 状況により、その他利用手数料が必要です。

託して実施しています。保護者に代わり、センターが委

託している企業から派遣された保育者（シッター）が子

どもを保育機関などに迎えに行き、男女共同参画推進セ

ンターで一時保育を行うものです。

京都大学男女共同参画推進本部では、本学における教

職員の仕事と子育ての両立支援を目的として、「ベビー

シッター育児支援割引券」を発行して、ベビーシッター

事業者が提供するサービスを利用した場合に、その利用

料金の一部を助成しています。

șȓȸǷȃǿȸМဇᏋδૅੲ

対象事業は以下の 3 つです。

①　ベビーシッター派遣事業

②　双生児等多胎児家庭育児支援事業

③　産前産後休業時育児支援事業
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「平成 27 年度保育園入園待機乳児のための保育施

設」は利用を希望される方が多く、現時点で定員に迫る

たくさんのお申し込みをいただいています。

京都大学男女共同参画推進センターでは、学生及び研

究等に携わる教職員の研究と育児の両立を支援すること

を目的とし、男女共同参画推進センター内に、「平成

27 年度保育園入園待機乳児のための保育施設」を設け

ています。この保育施設は、自治体に保育園入園申請を

おこなったが、入園待ちを余儀なくされている研究者等

を対象とします。

情報学研究科

特定准教授　山肩 洋子

私は 2011 年 4 月から 4 年間、男女

共同参画推進センター（旧 女性研究

者支援センター）育児・介護 WG の

主査として、主に待機乳児保育室の運営に携わってきまし

た。待機乳児保育室は、京大に所属する女子学生や常勤の女

性研究者の方々を主な対象として、認可保育所に入所できな

かった 15 ヶ月未満のお子さんをお預かりする施設です。京

大本部キャンパス周辺の認可保育園はいまだ入園が困難な状

況で、復帰のタイミングによっては入園不許可となるケース

が頻発しています。そんな中、この保育室によって勉強や研

究の場に復帰できた方々が沢山いたことは大変喜ばしいこと

ですが、一方で本当に遺憾ながら、利用申請をお断りしなけ

ればならない場面も数多くありました。生後９週目からお預

かりする当保育室では、安全に保育できる環境を用意するこ

とは必須であり、場所の問題から、やむを得ず人数制限を設

けています。どこまで利用を許可出来るかは、その年の申請

状況によって変わりますが、私も子を持つ研究者の一人とし

て、預けられるかどうか分からないのは本当に困ります。一

方で、運営側の立場として、安全の確保は必須であり、定員

をどこまでも増やそうとは言えず、まさに板挟みなつらさを

味わいました。しかしながら昨年から新しい環境に移設した

ことにより定員が 18 名まで拡充され、これまでお断りする

ことが多かった男子学生・男性教員や医員方々にもご利用い

ただける可能性が広がりました。また、昨年度まで９月以降

の半年開室だったものが、今年度から通年開室となったこと

も大きな進展でした。今後も京大で子供を産み育てながら勉

学や研究に励むことのできる環境が益々整っていくことを心

から期待しています。育児・介護 WG のもう一つの大きな

柱である介護事業は、昨年度から WG のメンバーに、がん看

護専門看護師でおられる医学研究科の田村恵子教授が加わっ

てくださったことにより、新たな発展を迎えることが出来ま

した。今後益々高齢化する社会において、京大が介護しなが

ら勉強や仕事に携われる大学となることを願っています。

保育場所 京都大学男女共同参画推進センター保育室

開室期間 平成 27 年 4 月 6 日～平成 28 年 3 月 31 日

対 象 者

原則として生後 9 週目～ 15 ヶ月未満の健康な乳児
（ 15 ヶ月になる月の前月まで利用できます。）
例： 2014 年 12 月 10 日生まれのお子さんの場合、

2016 年 2 月末まで利用可能

利用資格 京都大学に所属する学生・研究等に携わる教職員
（日本学術振興会特別研究員を含む）

開 室 日 月曜日～金曜日

開室時間
9：00 ～ 18：00
（時間外保育は、8 時～ 9 時及び 18 時～ 20 時まで
とし、別途利用料が必要）

Ꮛδȷʼᜱȯȸǭȳǰǰȫȸȗųɼ௹ųޛᏅέဃǑǓ
� ᡚ˓ƷƝਮਠ
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興味に素直に従って
 生命科学研究科・講師　　大澤 志津江

執筆のお話を頂いたとき、正直なところ戸惑った。振り返
ると、行き当たりばったりの人生で、ロールモデルになるよ
うな生き方をしていない。ただ、行き当たりばったりながら
も、自分の興味が根底にあって、出会った方々から影響を受
け、また支えられながら進む生き方もあるということを若い
学生さんに感じてもらえればと思い、筆を取らせていただき
ました。

中学の頃から、モノの変化、たとえば、「卵から個体へと
発生する際に見られるダイナミクス」や化学実験において体
験した「色や状態変化を伴う化学反応」に強く惹かれてい
た。なかでも、具体的な化合物は忘れたが、スチレン系の化
合物からゴムを作る化学実験で、溶液から湧き出てくるゴム
を夢中になって引っ張りだし、大感動したのが今でも忘れら
れない。目の前で起こる化学現象や顕微鏡を通して観察でき
る生命現象を理解したいと漠然と考えて、化学・生物の双方
が学べる東北大理学部化学科に進学した。

ただ当時は、研究者になろうという気は毛頭なく、これも
また漠然とではあったが、修士課程まで進学して、その後、
製薬会社あたりに就職するものだと考えていた。自分が研究
者に向いているのかも分からなかったし、化学科は特に、修
士からの就職口が多いと聞いていたのもあり、自然と「修士
修了後は就職」との考えに至っていた。だから、学部 3 年
の後期に研究室を選択するにあたって念頭にあったのは、就
職するまでの 3 年間で学びたいことを学ぶということ。よ
り興味をもった生物系の研究室に進み、さらに修士課程にお
いて三浦正幸先生（理化学研究所・脳科学総合センター；
現・東京大学大学院薬学研究科・教授）の研究室の門を叩い
たことが、その後の人生を大きく変えるなどということを当
時は想像もしなかった。

三浦正幸先生は、細胞死を実行する「カスパーゼ」を哺乳
類で初めて同定した先生。ちょうどその頃、細胞死に関わる
遺伝子が次々と同定され、細胞死の分子機構の研究がさかん
に行われていた時期だった。死ぬという、一見消極的な現象
にメカニズムがある（積極的に細胞を殺す仕組みがある）、
そしてそれが生物の発生過程で大量に起きているということ
に興味を持って三浦研に入室し、いただいたのは、「マウス
神経系発生過程で、いつ、どこで、なぜ細胞が死ぬのかを解
析する」というテーマ。胎生期から生後のマウスの脳を解剖
し、ひたすら切片を作成して死細胞を免疫組織染色により検
出する、この泥臭い作業にすぐにのめり込んだ。第一に、発
生期のマウスの脳の美しさ、なかでも神経細胞が長い軸索を
特定のところに伸ばす様子の美しさたるや、何時間眺めても
飽きない。第二に、実は死んでいく細胞を検出するというの
はきわめて難しいのだが、わずかに検出された死細胞が組織
上で数個並んで観察されたり、細胞分裂直後に死んだのであ
ろう細胞があったり、予想外で、かつ何となく意味がありそ
うな現象に出会うことがあり、そのときに感じる楽しさがた
まらない。何より、顕微鏡ごしに眺めた現象に対し、一緒に

興奮し、関連論文を頻繁に持って
きて下さる三浦先生の存在も大き
かった。また当時の三浦研には、
博士課程の学生であった井垣達吏
先生（現在の所属研究室の教
授）、研究員であった嘉糠洋陸先
生（現・慈恵医大・教授）をはじ
め、いわゆる研究のプロが多く在
籍していて、日々一緒に昼・夜ご飯を食べに行かせていただ
き、ディスカッションをそばで聞かせていただいているうち
に、研究自体が生活そのものになり、勢いで博士課程に進学
した。

修士・博士課程は、投稿した論文が 9 連続でリジェクト
されたり、決して平坦な道のりではなかった。ただ、反骨精
神も働いたのかもしれないが、わくわくしながら顕微鏡を覗
く気持ちがブレることはなく、観察した現象を追究したいと
いう気持ちが揺らぐこともなく、研究員としてでも、技官と
してでも、どのような立場であっても研究を続けたいと考え
るようになった。そして学位取得後は、組織を構成している
細胞集団のなかで、どうやって死にゆく細胞が選ばれ、また
死にゆく細胞が周りにどのような影響を及ぼすのかを、ショ
ウジョウバエをモデル生物として解析したいと考え、井垣研
究室（当時、神戸大学医学研究科）に研究員として移籍、現
在に至る。

井垣研に移籍して、はや 7 年にもなる。2 年前にラボが神
戸大から京大に移転してからは特に、学生さんと一緒に研究
を進めるスタンスとなり、実際に自分で手を動かしていたと
きとは大幅に生活が変わった。自分自身で顕微鏡を覗く機会
が減った寂しさがある一方で、やれることが増えた楽しさも
ある。また最近、数理生物・工学・数学分野の研究者達と共
同研究を行う機会に恵まれ、それにより、自分一人では到達
し得ない研究に挑戦できるようにもなって、今までとは違っ
た研究の楽しさが見えてきた。現在は、学生の頃からずっと
対象としてきている「細胞死」に加え、ショウジョウバエを
含めた昆虫の外骨格形態（翅や肢、角など）を構築する原理
を、実験・理論との融合研究により明らかにするという、学
生の頃には思いもしなかったプロジェクトにも夢中になって
いる。こうして書いてみると、これまでずっと、きわめて恵
まれた環境で、出会った方々に支えて頂きながら研究を満喫
し（思うように研究が進まなかったことも含め）、気持ちに
任せて生きてきているように思う。

今後について悩みがないかというと、そんなことは決して
ない。この先どのように研究を展開していき、自分のアイデ
ンティティを出していくのか等、考えなければならないこと
は山積みである。ただ、一つだけ思うのは、同じ研究者で
あっても、生き方進み方は千差万別ということ。正解などど
こにもない。悩みながらであっても進んできた道で、やれる
ことを精一杯全力で頑張る、そして何より、生命現象の美し
さ・不思議さへの興味を大事に、それだけは、忘れぬように
したいと思っている。
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興味に素直に従って
 生命科学研究科・講師　　大澤 志津江

執筆のお話を頂いたとき、正直なところ戸惑った。振り返
ると、行き当たりばったりの人生で、ロールモデルになるよ
うな生き方をしていない。ただ、行き当たりばったりながら
も、自分の興味が根底にあって、出会った方々から影響を受
け、また支えられながら進む生き方もあるということを若い
学生さんに感じてもらえればと思い、筆を取らせていただき
ました。

中学の頃から、モノの変化、たとえば、「卵から個体へと
発生する際に見られるダイナミクス」や化学実験において体
験した「色や状態変化を伴う化学反応」に強く惹かれてい
た。なかでも、具体的な化合物は忘れたが、スチレン系の化
合物からゴムを作る化学実験で、溶液から湧き出てくるゴム
を夢中になって引っ張りだし、大感動したのが今でも忘れら
れない。目の前で起こる化学現象や顕微鏡を通して観察でき
る生命現象を理解したいと漠然と考えて、化学・生物の双方
が学べる東北大理学部化学科に進学した。

ただ当時は、研究者になろうという気は毛頭なく、これも
また漠然とではあったが、修士課程まで進学して、その後、
製薬会社あたりに就職するものだと考えていた。自分が研究
者に向いているのかも分からなかったし、化学科は特に、修
士からの就職口が多いと聞いていたのもあり、自然と「修士
修了後は就職」との考えに至っていた。だから、学部 3 年
の後期に研究室を選択するにあたって念頭にあったのは、就
職するまでの 3 年間で学びたいことを学ぶということ。よ
り興味をもった生物系の研究室に進み、さらに修士課程にお
いて三浦正幸先生（理化学研究所・脳科学総合センター；
現・東京大学大学院薬学研究科・教授）の研究室の門を叩い
たことが、その後の人生を大きく変えるなどということを当
時は想像もしなかった。

三浦正幸先生は、細胞死を実行する「カスパーゼ」を哺乳
類で初めて同定した先生。ちょうどその頃、細胞死に関わる
遺伝子が次々と同定され、細胞死の分子機構の研究がさかん
に行われていた時期だった。死ぬという、一見消極的な現象
にメカニズムがある（積極的に細胞を殺す仕組みがある）、
そしてそれが生物の発生過程で大量に起きているということ
に興味を持って三浦研に入室し、いただいたのは、「マウス
神経系発生過程で、いつ、どこで、なぜ細胞が死ぬのかを解
析する」というテーマ。胎生期から生後のマウスの脳を解剖
し、ひたすら切片を作成して死細胞を免疫組織染色により検
出する、この泥臭い作業にすぐにのめり込んだ。第一に、発
生期のマウスの脳の美しさ、なかでも神経細胞が長い軸索を
特定のところに伸ばす様子の美しさたるや、何時間眺めても
飽きない。第二に、実は死んでいく細胞を検出するというの
はきわめて難しいのだが、わずかに検出された死細胞が組織
上で数個並んで観察されたり、細胞分裂直後に死んだのであ
ろう細胞があったり、予想外で、かつ何となく意味がありそ
うな現象に出会うことがあり、そのときに感じる楽しさがた
まらない。何より、顕微鏡ごしに眺めた現象に対し、一緒に

興奮し、関連論文を頻繁に持って
きて下さる三浦先生の存在も大き
かった。また当時の三浦研には、
博士課程の学生であった井垣達吏
先生（現在の所属研究室の教
授）、研究員であった嘉糠洋陸先
生（現・慈恵医大・教授）をはじ
め、いわゆる研究のプロが多く在
籍していて、日々一緒に昼・夜ご飯を食べに行かせていただ
き、ディスカッションをそばで聞かせていただいているうち
に、研究自体が生活そのものになり、勢いで博士課程に進学
した。

修士・博士課程は、投稿した論文が 9 連続でリジェクト
されたり、決して平坦な道のりではなかった。ただ、反骨精
神も働いたのかもしれないが、わくわくしながら顕微鏡を覗
く気持ちがブレることはなく、観察した現象を追究したいと
いう気持ちが揺らぐこともなく、研究員としてでも、技官と
してでも、どのような立場であっても研究を続けたいと考え
るようになった。そして学位取得後は、組織を構成している
細胞集団のなかで、どうやって死にゆく細胞が選ばれ、また
死にゆく細胞が周りにどのような影響を及ぼすのかを、ショ
ウジョウバエをモデル生物として解析したいと考え、井垣研
究室（当時、神戸大学医学研究科）に研究員として移籍、現
在に至る。

井垣研に移籍して、はや 7 年にもなる。2 年前にラボが神
戸大から京大に移転してからは特に、学生さんと一緒に研究
を進めるスタンスとなり、実際に自分で手を動かしていたと
きとは大幅に生活が変わった。自分自身で顕微鏡を覗く機会
が減った寂しさがある一方で、やれることが増えた楽しさも
ある。また最近、数理生物・工学・数学分野の研究者達と共
同研究を行う機会に恵まれ、それにより、自分一人では到達
し得ない研究に挑戦できるようにもなって、今までとは違っ
た研究の楽しさが見えてきた。現在は、学生の頃からずっと
対象としてきている「細胞死」に加え、ショウジョウバエを
含めた昆虫の外骨格形態（翅や肢、角など）を構築する原理
を、実験・理論との融合研究により明らかにするという、学
生の頃には思いもしなかったプロジェクトにも夢中になって
いる。こうして書いてみると、これまでずっと、きわめて恵
まれた環境で、出会った方々に支えて頂きながら研究を満喫
し（思うように研究が進まなかったことも含め）、気持ちに
任せて生きてきているように思う。

今後について悩みがないかというと、そんなことは決して
ない。この先どのように研究を展開していき、自分のアイデ
ンティティを出していくのか等、考えなければならないこと
は山積みである。ただ、一つだけ思うのは、同じ研究者で
あっても、生き方進み方は千差万別ということ。正解などど
こにもない。悩みながらであっても進んできた道で、やれる
ことを精一杯全力で頑張る、そして何より、生命現象の美し
さ・不思議さへの興味を大事に、それだけは、忘れぬように
したいと思っている。
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女子中高生のための関西科学塾は、科学技術振興機構（JST）の「女子
中高生の理系進路選択支援プログラム」の一環として、関西の大学が提携
し、女子中高生を対象に講演会や実験などを行う企画です。第 10 回目と
なる今回は、神戸大学が中心となり、神戸大学、大阪大学、大阪府立大
学、奈良女子大学、京都大学などで開催されました。

京都大学では、11 月 15 日（日）に高校生 79 名、同伴者 9 名の参加の
もと、様々な実験講座が開催されました。

女܇ɶ᭗ဃƷたǊƷ᧙ᙱᅹ学ؽ
� ,56 女܇ɶ᭗ဃƷྸኒᡶែᢠ৸ૅੲȗȭǰȩȠ

■京都大学での実験一覧

テ　　ー　　マ 部　　局 講　　師

1 目にみえない放射線を測る 理学研究科 川畑貴裕

2 DNA･ タンパク質 1 分子を実際に見てみよう！ 物質－細胞統合システム拠点 原田慶恵

3 DNA とはなにか ― DNA に関する基礎実験 理学研究科 朴昭映

4 カオス・フラクタルの世界を知る 情報学研究科 宮崎修次

5 にじいろを見よう 理学研究科 馬場正昭

6 地下を 〝掘らず〞 に探ってみよう！ 工学研究科 後藤忠徳

7 高温超伝導の不思議 理学研究科 吉村一良

8 畑の土を調べる 農学研究科 間藤徹・落合久美子

9 あれっ！こんなところにも核が ?! !
～ DNA に起こった異常を観察しよう～

理学研究科 秋山（張）秋梅

News Letter       2016.1.15       第 65 号

－ 39 －



11 月 25 日（水）12 時～13 時に、「保育園入園待機

乳児のための保育室」の利用者を対象に、保護者懇談会

を行いました。

育児・介護支援事業 WG 主査 小西先生の司会進行

で、昼食を食べながら、保育室で撮影した写真のスライ

ドを流し、保育士さんにお子さんの保育室での様子をお

話してもらいました。その後、保育士さんが子どもたち

に人気の「きらきらぼし」「大きな太鼓、小さな太鼓」

「保育園入園待機乳児のための保育室」では、9 週目

～15 ヶ月までのお子さんが一緒に生活しています。生活 

リズムもそれぞれなので、ときには、すやすや眠るお子

さんの横で、元気いっぱい遊びまわったり、大きな声で

泣き出してしまったりすることがあります。そんなとき

には、会議室へ行き気分転換。会議室はマットをひき、

トンネルの遊具を置いて、保育室として利用できるよう

にしています。いつもと違うお部屋を興味深く眺める子、 

ハイハイでトンネルをくぐって行ったり来たりする子、

自由に歩きまわる子、みんなのびのびと遊んでいます。

˟ೞʐδ̬Ꮛܴų̬ᜱ者টᛩࢳ

˟ᜭܴưൢЎ᠃੭

「パンダ、ウサギ、コアラ」の 3 つの手遊びを紹介し、

保護者の方と一緒にやってみました。その後、質疑応答

の時間には、離乳食についての質問に、保護者の方がそ

れぞれよく作るものや工夫していることなどをお話さ

れ、外国人研究者より、海外と日本の食事や文化の違い

などについて話が及ぶと、皆さん興味深く聞き入ってお

られました。終了後も、育児について周りの方とお話さ

れ、短い時間でしたが、保護者同士の交流を深めました。
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「パンダ、ウサギ、コアラ」の 3 つの手遊びを紹介し、

保護者の方と一緒にやってみました。その後、質疑応答

の時間には、離乳食についての質問に、保護者の方がそ

れぞれよく作るものや工夫していることなどをお話さ

れ、外国人研究者より、海外と日本の食事や文化の違い

などについて話が及ぶと、皆さん興味深く聞き入ってお

られました。終了後も、育児について周りの方とお話さ

れ、短い時間でしたが、保護者同士の交流を深めました。
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12 月 11 日（金）、エネルギー科学研究科主催、男女

共同参画推進センター共催にて、男女共同参画推進講演

会が開催されました。

石原慶一副研究科長の司会進行で、稲葉カヨ理事・副

学長より挨拶があり、世界における日本の現状や、京都

大学の現状、京都大学男女共同参画推進センターの取り

組みなどについて説明がありました。

次に、豊橋技術科学大学男女共同参画推進室長、京都

大学客員教授の中野裕美先生に、「ダイバーシティ社会

に向けて～工学系でどう取り組むか、考えてみません

か？～」と題し、講演をしていただきました。女性が活

京大၏ᨈųǪȸȗȳțǹȔǿȫ

ǨȍȫǮȸᅹ学研究ᅹųဏ女σӷӋဒਖ਼ᡶᜒ˟

10 月 31 日（土）、京都大学医学部附属病院でオープンホスピタル（病院見学会）が開催され、病児保育室「こも

も」がポスター参加しました。

躍すると何が期待できるのか、なぜ女性研究者、女性

リーダーが少ないのか、女性が活躍するにはどうしたら

いいかなど、ご自身の体験を交えてわかりやすくお話し

ていただきました。最後には、京都大学の工学系がリー

ダーシップを取り、他大学を牽引してほしいと期待のお

言葉を頂きました。

質疑応答の時間には、参加者それぞれの視点から、質

問や意見があり、中野先生が丁寧に回答されました。

最後に、塩路昌宏研究科長の挨拶で、講演会を締めく

くりました。

京都大学男女共同参画推進センター

病児保育室 こもも
Ⅰ.病児保育室とは

「京都大学男女共同参画推進センター病児保育室」（以下、京大
病児保育室）は、京都大学教職員・学生の子どもが、病中・病後
のため幼稚園・保育園・学校へ登園・登校できない時、親が仕事
や研究を休むことなく、子どもの保育ができる環境を提供する施
設です。京大病児保育室では、京都大学医学部附属病院と連携し、
看護師・保育士が常駐する安心できる環境において、病児の保育
を行っています。

Ⅱ.病児保育室の利用基準について

今まで、お熱がBT38.5℃以上続く場合などでご利用出来なかっ
たり、病児保育室で高熱になるとお迎えに来ていただいたりして
いましたが、今年の６月より、お熱の高さで利用基準を決めるの
ではなく、子どもさんの症状に応じて受け入れ出来るようになり
ました。

ただ、病児保育室が病院内に併設されているという環境にあるた
め院内感染の可能性を考慮すると、下記の感染症と診断された
場合は利用許可が変わってきます。

麻疹：発疹を伴う発熱が解熱後3日を経過すれば利用可
風疹：発疹が消失すれば利用可
水痘：全ての水疱が痂皮化すれば利用可
流行性耳下腺炎：耳下腺などの腫脹発現後5日を経過すれば

利用可
ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ感染症：解熱後24時間経過すれば利用可

（24-48時間は隔離室）
ｱﾃﾞﾉｳｲﾙｽ感染症：発熱/咽頭炎/結膜炎症状が軽減すれば利用可

（解熱後2日までは隔離室）
ﾛﾀｳｲﾙｽ・ﾉﾛｳｲﾙｽ胃腸炎：下痢・嘔吐症状が消失すれば利用可

しかし、今まで利用できなかった病気、
・マイコプラズマ感染症
・ＲＳウイルス感染症
・溶連菌感染症
・ヘルパンギーナ
・手足口病
・胃腸炎
と診断された場合でも、症状・状態に応じて利用できることになりましたので、
利用時ご相談ください。

Ⅲ.感染隔離室

保育室には、通常の保育室から隔てられたﾌｨﾙﾀｰ付き陰圧換気空調と室内に上下水
道を整備した隔離室があります。

また、隔離室も入室基準の見直しを行い、隔離室利用基準が変更になりました。

変更前→・38.5℃以上の発熱を呈するが、感染症名が確定していない状態
・下痢嘔吐を呈する急性胃腸炎
・咳や咽頭痛があるがマスクの着用が困難な急性上気道炎･気管支炎

変更後→・伝染性疾患罹患後、症状軽快し、登園（校）できるまでの期間。

・その他、医師により隔離が必要と判断される場合。
(子どもの利用が複数で、部屋を分けた方が良いと判断される場合に使用する。

また、利用中に急な激しい下痢や嘔吐が始まった場合など。）

Ũ ̾ŷの病気の状態に合わƤたზ・休ऒ・事で、看護ӏƼ
保育を提供しています。年ᱫに応じてᢂƼの内ܾをپし、
ಏしく過ごƤるようにᣐ慮しています。

Ũ スタȃȕがݣ��にᡈい࢟で᧙わることで安心感や̮᫂᧙̞
をଔ期にሰけるように心ੑけています。

Ũ 保育室ਃ࢘医や看護師が常駐している環境のため、˳調に変
化があった場合はᡆᡮにݣ応ができます。

Ⅳ．保育について

ẮờờἡỸἋ

ỚỮễầڤẨễ
ẝỮỌỮộỮのấờẼỞ

ஙのᩓ

ဃẦỤហẼỞỮộỂܖݱ
ɟደにᢂỮỂいộẴというようなうれしい声をいただ

いています。

こどもが喜んで「こもも」に行
きます。具合が悪いと「こもも
に行く」とかいうんですよ。
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ᡲ᠍Ჴ研究者ƴなǔᲛ ᇹ �� ׅ

「Sample ID: kyoko151204 」
 工学研究科・助教　　名村 今日子

私はまだ研究者としての経歴は短く、家庭を持ってい
るわけでもありません。それでも、私が生きてきた人生
を他の誰も生きてはいないので、参考にならなくとも一
例にはなれると思い、この記事を書かせていただくこと
にしました。

研究者として
本当に研究だけに限って言えば、女性であることが支

障になったことはありません。結婚や出産などプライ
ベートとの兼ね合いは別です。他の方も書かれているよ
うに、研究成果は論文や発表の件数などいい意味で数値
化されており男女平等に評価されます。とはいえなぜあ
えて研究者なのでしょうか。

私が研究者になろうと思ったのは小学生のころです。
将来の夢に「研究者」と書きました。早々に決めた理由
は、小さい頃から父母や親戚が数々の自然科学系の実験
を一緒にやってくれたことだと思います。昆虫採集から
草木染め、顕微鏡観察や電子工作など挙げだすときりが
ありません。一番のポイントは、いつも私をほったらか
して周りが楽しんでいたことです。その様子を見ながら
一緒にやってみると、本当に楽しい（気がしてくる）の
です。そして部屋に戻ると本棚には図鑑や写真集など
様々な本がそっと本棚に並べてありました。自然と興味
がわき、ページを何度もめくりました。こうしてうまい
こと自然科学系の実技と座学を自発的にやるように洗脳
されていきました。幼少期をあえて書いたのは、この時
の経験が今も私の中で生きていると思うからです。

そのまま研究者になることについて何の疑いもなく、
大学に入りました。今もずっとお世話になっている研究
室の門を叩いたきっかけは、廊下にかけてあった鈴木基
史先生のポスターです。そこにはカラフルな薄膜の写真
とその薄膜の電子顕微鏡像 ― 目には見えない面白い形
の構造を撮影した写真がいくつも並んでいました。直感
で「ここで研究がしたい」と思いました。さすがに研究
室に入ってからは、結果が長らくでなかったり論文がな
かなか通らなかったり、苦しい時期もありました。それ
でも続けている理由は、幼少期と同じように研究の楽し
さを人と共有した瞬間があるからです。詳しくは書きま

せんが、私は熱を使って流体
を駆動する実験を行っており
ます。なかなか駆動されない
流体を相手に試行錯誤を繰り
返していた中で、ある日突然
急激なマイクロ回転流が発生
しました。うれしいのか何な
のかふわふわした気分のま
ま、現象の再現性を確かめて鈴木先生に報告しました。
結果をみるなり「これはめちゃめちゃ面白い！」と言っ
てとても喜んでくださいました。その瞬間に楽しさの実
感が湧きました。あの感覚は今でも研究の励みになって
います。簡単な科学実験ならともかく、大学の研究とも
なれば時間と手間がかかる分、楽しさを見失いがちで
す。先生にしていただいたように、自分も研究の楽しい
瞬間を捉え、なるべく学生を巻き込んでその感覚を共有
できるようにしたいと思っています。

女性として
ここまでで私が研究を楽しんでいることは伝わったと

思います。それでは女性であることが全くこれまで気に
ならなかったか。答えは否です。絶望的な男女比（女性
3 ％程度）に気づいたのは大学入学後でした。大学院
進学以降はほとんどいつでも女性は自分一人という環境
でした。女友達とずっと一緒に居たい方ではないです
が、周りの学生との性別・年の差が少しずつ広がる中
で、たまに孤独を感じることがありました。

そんな時にちょうど「JSPS 組織的な若手研究者等海
外派遣プログラム」と「工学研究科馬詰研究奨励賞」の
受賞によって海外行きの切符を手にしました。合計
3 ヶ月間、スウェーデンのウプサラ大学の Granqvist 先
生の研究室に滞在させていただきました。そこには 10
名以上の博士課程の学生がおり、その内半分くらいが女
性でした。同じ分野にいる女性研究者仲間がたくさんで
きたことで、女性研究者として生きることが特別なこと
ではない、という気楽さが生まれました。この経験のお
かげで今日も楽しく研究に打ちこめています。

以上、私の今までというものを書き連ねました。結局
のところ、今、私はただの研究者です。いつか女性研究
者として生きる日が来たら、もう少しみなさんの役に立
つことをどこかで書きたいと思います。

Page  4

Gender Equality Promotion Center

〒 606-8303　　京都市左京区吉田橘町
電話　　075（753）2437
FAX        075（753）2436
E-mail　 w-shien@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
HP          http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/

－ 42 － － 43 －



ᡲ᠍Ჴ研究者ƴなǔᲛ ᇹ �� ׅ

「Sample ID: kyoko151204 」
 工学研究科・助教　　名村 今日子
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性でした。同じ分野にいる女性研究者仲間がたくさんで
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12 月 26 日（土）、京都大学にて「女子高生・車座
フォーラム 2015 」を開催しました。このフォーラム
は、男女共同参画推進センターが中心となり、女子高校
生に京都大学の研究者や科学者の仕事を知ってもらおう
という企画で、今回で 10 回目の開催となります。

山末英嗣 男女共同参画推
進センター広報・相談・社会
連携事業ワーキンググループ
主査の司会進行のもと、稲葉 
カヨ 理事・副学長より開会
の挨拶がありました。京都大
学が女性の活躍を推進するた
めに取り組んでいる男女共同

参画アクションプランや WINDOW 構想についての説明
があり、また、試験勉強に励む高校生に対し、挑戦した
結果の後悔は挑戦しない後
悔よりもはるかに小さい、
何事にも自信を持って対応
してほしいと激励しまし
た。 最 後 に、 こ の 車 座
フォーラムが皆にとって有
意義なものになることを願
い、開会の挨拶を締めくく
りました。

次に、川添信介 理事・
副学長より、京都大学の概
要についての説明がありま
した。京都大学の学風とし
て「対話を根幹とした自学
自習」、「自由の学風」を挙
げ、京都大学は創立以来、
人とのつながりの中で学ぶ
が、あくまでも一人で学ぶということを大事にしている
と説明がありました。また、今回のフォーラムで、自分
の本当にやりたいことが志望している学部でできるかど
うか確かめてほしいと述べました。最後に、山極総長が
京都大学をおもろい大学と言われていることに因み、お
もろいことを探しに是非とも我々の仲間になっていただ
ければ有難いと締めくくりました。

続いて、教育推進・学生支援部 入試企画課より、平
成 28 年度学生募集要項、平成 28 年度から実施する特

女子高生・車座フォーラム 2015

色入試選抜の概要など、入試に関する説明がありまし
た。

その後、宇宙総合学研究ユニットの浅井歩 特定准教
授が「太陽研究の最前線」と題し、講演を行いました。

浅井先生は京都に生ま
れ育ち、中学高校は剣道
に打ち込んでいました
が、理科が好きで漠然と
宇宙に興味があったこと
から、宇宙について学び
たいと京都大学理学部へ
入学しました。入学後、
太陽物理学を知り太陽研究を始め、京都大学大学院に進
学、博士課程終了後、国立天文台の観測所などを経て
2010 年に京都大学に着任しました。
京都大学は太陽を観測するのに適した望遠鏡を持って

おり、天文台が 2 つあります。京都市山科区にある花
山天文台では、先生自身も観測した太陽のデータを解析
し論文にしたことがあるそうです。もうひとつは、岐阜
県高山市にある飛騨天文台で、最近は空気の環境などか
ら観測の拠点をこちらに移しており、太陽専門の望遠鏡
で最先端の研究を行っているとのことです。このような
設備のある京都大学は、世界的に見ても太陽研究をする
のに大変恵まれているとのことです。

先生は宇宙総合学研究ユニットに在籍していますが、
このユニットは天文学に強い理学、宇宙工学に強い工
学、宇宙倫理学や人類学などの人文社会学系まで、幅広
い分野が連携する学際的な研究ユニットだということで
す。

先生は京都大学へ入学するまで、太陽については
400 年もの研究の歴史があり、すでに何もかも調べつ
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くされているものだと思っていたそうです。ところが、
京都大学に入り太陽についてはまだわからないことが 
たくさんあるのだと知り、また、太陽の黒点の映像を見
たときになんと複雑なのか、とそのダイナミックさに魅
せられ、もっと太陽について知りたいという思いが太陽
研究を始めるひとつのきっかけとなったそうです。先生
は「このフレアは私の大好きなフレアです。」ととても
楽しそうに太陽について説明をしながら、観測衛星が撮
影した黒点の動画や太陽フレアの様子を紹介し、参加し
た高校生と保護者は大変興味深い様子で聞き入っていま
した。

京都大学の理学部は入ってから細かく自分の分野を選
ぶそうですが、先生は入学後、太陽研究に興味を持ち、
宇宙物理学教室で太陽をやりたいと思ったそうで、入学
してから自分の分野を決めるというのが、先生にとって
はよかったとのことです。宇宙物理学教室は大変人気の
狭き門だということで、先生も、もし入れなかった場合
のことを考えて他の分野の勉強もされていたそうです。
結果、宇宙物理学教室に入ることができ、今日まで楽し
く太陽研究を進めることができたとのことです。

先生が研究者として今思うことは、太陽の爆発現象は
物理的にそのメカニズムだけが面白いのではないという
ことです。研究を進めるうちに、実は、我々の文明生活
にも影響を及ぼしている可能性があるということがわか
り、太陽の研究を突き詰めることが私たちの生活に繋
がっている、ということが今大変やりがいになっている
そうです。また、先生が恵まれていると思うことは、総
合大学である京都大学ならではの広い分野を研究できる
ということだそうです。太陽研究が宇宙天気という広い
分野の中で社会に繋がり、新しい研究を通じて他分野の

方たちと繋がり、共同研究ができていることに恵まれて
いると感じるとのことです。

昼休憩後、講師の紹介、グループワークの説明があ
り、その後、高校生は希望学部別にグループ会場へ移動
し、グループワークを行いました。グループワークで
は、講師と学生スタッフが研究者の仕事や研究分野、学
部選択や学生生活、就職などについて高校生の質問をも
とに自身の経験を交えて話し、和気あいあいとした雰囲
気の中、行われました。その間、保護者は稲葉理事の挨
拶の後、京大生との交流会に参加しました。

グループワーク終了後は再び全員で集まり、まとめの
会を行いました。伊藤公雄 男女共同参画推進本部支援
室長の司会で、グループワークで聞くことができなかっ
た学部を超えた質問などに講師が答えました。「総合人
間学部はどんなことをするのですか」「教育学部、総合
人間学部、文学部の心理学は何が違うのですか。」「具体
的な就職先はどこですか。」「専攻はいつ頃決めますか。」

「NASA や JAXA で働くには理学部の物理学でしか学べ
ませんか。」などたくさんの質問があり、それぞれの分
野の講師が回答しました。また、質問の多かった女性研
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くされているものだと思っていたそうです。ところが、
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たくさんあるのだと知り、また、太陽の黒点の映像を見
たときになんと複雑なのか、とそのダイナミックさに魅
せられ、もっと太陽について知りたいという思いが太陽
研究を始めるひとつのきっかけとなったそうです。先生
は「このフレアは私の大好きなフレアです。」ととても
楽しそうに太陽について説明をしながら、観測衛星が撮
影した黒点の動画や太陽フレアの様子を紹介し、参加し
た高校生と保護者は大変興味深い様子で聞き入っていま
した。

京都大学の理学部は入ってから細かく自分の分野を選
ぶそうですが、先生は入学後、太陽研究に興味を持ち、
宇宙物理学教室で太陽をやりたいと思ったそうで、入学
してから自分の分野を決めるというのが、先生にとって
はよかったとのことです。宇宙物理学教室は大変人気の
狭き門だということで、先生も、もし入れなかった場合
のことを考えて他の分野の勉強もされていたそうです。
結果、宇宙物理学教室に入ることができ、今日まで楽し
く太陽研究を進めることができたとのことです。

先生が研究者として今思うことは、太陽の爆発現象は
物理的にそのメカニズムだけが面白いのではないという
ことです。研究を進めるうちに、実は、我々の文明生活
にも影響を及ぼしている可能性があるということがわか
り、太陽の研究を突き詰めることが私たちの生活に繋
がっている、ということが今大変やりがいになっている
そうです。また、先生が恵まれていると思うことは、総
合大学である京都大学ならではの広い分野を研究できる
ということだそうです。太陽研究が宇宙天気という広い
分野の中で社会に繋がり、新しい研究を通じて他分野の

方たちと繋がり、共同研究ができていることに恵まれて
いると感じるとのことです。

昼休憩後、講師の紹介、グループワークの説明があ
り、その後、高校生は希望学部別にグループ会場へ移動
し、グループワークを行いました。グループワークで
は、講師と学生スタッフが研究者の仕事や研究分野、学
部選択や学生生活、就職などについて高校生の質問をも
とに自身の経験を交えて話し、和気あいあいとした雰囲
気の中、行われました。その間、保護者は稲葉理事の挨
拶の後、京大生との交流会に参加しました。

グループワーク終了後は再び全員で集まり、まとめの
会を行いました。伊藤公雄 男女共同参画推進本部支援
室長の司会で、グループワークで聞くことができなかっ
た学部を超えた質問などに講師が答えました。「総合人
間学部はどんなことをするのですか」「教育学部、総合
人間学部、文学部の心理学は何が違うのですか。」「具体
的な就職先はどこですか。」「専攻はいつ頃決めますか。」

「NASA や JAXA で働くには理学部の物理学でしか学べ
ませんか。」などたくさんの質問があり、それぞれの分
野の講師が回答しました。また、質問の多かった女性研
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講師・グループ・会場
氏　名 所　　属 研　　究　　分　　野 会　　場

1 伊藤　公雄 文学研究科 文化社会学、メデイア研究、ジェンダー論 医学部 G 棟 2 F
 セミナー室 CD竹内　里欧 教育学研究科 教育社会学、文化社会学、歴史社会学

2 木村　敦子 法学研究科 民法（とくに家族法） 芝蘭別館 1 F　和室
木元　小百合 経営管理研究部 地盤力学

3 常見　俊直 理学研究科 理学と社会交流、科学コミュニケーション、社会連携 医学部 G 棟 2 F　セミナー室 B
浅井　歩 宇宙総合学研究ユニット 太陽面爆発現象（フレア）の観測的研究、宇宙天気研究

4 船曳　康子 人間・環境学研究科 こころの発達 医学部 G 棟 2 F　セミナー室 A
飯間　麻美 白眉センター・医学研究科 放射線診断学

5 任　　和子 医学研究科 生活習慣病看護学 医学部 G 棟 2 F　セミナー室 A
6 矢野　育子 薬学研究科 臨床薬学教育 医学部構内先端科学研究棟 1 F

 小セミナー室
7 杉野　未奈 工学研究科 耐震構造工学 芝蘭別館 2 F　研修室 1

山末　英嗣 エネルギー科学研究科 材料科学及び産業エコロジー
8 中谷　加奈 農学研究科 砂防学 芝蘭別館 2 F　研修室 2
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究者としての立場や留学に
ついても、それぞれの講師
の経験や意見を語ってもら
いました。最後に、女性研
究者支援のために男女共同
参画推進センターで行って
いる取り組みを紹介し、今
後も支援する体制を充実させ、皆さんの入学を待ってい
ますと締めくくりました。

その後、入試企画課より入試に関する質疑応答を行
い、プログラムを終了しました。

学生スタッフ
氏　名 所　　属

1 鈴木　慎介 文学部
田村　明日香 教育学部

2 改森　実奈 法学部
副島　大知 経済学部

3 磯田　珠奈子 理学部
安井　円香 理学部

4 西尾　周朗 医学部
向平　妃沙 医学部
藤川　詩織 医学部

5 勝島　倫子 医学部
6 加藤　夏己 薬学部
7 林　　洋平 工学部

村田　政弥 工学部
8 香月　和敬 農学研究科

林川　晴大 農学部
9 小川　岳史 総合人間学部（理系）

伊藤　香奈 総合人間学部（文系）

プログラム
10：00-10：30 京都大学医学部第一臨床講堂　受付
10：30-10：35 開会の挨拶 （理事・副学長　稲葉カヨ）
10：35-10：55 京都大学の紹介 （理事・副学長　川添信介）
10：55-11：10  入試に関する説明 （教育推進・学生支援部 入試企画課）
11：10-11：30  女性研究者の講演「太陽研究の最前線」
 （宇宙総合学研究ユニット　浅井歩）
11：30-13：00 昼休憩
13：00-13：30  講師紹介・グループワークの説明
 （広報・相談・社会連携事業 WG 主査　山末英嗣）
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13：50-15：00 グループワーク「車座になって話そう」

 【高校生】 講師・京大生とのグループワーク
 【保護者】 京大生との交流

15：00-15：20  移動（休憩）
15：20-15：50 まとめ （男女共同参画推進本部支援室長　伊藤公雄）
15：50-16：00 休憩
16：00-17：00  入試に関する質疑応答 （教育推進・学生支援部 入試企画課）
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感謝と初心を忘れずに
 地球環境学堂・准教授　　古川 愛子

工学部地球工学科の土木工学コースを卒業し、地震工
学に関する研究に携わっています。

小さいときから理数科目が好きで、小学校 5 年生の
ときに既に、私は理系だな、と思っていました。旅先で
経験した 1994 年北海道東方沖地震と、その 3 か月後の
1995 年兵庫県南部地震の 2 つの地震をきっかけに、地
震のことに興味を持ち、地球工学科を志望しました。4
回生のときに、希望していた地震工学の研究室に入るこ
とができたときは嬉しかったです。しかし、最初から研
究者を目指していたわけではありませんでした。

工学部の学生のほとんどは大学院に進学します。しか
し私は、家族の勧めもあって、地元の役所に就職しまし
た。公務員試験の準備を進めていたころ、研究室教授の
土岐憲三先生から、大学院に進学して、博士課程まで進
んで、研究者になるという選択肢もある、そのほうが、
あなたにとってはハッピーではないか、とのお言葉を頂
きました。研究に興味がありましたので、お言葉を頂い
て気持ちが揺れましたが、役所への就職を選びました。 

しかし役所に入って、ここは自分の居場所ではない、
大学院に行って研究をしたい、という気持ちが日に日に
強くなり、思い切って院試を受け直し、同級生に 1 年
遅れで大学院修士課程に進学しました。

私は研究者になるのに一年遠回りをしましたが、その
遠回りがよかったと思っています。自分と向き合い、本
当にやりたいことが分かったからです。今は自分の居場
所が見つかり、好きな研究をさせて頂いている、という
感謝の気持ちでおります。研究者の道を勧めてくださ
り、再び温かく迎えてくださった土岐先生には感謝して
います。

大学院に進学してからは、学外の研究委員会に参加す
る機会を頂いて、研究室の外に世界が広がりました。他
大学の先生や院生との交流を通して、地震工学には様々
な研究分野（地震動、構造物、地盤、防災、等々）があ
ることを知りました。少しずつ知識が身につき、議論に
参加できることに喜びを感じながら、充実した日々を過
ごしました。

博士課程の途中で、九州大学の大塚久哲先生の研究室

で助教としてお世話になるこ
とになりました。民間企業と
の共同研究が盛んな研究室
で、技術者の方とお仕事をす
る機会に恵まれ、実務のこと
を広く勉強させて頂きまし
た。自分の学位論文の研究に
取り組みつつ、学生指導や、
委員会活動、共同研究などに参加させて頂きました。ま
た、夏休み期間に 2 カ月ほど、イギリスのケンブリッ
ジ大学に留学する機会も与えていただいた大塚先生には
大変お世話になりました。

そうこうしているうちに、京大に異動することになり
ました。1 年目は、小池武先生、五十嵐晃先生の研究室
でお世話になり、好きな研究に専念させて頂きました。
小池先生と五十嵐先生の、研究に対する真摯な姿勢に触
れたこの頃から、浅く広い研究でなく、研究テーマを
絞って、深く詳しい研究をしていきたいと思うようにな
りました。

2 年目、現在所属する清野純史先生の研究室に異動
となりました。清野先生は、学生時代からお世話になっ
ている、強くて優しくて包容力のある先生です。研究室
は、清野先生の人柄に惹かれて集まってくる学生や共同
研究者で活気に満ちています。毎日研究室で楽しく過ご
すことが出来ているのは、ひとえに清野先生のお人柄の
おかげと感謝しています。

これまでを時系列で振り返ってみて、改めて、自分は
恵まれた環境で周りの方に支えられてこれまでやってこ
られたと、感謝の気持ちでいっぱいです。これからは、
自分が与えていく側になって、恩返しをしていきたいと
思っています。そして今年は、2011 年の東北地方太平
洋沖地震から 5 年目となります。当時、津波被害の映
像を見て、被害の大きさに言葉を失ったことが思い出さ
れます。兵庫県南部地震以降、土木構造物の耐震設計は
大きく進歩しましたが、東北地方太平洋沖地震を経験し
て、新たな課題が多数見つかりました。地震工学者が取
り組むべき研究課題は、まだまだたくさんあります。自
分の研究成果が、問題解決に少しでも貢献できるよう
に、自分のペースで、精一杯、研究に精進していきたい
と思っています。
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2 月 22 日（月）、芝蘭会館別館研修室 2 にて “Women 

and Wish” フォーラム第 2 回「男女共同参画推進セン

ターの実験研究補助者制度を利用して」を開催しまし

た。

始めに、山末 英嗣広報・相談・社会連携事業ワーキ

ンググループ主査の司会で、稲葉 カヨ理事・副学長よ

り開会の挨拶がありました。

次に、東樹 宏和先生（人間・環境学研究科）が「『男

の器量』と育休：父として、教員として、夫として」と

題し、講演を行いました。

東樹先生は 1 ヶ月間育児

休暇を取得しましたが、直

近 2 年での男性の育休利

用としては唯一の利用者

だったとのことで、育休だ

けが全てではないがもっと

取得率が上がってほしいと

述べました。育児を通して家事、育児、仕事の両立の大

変さを実感し、父親が育児をすることに対し行政やマス

メディアを含めた世間の意識の低さなどを感じたそう

で、感じたことなどは個人の情報に留めずに周囲に発信

するようにしているとのことです。体のつくりの違いで

母親にはどうしてもかなわ

ない部分があることは確か

なので、父性をどう積極的

に利用するか考え、育休取

得など個人の行動を介して

社会の未来を変えていく努

力をすることや、子供の思春期以降に社会との関わり方

を伝える役目をしたいと語りました。また、子を持つ一

“⁉ ⁗‒⁓⁖‒⁉⁛⁚⃰フォーラム 2
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人の科学者として子供たちに安心して暮らせる世界を残

すための研究や活動に一層取り組みたいと話しました。

また、京都大学には学生を社会に送り出す大学だからこ

そ先頭に立ってやっていってほしい、その際、トップダ

ウンとボトムアップをうまくかみ合わせての活動が重要

だとの見解を示しました。

次に、佐藤 亨就労支援事

業ワーキンググループ主査よ

り、実験補助者制度の現状に

ついて説明がありました。費

用の限度があり、支給額を下

げすぎてはいけないと思うと

採択数を絞らざるを得ない状

況で、採択数は応募の 6 割くらいの年 30 件ほどになっ

ています。一時は、申請書類の準備が大変なこともあ

り、申請自体を諦めてしまう方がいたことは大変残念で

すが、少しは改善してきており、国立大学のおかれる厳

しい状況の中で頑張っています、と現状を説明し、今回

は率直な意見をお聞きしたいと述べました。

その後、実験研究補助者制度の利用者を代表し、

小石 かつら先生（白眉センター／人文科学研究所）と

竹之内 沙弥香先生（医学研究科）より、お話がありま

した。

News Letter       2016.3.20       第 67 号

－ 46 － － 47 －



ᡲ᠍Ჴ研究者ƴなǔᲛ ᇹ �� ׅ

感謝と初心を忘れずに
 地球環境学堂・准教授　　古川 愛子

工学部地球工学科の土木工学コースを卒業し、地震工
学に関する研究に携わっています。

小さいときから理数科目が好きで、小学校 5 年生の
ときに既に、私は理系だな、と思っていました。旅先で
経験した 1994 年北海道東方沖地震と、その 3 か月後の
1995 年兵庫県南部地震の 2 つの地震をきっかけに、地
震のことに興味を持ち、地球工学科を志望しました。4
回生のときに、希望していた地震工学の研究室に入るこ
とができたときは嬉しかったです。しかし、最初から研
究者を目指していたわけではありませんでした。

工学部の学生のほとんどは大学院に進学します。しか
し私は、家族の勧めもあって、地元の役所に就職しまし
た。公務員試験の準備を進めていたころ、研究室教授の
土岐憲三先生から、大学院に進学して、博士課程まで進
んで、研究者になるという選択肢もある、そのほうが、
あなたにとってはハッピーではないか、とのお言葉を頂
きました。研究に興味がありましたので、お言葉を頂い
て気持ちが揺れましたが、役所への就職を選びました。 

しかし役所に入って、ここは自分の居場所ではない、
大学院に行って研究をしたい、という気持ちが日に日に
強くなり、思い切って院試を受け直し、同級生に 1 年
遅れで大学院修士課程に進学しました。

私は研究者になるのに一年遠回りをしましたが、その
遠回りがよかったと思っています。自分と向き合い、本
当にやりたいことが分かったからです。今は自分の居場
所が見つかり、好きな研究をさせて頂いている、という
感謝の気持ちでおります。研究者の道を勧めてくださ
り、再び温かく迎えてくださった土岐先生には感謝して
います。

大学院に進学してからは、学外の研究委員会に参加す
る機会を頂いて、研究室の外に世界が広がりました。他
大学の先生や院生との交流を通して、地震工学には様々
な研究分野（地震動、構造物、地盤、防災、等々）があ
ることを知りました。少しずつ知識が身につき、議論に
参加できることに喜びを感じながら、充実した日々を過
ごしました。

博士課程の途中で、九州大学の大塚久哲先生の研究室

で助教としてお世話になるこ
とになりました。民間企業と
の共同研究が盛んな研究室
で、技術者の方とお仕事をす
る機会に恵まれ、実務のこと
を広く勉強させて頂きまし
た。自分の学位論文の研究に
取り組みつつ、学生指導や、
委員会活動、共同研究などに参加させて頂きました。ま
た、夏休み期間に 2 カ月ほど、イギリスのケンブリッ
ジ大学に留学する機会も与えていただいた大塚先生には
大変お世話になりました。

そうこうしているうちに、京大に異動することになり
ました。1 年目は、小池武先生、五十嵐晃先生の研究室
でお世話になり、好きな研究に専念させて頂きました。
小池先生と五十嵐先生の、研究に対する真摯な姿勢に触
れたこの頃から、浅く広い研究でなく、研究テーマを
絞って、深く詳しい研究をしていきたいと思うようにな
りました。

2 年目、現在所属する清野純史先生の研究室に異動
となりました。清野先生は、学生時代からお世話になっ
ている、強くて優しくて包容力のある先生です。研究室
は、清野先生の人柄に惹かれて集まってくる学生や共同
研究者で活気に満ちています。毎日研究室で楽しく過ご
すことが出来ているのは、ひとえに清野先生のお人柄の
おかげと感謝しています。

これまでを時系列で振り返ってみて、改めて、自分は
恵まれた環境で周りの方に支えられてこれまでやってこ
られたと、感謝の気持ちでいっぱいです。これからは、
自分が与えていく側になって、恩返しをしていきたいと
思っています。そして今年は、2011 年の東北地方太平
洋沖地震から 5 年目となります。当時、津波被害の映
像を見て、被害の大きさに言葉を失ったことが思い出さ
れます。兵庫県南部地震以降、土木構造物の耐震設計は
大きく進歩しましたが、東北地方太平洋沖地震を経験し
て、新たな課題が多数見つかりました。地震工学者が取
り組むべき研究課題は、まだまだたくさんあります。自
分の研究成果が、問題解決に少しでも貢献できるよう
に、自分のペースで、精一杯、研究に精進していきたい
と思っています。

Page  4

Gender Equality Promotion Center

〒 606-8303　　京都市左京区吉田橘町
電話　　075（753）2437
FAX        075（753）2436
E-mail　 w-shien@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
HP          http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/

2 月 22 日（月）、芝蘭会館別館研修室 2 にて “Women 

and Wish” フォーラム第 2 回「男女共同参画推進セン

ターの実験研究補助者制度を利用して」を開催しまし

た。

始めに、山末 英嗣広報・相談・社会連携事業ワーキ

ンググループ主査の司会で、稲葉 カヨ理事・副学長よ

り開会の挨拶がありました。

次に、東樹 宏和先生（人間・環境学研究科）が「『男

の器量』と育休：父として、教員として、夫として」と

題し、講演を行いました。

東樹先生は 1 ヶ月間育児

休暇を取得しましたが、直

近 2 年での男性の育休利

用としては唯一の利用者

だったとのことで、育休だ

けが全てではないがもっと

取得率が上がってほしいと

述べました。育児を通して家事、育児、仕事の両立の大

変さを実感し、父親が育児をすることに対し行政やマス

メディアを含めた世間の意識の低さなどを感じたそう

で、感じたことなどは個人の情報に留めずに周囲に発信

するようにしているとのことです。体のつくりの違いで

母親にはどうしてもかなわ

ない部分があることは確か

なので、父性をどう積極的

に利用するか考え、育休取

得など個人の行動を介して

社会の未来を変えていく努

力をすることや、子供の思春期以降に社会との関わり方

を伝える役目をしたいと語りました。また、子を持つ一
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人の科学者として子供たちに安心して暮らせる世界を残

すための研究や活動に一層取り組みたいと話しました。

また、京都大学には学生を社会に送り出す大学だからこ

そ先頭に立ってやっていってほしい、その際、トップダ

ウンとボトムアップをうまくかみ合わせての活動が重要

だとの見解を示しました。

次に、佐藤 亨就労支援事

業ワーキンググループ主査よ

り、実験補助者制度の現状に

ついて説明がありました。費

用の限度があり、支給額を下

げすぎてはいけないと思うと

採択数を絞らざるを得ない状

況で、採択数は応募の 6 割くらいの年 30 件ほどになっ

ています。一時は、申請書類の準備が大変なこともあ

り、申請自体を諦めてしまう方がいたことは大変残念で

すが、少しは改善してきており、国立大学のおかれる厳

しい状況の中で頑張っています、と現状を説明し、今回

は率直な意見をお聞きしたいと述べました。

その後、実験研究補助者制度の利用者を代表し、

小石 かつら先生（白眉センター／人文科学研究所）と

竹之内 沙弥香先生（医学研究科）より、お話がありま

した。
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小石先生は、ある男性研究

員の奥様が研究者を辞め、専

業主婦になったお話を例に出

し、本人や周囲も気づいてい

ないかもしれないが、研究者

として仕事を続けていく上

で、いろいろな障害に心が折

れてしまうということも考えられると話されました。先

生も実験研究補助者制度の申請の際は、ここまでしない

といけないならやめたらいいじゃないか、という気持ち

になったそうです。研究者を続けることでパートナーに

制限をかけてしまう、迷惑をかけてしまう、保育所が見

つからない、一方で私が仕事をしなくても周囲に反対す

る人はいない、制度を使うわけでもない、迷惑をかける

わけでもない、研究さえやめれば問題は解決してしま

う。研究者として消えることにハードルはないが、続け

ることに関してはハードルがたくさんある。その中で、

実験補助者制度はただ助かるという意味以上に、自分の

研究に価値があると思い直させてくれる、研究者として

の存在そのものを支えてもらえる精神的にも有難いもの

であったし、今後も続けていってもらいたいと述べまし

た。ただ、採択率 6 割の現状は悲しいことであると

し、諦めて申請しない人の気持ちもわかるので申請に対

するサポートがあればいいと意見を述べました。

竹之内先生は、5 年前に

育児と介護に苦労しながら

実験補助者雇用制度に応募

したものの、初めて応募し

た際は不採択だったそうで

す。申請書類を記入してい

ると、この様な大変な状況

で働いても良いのかと辛い気持ちになったそうで、申請

してもだめだろうと 2 回目の申請は諦めていたそうで

す。ところが、上司に推薦してもらい応募したところ採

択され、以降 3 期に渡り利用されているとのことで

す。制度を利用する前は、育児や家事の時間を削って研

究活動をしても大幅に遅れるような状況、自分や家族の

体調不良、周りに同じよ

うな状況で相談できる人

もおらず、家族に大きく

負担をかけ、常に罪悪感

があり、母として、教員

として、妻として、娘と

して、全ての立場で自分

はダメだと感じ、自尊感

情が著しく低下していた

と思い返されました。一

転、制度を利用してから

はデータ収集を補助者の

方にお願いしたことで、

保育園のお迎えはほぼ定

刻通りに行け、家族の時間が持てるようになり、子供、

家族のストレスや負担も減りうまく回るようになったそ

うです。研究も「これでいいのだ」とアイデンティティ

を再構築でき、効率的に教育や研究に取り組むことがで

きるようになったとのことで、この制度なくして今の私

はないというほどこの制度は大変有難かったとのことで

す。一方、経験から感じたこととして、搾乳場所がなく

トイレで搾乳をした経験から環境がもっと整えばと感じ

たこと、教育と研究では研究が重視されるが、教育とバ

ランスよく評価してほしいと思うこと、子育て中の方と

繋がるネットワークがあればいいと思うこと、どれだけ

説明しても実際に経験した人でないと理解してもらうこ

とが難しいと感じること、ワークライフバランスを考慮

した働き方の事例の紹介があればいいと思うこと、ワー

クライフバランスをとりながら頑張っている女性研究者

が本制度や表彰のように、何らかの形で認めてもらえる

機会が増えればさらに良いのではないかなど意見を述べ

ました。

その後、女性教員懇話会を代表し、豊島 文子先生

（ウイルス研究所）が懇話会について説明し、楯谷 智子

先生（白眉センター）が懇話会からの実験研究補助者制

度についての意見を述べました。「応募期間が短い」「申

請書類を半年ごとに用意するのが大変」「雇用期間 6 ヶ

月では短すぎて人を雇いにくい」「選考基準の明確化」

「男性も利用しやすいようにホームページなどイラスト

や色など配慮してほしい」などの意見がありました。次

に、王 柳蘭先生、鈴木 咲衣先生（白眉センター）が女
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その後、女性教員懇話会を代表し、豊島 文子先生

（ウイルス研究所）が懇話会について説明し、楯谷 智子
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性研究員の生きづらさを集めたボードを紹介し、意見に

ならない生きづらさの声に寄り添う制度作り、空気作り

に活かしてほしいと述べました。

続いて、伊藤 公雄推進本部支援室長の進行で、山極

壽一総長からお話がありました。山極総長は日本社会の

問題は、育児と家庭の問題は「その家庭の問題」として

しまうことだと述べ、公的に、地域社会、職場が口を出

していかなければいけないのではないかとの考えを示し

ました。総長も研究室で子育て中の女性と一緒に長らく

働いていたそうですが、彼女にしかできないことがある

から続けてもらわないと困ると思ったし、彼女も周囲の

期待があったから決心した。周囲がそのように持ってい

かないといけないと述べました。また、育児中には責任

のある仕事を任せられないというが、責任ある仕事を責

任持ってやるという社会のコンセンサスがあればサポー

ト体制もできていくだろうし、本人も仕事を続けられる

と思うと述べました。また、伝統的な常識を変えるには

生物学的な特性を補いながらいろんなモデルを作って、

個別性からある程度の普遍性へと舵を切らないといけな

いと語りました。そして、制度を変えていくためには個

別的な意見をいっぱい集めてこれはできる、これはでき

ないとしたほうがうまくいくと思うので、今回のフォー

ラムは具体的な事例や要望を知る大変いい機会であると

述べました。その後、参加者から多くの質問や意見を頂

き、回答しました。

最後に、伊藤推進本部支援室長が、男女共同参画推進

センターを活用してもらい、個別の事例やいろいろな課

題を共有するしくみができればいいと思いますと締めく

くり、フォーラムを終了しました。

 �� ࡇ࠰ � 研究ȷ᬴ܱᙀя者ᨽဇСࡇƷМဇ者ƕൿܭƠǇƠたŵ

平成 28 年度 1 期研究・実験補助者雇用制度の利用者は、18 名（女性 12 名、男性 6 名）の方に決まりました。

研究・実験補助者雇用制度とは

出産・育児・介護等で、十分な研究・実験時間がとれない研究者に対し、研究又は実験業務（注：教育関係
の業務は支援対象外）を補助する者の雇用経費を負担します。募集は、年 2 回（ 6 月、12 月）です。本事
業は、女性研究者に限らず、男性研究者も対象となります。また、研究分野の文系・理系は問いません。補
助者未定でも申請できます。
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さよならイキイキ・モデル
 人文科学研究所・准教授　　石井 美保

女性研究者への応援冊子ともいうべき『たちばな』と
いう媒体に、「研究者になる！」という連載タイトル。
この条件での執筆となると、何とはなしに、「研究も家
事も育児も、大変だけど毎日充実しています！」とい
う、ポジティヴでエネルギッシュな文章を書かなくては
ならないような気がしてくる。こうした模範的なイメー
ジを、ここでは仮に「イキイキ・モデル」と名づ けた
い。仕事と家庭生活を両立し、イキイキと輝いている女
性研究者像である。

でも待てよ、と思いとどまる。この冊子の主な読者層
が若手の女性研究者だとしたら、そうしたモデルを提示
されるのは、ちょっと息苦しくなることではないか。
ちょうど、「女性が輝く日本！」といった上からの掛け
声に、息苦しさを感じるのと同じように。切れ目のない
キャリア、自己点検・評価、論文執筆に学会発表。家事
に育児に介護。私たちの周りはすでに、身動きのできな
いほどの「マスト」項目で埋まっている。この小さな
エッセイの中でまで、イキイキ・モデルを奨励しなくて
もよいだろう、と思うことにする。

私の専門は文化人類学である。女性研究者のおかれる
状況は、理系か文系かによって随分変わってくると思う
が、文系の中でも文化人類学は、長期のフィールドワー
クが必須という点で特殊だといえる。大抵の学生は、博
士課程在籍時に一年ほどの現地調査を経験する。私の場
合、2000 年前後に通算 15 ヶ月間ほど、ガーナの農村で
調査を行った。研究テーマは精霊祭祀や呪術といった地
域の在来宗教と、多民族社会における人々の関係性であ
る。精霊を祀る司祭の家に居候させてもらい、宗教実践
に関する調査を進める傍ら、村人の生活を知るために農
地や森の中を歩き回った。

大学院博士課程といえば、年の頃は 26 歳前後。同年
輩の友人知人はそろそろ結婚していくお年頃である。電
気や水道のない村で、ときにスコールに叩かれ、マラリ
ヤ熱に罹りつつ、呪術や儀礼について学び続ける日々。
そんな私の元に、「私たち結婚しました！」という、幸
せいっぱいの写真付きハガキ（日本から転送されてき

た）が何枚となく舞い込んで
くる。これはなかなか、シュー
ルといおうか、哀愁を誘うと
いおうか、「私って一体…」
という気持ちになる経験であ
る。

そんな私もどうにか博士論
文を提出し、学振 PD の身分でアムステルダム大学に留
学することになった。ここで私にとっての大問題は、留
学期間が妊娠・出産時期とまるきり重なってしまったこ
とである。おまけに、やはり人類学者である夫も同時期
にインド留学が決まってしまった。仕方がないので、夫
にはインドとオランダを往復してもらうことにして、オ
ランダで出産してみることにした。結果としては、留学
というよりも「産みに行った」というほうが相応しいオ
ランダ滞在ではあったが、その中でも印象深い出会いは
あった。アムステルダム大でポスドクをしていたマリー
ンは、私と同じくガーナ研究者。まだ 1 歳に満たない
娘を研究会に連れてきて、ガーナ人の旦那さんと交替で
あやしていた。当時 40 歳にして既に著名な研究者で
あったビルギットは、9 歳の息子の母であり、持病を抱
えながらの研究生活。息子の誕生日に大掛かりなパー
ティを催したことを嬉しそうに話した後、ほっと息をつ
いて、「でも大変よ」と呟いていた。おそらくは妊婦の
身だったからこそ、研究という枠組みを離れて何か通じ
合えたように感じた瞬間を、今もときどき思い出す。

オランダで長女を出産し、その 6 年後に日本で次女
を出産。この十年ほど、二人の娘を調査地に連れていく

「子連れフィールドワーク」を敢行中である。という
と、調査地でも仕事と育児をこなす超イキイキ・ライフ
を実践しているようであるが、そうではない。何かと抜
けている母を心配する子らに「ついてきてもらってい
る」というのが実情である。こんな風に、ときにジタバ
タ、ときにヨロヨロと過ごしているうちに、定年を迎え
ることになるのだろうか。いずれにしても私にとって、

「キャリアも家庭も！」という無限のループからしばし
逃れて、何者でもない自分のあり方を見直せるのは、や
はりフィールドにいるときなのかもしれない。
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性研究者像である。

でも待てよ、と思いとどまる。この冊子の主な読者層
が若手の女性研究者だとしたら、そうしたモデルを提示
されるのは、ちょっと息苦しくなることではないか。
ちょうど、「女性が輝く日本！」といった上からの掛け
声に、息苦しさを感じるのと同じように。切れ目のない
キャリア、自己点検・評価、論文執筆に学会発表。家事
に育児に介護。私たちの周りはすでに、身動きのできな
いほどの「マスト」項目で埋まっている。この小さな
エッセイの中でまで、イキイキ・モデルを奨励しなくて
もよいだろう、と思うことにする。

私の専門は文化人類学である。女性研究者のおかれる
状況は、理系か文系かによって随分変わってくると思う
が、文系の中でも文化人類学は、長期のフィールドワー
クが必須という点で特殊だといえる。大抵の学生は、博
士課程在籍時に一年ほどの現地調査を経験する。私の場
合、2000 年前後に通算 15 ヶ月間ほど、ガーナの農村で
調査を行った。研究テーマは精霊祭祀や呪術といった地
域の在来宗教と、多民族社会における人々の関係性であ
る。精霊を祀る司祭の家に居候させてもらい、宗教実践
に関する調査を進める傍ら、村人の生活を知るために農
地や森の中を歩き回った。

大学院博士課程といえば、年の頃は 26 歳前後。同年
輩の友人知人はそろそろ結婚していくお年頃である。電
気や水道のない村で、ときにスコールに叩かれ、マラリ
ヤ熱に罹りつつ、呪術や儀礼について学び続ける日々。
そんな私の元に、「私たち結婚しました！」という、幸
せいっぱいの写真付きハガキ（日本から転送されてき

た）が何枚となく舞い込んで
くる。これはなかなか、シュー
ルといおうか、哀愁を誘うと
いおうか、「私って一体…」
という気持ちになる経験であ
る。

そんな私もどうにか博士論
文を提出し、学振 PD の身分でアムステルダム大学に留
学することになった。ここで私にとっての大問題は、留
学期間が妊娠・出産時期とまるきり重なってしまったこ
とである。おまけに、やはり人類学者である夫も同時期
にインド留学が決まってしまった。仕方がないので、夫
にはインドとオランダを往復してもらうことにして、オ
ランダで出産してみることにした。結果としては、留学
というよりも「産みに行った」というほうが相応しいオ
ランダ滞在ではあったが、その中でも印象深い出会いは
あった。アムステルダム大でポスドクをしていたマリー
ンは、私と同じくガーナ研究者。まだ 1 歳に満たない
娘を研究会に連れてきて、ガーナ人の旦那さんと交替で
あやしていた。当時 40 歳にして既に著名な研究者で
あったビルギットは、9 歳の息子の母であり、持病を抱
えながらの研究生活。息子の誕生日に大掛かりなパー
ティを催したことを嬉しそうに話した後、ほっと息をつ
いて、「でも大変よ」と呟いていた。おそらくは妊婦の
身だったからこそ、研究という枠組みを離れて何か通じ
合えたように感じた瞬間を、今もときどき思い出す。

オランダで長女を出産し、その 6 年後に日本で次女
を出産。この十年ほど、二人の娘を調査地に連れていく

「子連れフィールドワーク」を敢行中である。という
と、調査地でも仕事と育児をこなす超イキイキ・ライフ
を実践しているようであるが、そうではない。何かと抜
けている母を心配する子らに「ついてきてもらってい
る」というのが実情である。こんな風に、ときにジタバ
タ、ときにヨロヨロと過ごしているうちに、定年を迎え
ることになるのだろうか。いずれにしても私にとって、

「キャリアも家庭も！」という無限のループからしばし
逃れて、何者でもない自分のあり方を見直せるのは、や
はりフィールドにいるときなのかもしれない。
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京都大学男女共同参画推進センター䛷䛿䚸学⏕䚸◊✲

⪅䛾◊✲䛸⫱ඣ䛾୧❧䜢ᨭ䛩䜛䛣䛸䜢┠ⓗ䛸䛧䚸男女共

同参画推進センターෆ䛻䚸䛂ಖ⫱ᅬධᅬᚅᶵஙඣ䛾䛯䜑䛾

ಖ⫱タ䛃䜢タ䛡䜎䛩䚹䛣䛾ಖ⫱タ䛿䚸⌧ᅾ䚸ಖ⫱ᅬ䛾

ධᅬᚅ䛱䜢వ䛺䛟䛥䜜䛶䛔䜛◊✲⪅➼䜢ᑐ㇟䛸䛧䜎䛩䚹
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㈇ᢸ䛧䛶ᐇ䛧䜎䛩䚹 
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タ䛾ྡ⛠䠖京都大学男女共同参画推進センターಖ⫱ᅬ

ධᅬᚅᶵஙඣಖ⫱ᐊ 

タ䛾ᡤᅾᆅ䠖京都ᕷᕥ京༊ྜྷ⏣ᶲ⏫ 京都大学男女共

同参画推進センターෆ 
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⏝䛩䜛䜒䛾䛸䛧䜎䛩䚹 
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㻞㻘㻜㻜㻜 䠄⛯㎸䠅䠅ィ⟬䜒ྍ⬟䛷䛩䚹 

䈜㻟䠅㛫እಖ⫱ᩱ㔠䛿䚸㻟㻜 ศ 㻝㻘㻜㻜㻜 㻛学⏕ 㻤㻜㻜 䠄⛯㎸䚸

ஙඣ 㻝 ே䛒䛯䜚䠅䛷䛩䚹 

䈜㻠䠅⣬䛚䜐䛴䚸䝭䝹䜽䚸䛚䜔䛴䚸㣗➼䛿⏝ᩱ㔠䛻ྵ䜎

䜜䜎䛫䜣䛾䛷ಖㆤ⪅䛜ᣢ参䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

䈜㻡㻕Ꮚ➼䛾」ᩘ䛾ஙඣ䛜⏝䛩䜛ሙྜ䛾⏝ᩱ㔠䛿䚸

ஙඣ䠍ேᙜ䛯䜚䛻䛴䛔䛶䚸ᡤᐃ䛾⏝ᩱ㔠䛻 㻤㻜䠋㻝㻜㻜 䜢

䛨䛯㢠䛸䛧䜎䛩䚹 

ධᐊ⏦㎸䠖㻝 䞄月༢䛷䛾⏦㎸䜏䛸䛧䜎䛩䚹ణ䛧䚸ධ䞉㏥ᐊ

䛾月䛿䛣䛾㝈䜚䛷䛿䛒䜚䜎䛫䜣䚹 

䖩㛤室ᮇ㛫䠖ᖹᡂ27ᖺ4᭶6᪥䡚ᖹᡂ28ᖺ3᭶31᪥
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䖩ಖ⫱ሙᡤ䠖ி㒔Ꮫ男女共同参画推進センター

䖩⏝㈨᱁䠖ி㒔Ꮫ䛻ᡤᒓ䛩䜛Ꮫ⏕䚸◊✲➼䛻ᦠ䜟䜛ᩍ⫋ဨ

䠄᪥本Ꮫ⾡⯆≉ู◊✲ဨ䜢ྵ䜐䠅

䖩ᑐ㇟ஙඣ䠖⏕ᚋ9㐌┠䡚15䞄᭶ᮍ‶䠄㏥室䠅䛾ᗣ䛺ஙඣ

䖩ᐃဨ䠖4᭶䡚5᭶䠖3ྡ䚸6᭶䡚8᭶䠖6ྡ䚸9᭶䡚⩣3᭶䠖18ྡ

ͤᖹᡂ27ᖺᗘ᪂ධᏛ⏕䞉᪂つ╔௵⪅䚸ཬ䜃ㅖ事䛻䜘䜚⮬体䛾ಖ⫱ᡤ䛾4᭶ධᡤ䛻
⏦䛧㎸䜑䛺䛛䛳䛯᪉䜢ඃඛ䛧䜎䛩䚹

ヲ⣽䛿男女共同参画推進センター䛾䝩ー䝮䝨ー䝆䛷䟿

http://www.cwr.kyotoͲu.ac.jp/index.php
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㻝䠊๓Ⓩ㘓 
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䝯ー䝹䛷㏦䛩䜛䛣䛸䜒䛷䛝䜎䛩䚹 

㏦ඛ䠖京都ᕷᕥ京༊ྜྷ⏣ᶲ⏫  

京都大学男女共同参画推進センターಖ⫱ᐊ⏝ಀ 
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䛺䛚䚸ಖ⫱ᐊධᐊ䜎䛷䛻⮬య䛜Ⓨ⾜䛩䜛⏝ྍ㏻▱

䛾᥍䛘䜢ᥦฟ䛩䜛ᚲせ䛜䛒䜚䜎䛩䚹 
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䛂京都大学男女共同参画推進センターಖ⫱ᅬධᅬᚅᶵங
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ಖ⫱ᐊ䛾ྛᴗົཬ䜃䛭䜜䜙䛾ᴗົ䛻㛵䛩䜛㐃⤡䞉ၥ䛔ྜ

䜟䛫䛾䛯䜑䛻⏝䛧䜎䛩䚹 

 

ู⣬୍ぴ䠄┬␎䠅 

ู⣬ 㻝䠖䛂ಖ⫱ᅬධᅬᚅᶵஙඣಖ⫱ᐊ䛃⏝䛾๓Ⓩ㘓⚊ 

ู⣬ 㻞䠖䛂ಖ⫱ᅬධᅬᚅᶵஙඣಖ⫱ᐊ䛃⏝⏦ㄳ書 

ู⣬ 㻟䠖䛂ಖ⫱ᅬධᅬᚅᶵஙඣಖ⫱ᐊ䛃⏝ኚ᭦⏦ㄳ書 

ู⣬ 㻠䠖䛂ಖ⫱ᅬධᅬᚅᶵஙඣಖ⫱ᐊ䛃ᗣ䡡㌟య≧ἣఛ

䛔書 
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䕔ಖㆤ⪅᠓ㄯ 

㻞㻜㻝㻡 ᖺ 㻝㻝 ᭶ 㻞㻡 ᪥ 

ಖ⫱ᅬධᅬᚅᶵஙඣ䛾䛯䜑䛾ಖ⫱ᐊ䜢⏝䛧䛶䛔䜛ಖㆤ⪅䛾᠓ㄯ䜢⾜䛔䜎䛧䛯䚹⫱ඣ䞉ㆤᨭᴗ䠳䠣ᰝ ᑠす⏤⣖

Ꮚඛ⏕䛾ྖ進⾜䛷䚸㣗䜢㣗䜉䛺䛜䜙䚸Ꮚ䛹䜒䛯䛱䛾ಖ⫱ᐊ䛷䛾ᵝᏊ䜢䝇䝷䜲䝗䛷ぢ䛯䜚䚸ಖ⫱ኈ䛥䜣䛛䜙ᡭ㐟䜃䜢ᩍ䛘䛶䜒

䜙䛖䛺䛹䛧䛶䚸ಖㆤ⪅同ኈ䛾ὶ䜢῝䜑䜎䛧䛯䚹 
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䛚䜐䛛䛘ಖ⫱ 

 

䕔⏝ෆ 

 Ỵ䜎䛳䛯᭙᪥䛰䛡Ꮚ䛹䜒䜢ಖ⫱ᅬ䛻㏄䛘䛻⾜䛡䛺䛔䚹ᛴ㑉ኤ᪉䛻ᡴྜ䛫䛜ධ䜚䚸ಖ⫱ᅬ䛾䛚㏄䛘䛻㛫䛻ྜ䜟䛺䛔䈈䛺䛹䛷䚸ᅔ

䛳䛶䛔䜎䛫䜣䛛䚹䛭䜣䛺◊✲⪅䞉学⏕䛾䛯䜑䛻䚸男女共同参画推進センター䛷䛿䛂䛚䜐䛛䛘ಖ⫱䛃䜢㛤タ䛧䜎䛩䚹䛣䛾ಖ⫱䛿䚸◊✲

➼䛾都ྜ䛷Ꮚ䛹䜒䜢ಖ⫱ᶵ㛵䛻㏄䛘䛻⾜䛡䛺䛔ಖㆤ⪅䛻௦䜟䜚䚸ಖ⫱⪅䛜Ꮚ䛹䜒䜢㏄䛘䛻⾜䛝䚸男女共同参画推進センター

䛷୍ಖ⫱䜢⾜䛖䜒䛾䛷䛩䚹㐠Ⴀ䛻䛴䛔䛶䛿䚸ಖ⫱ᴗ⪅䛻ጤク䛧䛶ᐇ䛧䜎䛩䚹䛤⏝䜢ᕼᮃ䛥䜜䜛᪉䛿䚸ୗグ䛾ෆᐜ䜢⇍ㄞ䛾䛖

䛘䚸䛚⏦䛧㎸䜏䛟䛰䛥䛔䚹 

 

䕻⏝᮲௳ 

⏝㈨᱁䠖 

京都大学䛻ᡤᒓ䛩䜛学⏕䞉◊✲➼䛻ᦠ䜟䜛ᩍ⫋ဨ㻔᪥ᮏ学⾡

⯆≉ู◊✲ဨ䜢ྵ䜐䠅 

ಖ⫱ᑐ㇟䠖 

⏕ᚋ 㻞 䜹月䛛䜙ᑠ学 㻟 年⏕䜎䛷䛾⏝㈨᱁⪅䛾Ꮚ䛹䜒 

⏝ᐃဨ䠖 

Ꮚ䛹䜒 㻡 ே⛬ᗘ䠄ᘵ䚸年㱋ᵓ成䛻䜘䜚␗䛺䜛ሙྜ䛜䛒䜛䠅 

⏝ᩱ㔠䠖 

䐟ಖ⫱ᩱ㔠 㻥㻞㻜 䠄⛯㎸䠅㻛㻟㻜 ศ䡚㻝㻘㻟㻢㻜 䠄⛯㎸䠅㻛㻟㻜 ศ䠄

㛫ᖏ䛻䜘䜚␗䛺䜛䠅 

㻖 Ꮚ䛹䜒 㻝 ே䛻䛴䛔䛶䛾ᩱ㔠䛷䛩䚹 

㻖 ⏝䛿 㻞 㛫௨ୖ䚸㻟㻜 ศ༢䛷ཷ䛡䛡䜎䛩䚹 

㻖 学⏕䛿ಖ⫱ᩱ㔠䛾䜏䚸大学䛜༙㢠䜢㈇ᢸ䛧䜎䛩䚹 

䐠䛭䛾⏝ᡭᩘᩱ䠄≧ἣ䛻䜘䜚␗䛺䜛䠅 

䈜㏻㈝䞉ኤ㣗➼䛿ู㏵ᐇ㈝䛜ᚲせ䛷䛩䚹 

䈜ヲ⣽䛻䛴䛔䛶䛿ู⣬３䛂䛚䜐䛛䛘ಖ⫱⏝ᩱ㔠⾲䛃䜢䛤ぴ䛟

䛰䛥䛔䚹

 

䠍䠊๓Ⓩ㘓䠄↓ᩱ䠅 

ู⣬䠍䛂䛚䜐䛛䛘ಖ⫱๓Ⓩ㘓⚊䛃䛻ᚲせ㡯䜢グධ䛾䛖䛘䚸

⏝ᕼᮃ᪥䛾㻞 ᪥๓䛾㻝㻡 䜎䛷䛻๓Ⓩ㘓䜢⾜䛳䛶䛟䛰䛥䛔䚹

Ⓩ㘓㡯䛻ኚ᭦䛜⏕䛨䛯ሙྜ䛿䚸ᥦฟ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

 

２䠊⏝᪉ἲ 

䠄䠍䠅⏝⏦㎸䠄㻲㻭㼄䠅 

⏝ᕼᮃ᪥䛾 㻞 ᪥๓䛾 㻝㻡 䜎䛷䛻䚸ู⣬２䛂䛚䜐䛛䛘ಖ⫱⏦

㎸⚊䛃䜢䚸センター䛻 㻲㻭㼄䠄㻜㻣㻡㻙㻣㻡㻟㻙㻞㻠㻟㻢䠅䛻䛶⏦㎸䜏䜢䛧䛶䛟

䛰䛥䛔䚹 

๓Ⓩ㘓⚊䜢 㻞 ᪥๓䜎䛷䛻ᥦฟ῭䜏䛷䚸≉ู䛺⏤䛾䛒䜛ሙ

ྜ䛿䚸⏝ᕼᮃᙜ᪥䛾 㻝㻡 䜎䛷⏦㎸䜢ཷ䛡䜎䛩䚹䛯䛰䛧䚸

⏝ᕼᮃᙜ᪥䛾⏦㎸䜏䛾ሙྜ䛿䚸ಖ⫱⪅ᡭ㓄䛾都ྜ䛻䜘䜚

䛤ᕼᮃ䛻ῧ䛘䛺䛔ሙྜ䛜䛒䜚䜎䛩䛾䛷䛒䜙䛛䛨䜑䛤ᢎ䛟䛰䛥

䛔䚹 

 

 

䠄２䠅⏝⏦㎸ཷ㐃⤡ 

ู⣬２䛾⏦㎸⚊䛾ཷಙ䜢☜ㄆᚋ䚸センター䛛䜙䚸ᣦᐃ䛥䜜䛯㐃

⤡ඛ䛻ཷ☜ㄆ䛾㐃⤡䜢䛧䜎䛩䚹 

䠄３䠅⏝ྍྰ㐃⤡ 

⏦㎸᪥䛾⩣㛤ᐊ᪥䛻䚸センター䛛䜙⏝䛾ྍྰ䜢㟁ヰ㐃⤡䛧

䜎䛩䚹ᙜ᪥⏦㎸䛾ሙྜ䛿䚸㻝㻢䠖㻟㻜 䜎䛷䛻⏝䛾ྍྰ䜢㟁ヰ㐃

⤡䛧䜎䛩䚹 

䠄䠐䠅ಖ⫱⪅䛸䛾ᡴྜ䛫 

ಖ⫱⪅ᡭ㓄䛜ྍ⬟䛺ሙྜ䚸⏝๓᪥䠄ᙜ᪥⏦㎸䛾ሙྜ䛿ᙜ

᪥䠅䛻ಖ⫱⪅䛛䜙ಖㆤ⪅䛻㟁ヰ䛜䛒䜚䜎䛩䛾䛷䚸㏄䛘䛻⾜䛟ಖ

⫱ᶵ㛵䛾ሙᡤ䚸᪉ἲ䚸ኤ㣗䛾᭷↓䚸ᐇ㈝ᨭᡶ䛔䛾㔠㢠➼䛻

䛴䛔䛶䚸䝖䝷䝤䝹䛻䛺䜙䛺䛔䜘䛖ヲ⣽䛻ᡴ䛱ྜ䜟䛫䜢⾜䛳䛶䛟

䛰䛥䛔䚹 

Ꮚ䛹䜒䛾ኤ㣗䛿䚸ಖㆤ⪅䛜⏝ព䛩䜛䛛䚸ಖ⫱⪅䛻㉎ධ䜢ᕼᮃ

䛩䜛ሙྜ䛿䚸䝁ン䝡䝙䜶ン䝇䝇䝖䜰➼䛷㉎ධ䛷䛝䜛䜒䛾䠄䛚䛻䛞
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䜚䚸䝟ン➼⡆᫆䛺䜒䛾䛻㝈䜛䠅䜢ᣦᐃ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

ஙඣ䛾䝭䝹䜽䚸㞳ங㣗䠄䝺䝖䝹䝖㣗ရ䛺䛹䠅䚸့ங⎼䚸䛚䜐䛴䚸

╔᭰䛘➼䛿ಖㆤ⪅䛜⏝ព䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

䠄䠑䠅⏝ 

⏝䛻䛒䛯䛳䛶䛿䚸䛂京都大学男女共同参画推進センター䛚

䜐䛛䛘ಖ⫱⏝つ⛬䛃䜢㑂Ᏺ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

䛚Ꮚᵝ䛜ᙜ᪥⇕䛾䛒䜛ሙྜ䜔䚸ఏᰁ䛾䛔䛾䛒䜛ሙ

ྜ䛿⏝䛷䛝䜎䛫䜣䚹䛣䛾ሙྜ䚸䜻䝱ンセ䝹ᩱ䛜Ⓨ⏕䛧䜎䛩䛾

䛷䚸䛒䜙䛛䛨䜑䛤ᢎ䛟䛰䛥䛔䚹 

 

３䠊ᩱ㔠䛾ᨭᡶ䛔 

ಖㆤ⪅䛿䚸ᡤᐃ䛾᪉ἲ䛷ᐃ䜑䜙䜜䛯ᮇ᪥䜎䛷䛻䚸ᮏ学䛜Ⓨ⾜

䛩䜛ㄳồ書䛻䜘䜚䛚ᨭᡶ䛔䛟䛰䛥䛔䚹㎸ᡭᩘᩱ䛿䚸ಖㆤ⪅

㈇ᢸ䛸䛺䜚䜎䛩䚹 

⏝ᩱ㔠䐟䚸䐠䛻ᥖ䛢䜛௨እ䛾ᩱ㔠䠄㏻㈝䚸ኤ㣗㈝➼䠅䛻

䛴䛔䛶䛿䚸Ꮚ䛹䜒䜢センター䛻㏄䛘䛻⾜䛳䛯㝿䚸ᐇ㈝㢠䜢ಖ⫱

⪅䜈䛚ᨭᡶ䛔䛟䛰䛥䛔䚹 

 

䕻ಖ⫱䛻䛴䛔䛶 

ಖ⫱ሙᡤ 䠖 京都ᕷᕥ京༊ྜྷ⏣ᶲ⏫ 京都大学男女共同参

画推進センターಖ⫱ᐊ 

 

䕻⿵ൾ制ᗘ䛻䛴䛔䛶 

୍䛾ᨾ䛾ሙྜ䛻䛿䚸タ䛻㉳ᅉ䛩䜛ᦆᐖ䛿ᅜ❧大学ἲ

ே⥲ྜᦆᐖಖ㝤䚸ᴗົ䛻㉳ᅉ䛩䜛ᦆᐖ䛿ಖ⫱ጤクᴗ⪅䛾㈺

ൾ㈐௵ಖ㝤䛜㐺⏝䛥䜜䜎䛩䚹 

䕿๓Ⓩ㘓⚊䚸⏦㎸⚊䛿䚸䝩ー䝮䝨ー䝆

䠄㼔㼠㼠㼜㻦㻛㻛㼣㼣㼣㻚㼏㼣㼞㻚㼗㼥㼛㼠㼛㻙㼡㻚㼍㼏㻚㼖㼜䠅䛛䜙䝎䜴ン䝻ー䝗䛷䛝䜎䛩䚹 

䕿๓Ⓩ㘓ཬ䜃⏝⏦㎸䛻䛚䛔䛶ᚓ䛯ಶே䛻㛵䜟䜛ྛ✀

報䛿䚸䛚䜐䛛䛘ಖ⫱䛾ྛᴗົཬ䜃䛭䜜䜙䛾ᴗົ䛻㛵䛩䜛㐃

⤡䞉ၥ䛔ྜ䜟䛫䛾䛯䜑䛻⏝䛧䜎䛩䚹 

 

ู⣬୍ぴ䠄┬␎䠅 

ู⣬䠍䠖䛂䛚䜐䛛䛘ಖ⫱๓Ⓩ㘓⚊䛃 

ู⣬２䠖䛂䛚䜐䛛䛘ಖ⫱⏦㎸⚊䛃 

ู⣬３䠖䛂䛚䜐䛛䛘ಖ⫱⏝ᩱ㔠⾲䛃 
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京都大学男女共同参画推進本部では 
ベࣅーシッター利用育児支援を行っています。 

京都大学男女共同参画推進本部では、本学における教職員の事と子育ての両

立支援を目的として、「ベࣅーシッター育児支援ᘬๆ」を発行して、ベࣅーシッターによ

る在Ꮿ保育ࢧーࣅス事業を行う者（以下「ベࣅーシッター事業者」という。）がᥦ౪するࢧ

ーࣅスを利用した場ྜに、その利用ᩱ金の 一部をຓ成しています。 
対象事業は以下の㸱つです。 
ձベࣅーシッターὴ㐵事業 
ղ生児➼多⫾児家庭育児支援事業 
ճ⏘前⏘後ఇ業時育児支援事業 
 ࠙ὀ意事㡯ࠚ 

ʊᘬๆ発行ᯛᩘの上㝈は、㸯家庭につきձ：�� ᯛ、ղ：� ᯛ、ճ：� ᯛまで。なお、ண

⟬の都ྜ上、大学యの用状況による㸯家庭あたりの用ྍ⬟ᯛᩘの増減があります。

ʊ初回の利用方ἲ 
      㸯  ベࣅーシッター事業者（ZHE イト）もしくは別⣬にᥖ載されている 「ᘬๆࢧ

取ᢅ事業者」から㑅んだベࣅーシッター事業者と事前にㄳ㈇ዎ⣙をする。 
      

  㸰  下記のᚲせ᭩㢮を人事ㄢ職員まで┤᥋お持ࡕいただくか、 
        学ෆ便➼でお㏦りください。 

        �） ベࣅーシッター利用育児支援事業初回利用申㎸᭩ 
        �） ベࣅーシッター事業者との利用ዎ⣙᭩（ㄳ㈇ዎ⣙᭩）のし 
        ͤ以下のことが明記されているかご☜ㄆください。 
               ・ベࣅーシッター事業者のఫᡤ・名⛠・代表者Ặ名 
               ・利用者のఫᡤ・Ặ名 
 スෆᐜ・ᩱ金ࣅーࢧ・               
               ・そのᚲせな事㡯 
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        �） そのᚲせ᭩㢮 
        ձについては、㓄അ者の在職ド明᭩➼（㓄അ者が本学教職員の場ྜには 
           その᪨を申࿌） 
        ղについては、子౪の年㱋・人ᩘがࢃかる᭩㢮（ᢇ養に入っている場ྜには 
           その᪨を申࿌） 
        ճについては、⏘前・⏘後ఇᬤ中であることがࢃかる᭩㢮 
      㸱   学ෆ便➼でᘬๆがᒆきましたら、利用者記入ḍに記入の上、 
           利用時にベࣅーシッターに ᘬๆをΏしてください。 
           ベࣅーシッターが「ሗ࿌用༙ๆ」を㏉༷しますので、ᚲず受け取ってください。

      㸲   ᘬๆ利用後の「ሗ࿌用༙ๆ」は、⩣月㸳᪥までに総ົ部人事ㄢ職員へ 
           学ෆ便➼でᥦ出してください。  

ʊ㸰回目以㝆の利用方ἲ 
      㸯  ᘬๆの発行౫㢗を ( メールにて、人事ㄢ職員までお㏦りください。 
        㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫 
          ベࣅーシッター育児支援ᘬๆ発行౫㢗（㸰回目以㝆） 
          ᡤᒓ・職名 ： Ặ        名 ： 
          利  用  月 ：  平成      年      月 希 望 ᯛ ᩘ：                     ᯛ 
        㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫㸫 
      㸰  ᘬๆがᒆいた以㝆は、初回の利用方ἲ㸱、㸲と同ࡌです。 

ʊ利用するベࣅーシッター事業者をኚ᭦した場ྜ 
       ベࣅーシッター事業者ኚ᭦ᒆを、( メールにῧ付して、人事ㄢ職員まで  
       お㏦りください。なお、ኚ᭦ᒆのᥦ出とᘬๆの発行౫㢗を同時に行う場ྜは、

       ኚ᭦ᒆに発行希望ᯛᩘ➼を記載してください。 

ʊไ度⮬యに関しましては、公┈♫ᅋἲ人ᅜ保育ࢧーࣅス協会 +3 を 
  ごぴください。 

担当：男女共同参画推進本部（総ົ部人事ㄢ職員） 
（ෆ）ྜྷ⏣ ����    
(�PDLO J�H#PDLO��DGP�N\RWR�X�DF�MS 
  

－ 58 － － 59 －



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「၏δ̬Ꮛ」事業 
 



ඣಖ⫱事ᴗ䝽ー䜻ン䜾䜾䝹ー䝥άືሗ࿌ 
 

 
 京都大学男女共同参画推進センター䞉ඣಖ⫱ᐊ䛂䛣䜒䜒䛃䠄௨ୗ䚸ඣಖ⫱ᐊ䠅䛿䚸京都大学䛻ᅾ⡠䛩䜛䛶䛾ᩍ⫋ဨ䞉学⏕

䛾Ꮚ౪䠄⏕ᚋ㻢 䞄月䛛䜙ᑠ学ᰯ㻟年⏕䠅䜢ᑐ㇟䛸䛧䚸ᛴ䛺䛻䜘䜚ಖ⫱ᅬ䠋ᗂ⛶ᅬ䚸ᑠ学ᰯ䛺䛹䛻㏻䛖䛣䛸䛾ฟ᮶䛺䛔୰ᚋ

ඣ䛾ಖ⫱䜢⾜䛳䛶䛔䜛䚹๓Ⓩ㘓ไ䛻䜘䜛㐠⏝䛷䚸Ⓩ㘓⪅ᩘ䛿䛾䜉 㻤㻝㻝 ྡ䚸䛖䛱平成 㻞㻣 年ᗘ䛾᪂つⓏ㘓⪅䛿 㻣㻥 ྡ䛸年䚻ቑຍ

䛧䛶䛔䜛䠄平成 㻞㻣 年 㻝㻞 月ᮎ⌧ᅾ䠅䚹ᐃဨ 㻡 ྡ䠄ឤᰁ㝸㞳ᐊ 㻝 ྡ䜢ྵ䜐䠅䛷䛒䜚䚸平成 㻞㻣 年ᗘ䛿 㻠㻜㻡 ྡ䛾⏝䛜䛒䛳䛯䠄平成 㻞㻣

年 㻝㻞 月ᮎ⌧ᅾ䠅䚹⏝≧ἣ䛿ឤᰁ䛾ὶ⾜䛻大䛝䛟ᕥྑ䛥䜜䛶䛚䜚䚸ᐃဨ䜢ୖᅇ䜛⏝ᕼᮃ䛾䛯䜑䛻᩿䜟䜙䛦䜛䜢ᚓ䛺䛔᪥䜒

䛧䜀䛧䜀䜏䜙䜜䜛䛜䚸⏝⪅䛾ឤ䛸䛧䛶䛿ᴫ䛽Ⰻዲ䛷䛒䜛䚹䜎䛯䚸京大㝔䜸ー䝥ン䝩䝇䝢タ䝹䜔䝩ー䝮䝨ー䝆➼䜢㏻䛨䛶䛾

ᗈ報άື䜒⥅⥆䛧䛶⾜䛳䛯䚹 

ಖㆤ⪅䛛䜙䛾ಖ⫱チྍᇶ‽䛾ᘬ䛝ୗ䛢䜢ồ䜑䜛せᮃ䜢ཷ䛡䛶䚸京都大学་学㒊㝃ᒓ㝔ឤᰁไᚚ

㒊䛾ᢎㅙ䜢ᚓ䛶平成 㻞㻣 年 㻢 月䜘䜚⏝ᇶ‽䜢ኚ᭦䛧䛯䛸䛣䜝䚸⏝⋡䛿ቑຍഴྥ䛻䛒䜛䚹䜎䛯䚸ண⣙

㛫䜔๓Ⓩ㘓᪉ἲ䛾ぢ┤䛧䜒⾜䛳䛯⤖ᯝ䚸䜘䜚⏝䛧䜔䛩䛟䛺䛳䛯䛸䛔䛖ኌ䜢䛔䛯䛰䛔䛶䛔䜛䚹ឤᰁᑐ⟇

ୖ䚸ᅔ㞴䛺Ⅼ䜒䛒䜛䛜䚸⫱ඣ䜢⾜䛔䛴䛴䚸䜔学ᴗ䜢⥅⥆䛩䜛䛣䛸䛾ྍ⬟䛺⎔ቃ䜢ᐇ⌧䛩䜛䛯䜑䚸

ᚋ䜒ᘬ䛝⥆䛝䜘䜚䜘䛔㐠Ⴀ᪉ἲ䜢᳨ウ䛩䜛ᚲせ䛜䛒䜛䚹 

 

ඣಖ⫱ᴗ䠳䠣ᰝ ㊊❧ ኊ୍ 

 

 

 

䕔㻴㻞㻣 άືグ㘓 

  

䞉㻝㻜 月 㻟㻝 ᪥㻔ᅵ㻕  䜸ー䝥ン䝩䝇䝢タ䝹䛻䝫䝇ター参ຍ 
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ඣಖ⫱室䛂䛣䜒䜒䛃 

ඣಖ⫱ᐊ䛿䚸㻞㻜㻜㻢 年 㻞 月䛻㝃ᒓ㝔ෆ䛻㛤ᐊ䛧䜎䛧䛯䚹 

 㻞㻜㻜㻣 年 㻟 月䛻䛿䚸ඣಖ⫱ᐊⓏ㘓⪅䛻ᑐ䛧䛶⏝⪅䛾ኌ䜢⪺䛟䛯䜑䛾䜰ン䜿ー䝖ㄪᰝ䜢⾜䛔䚸䛭䛾⤖ᯝฟ䛥䜜䛯ពぢ䛻ᇶ䛵

䛔䛶䚸㻞㻜㻜㻤 年䜘䜚䚸学⏕ᘬ䠄༙㢠䠅䜢ᑟධ䚸ඣಖ⫱┦ㄯ❆ཱྀ䛾㛤タ䚸䛚䛾㣗䝯䝙䝳ー䜢ቑ䜔䛩䚸䝩ー䝮䝨ー䝆䛻ඣಖ

⫱ᐊ䛾䝇タ䝑䝣䛾⤂䜔ಖ⫱ᐊ䛾⤂䜢┿ධ䜚䛷⾜䛖䛸䛔䛳䛯ᨵၿ䜢⾜䛳䛶䛝䜎䛧䛯䚹 

䜎䛯䚸㻞㻜㻜㻥 年 㻞 月䛻䛿䚸ឤᰁ㝸㞳ᐊ䛾タ⨨䛻䛴䛔䛶䚸䜰ン䜿ー䝖䛻䜘䜛学ෆ䛾䝙ー䝈ㄪᰝ䜢⾜䛔䚸㻞㻜㻜㻥 年 㻝㻞 月䛻ඣಖ⫱ᐊ

ෆ䛻䚸ឤᰁ㝸㞳ᐊ䜢タ⨨䛧䜎䛧䛯䚹 

䕔ඣಖ⫱室⏝≧ἣ

㻝㻚⏝ᐇ⦼䠄㻞㻜㻝㻡 年 㻝 月䡚㻞㻜㻝㻡 年 㻝㻞 月䠅

䠍䠅⏝⪅ᩘ 

0͘6

1͘8
1͘5

1͘2�

2͘7�
2͘9�

2͘5�
2͘2�

2͘6�

2͘2�

1͘5�

2͘7�

0

1

2

3

4

1᭶ 2᭶ 3᭶ 4᭶ 5᭶ 6᭶ 7᭶ 8᭶ 9᭶ 10᭶ 11᭶ 12᭶

1᪥ᖹᆒ⏝⪅ᩘ䠄2Ϭ15ᖺ1᭶䡚2Ϭ15ᖺ12᭶䠅

ᩍဨ

㻟㻝㻚㻝㻑

ᩍဨ௨እ䛾

◊✲⪅

㻥㻚㻠㻑

་ᖌ

㻣㻚㻠㻑
┳ㆤᖌ

㻝㻞㻚㻟㻑

㝔⫋ဨ

㻥㻚㻝㻑

事務⫋ဨ

㻢㻚㻣㻑

Ꮫ⏕

㻞㻝㻚㻜㻑

␃Ꮫ⏕

㻜㻚㻜㻑

䛭䛾

㻟㻚㻜㻑

㻞䠅⏝⪅䛾⫋✀ูศᕸ

྾ჾ⣔

㻢㻤㻚㻠㻑

ᾘჾ⣔

㻝㻟㻚㻣㻑

⪥㰯䞉║

⛉⣔

㻝㻚㻜㻑

⓶⛉⣔

㻜㻚㻠㻑

እ⛉⣔

㻜㻚㻜㻑

䛭䛾

㻝㻢㻚㻡㻑

㻟䠅⏝ᝈูᘏ䜉人ᩘ

月 人ᩘ うࡕ㝸㞳ᐊ 

利用者 

1 月 㻝㻝 㻜 

2 月 㻟㻠 㻠 

3 月 㻟㻠 㻢 

4 月 㻞㻡 㻡 

5 月 㻠㻤 㻣 

6 月 㻢㻝 㻟 

7 月 㻡㻢 㻜 

8 月 㻠㻜 㻟 

9 月 㻡㻜 㻝 

10 月 㻠㻢 㻞 

11 月 㻞㻤 㻝 

12 月 㻡㻝 㻟 （月）

（人）
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䕔䛣䜒䜒᪥グ 

䛣䜒䜒䛾⏝ᇶ‽䛜ኚ᭦䛻䛺䜚䜎䛧䛯䛆䛣䜒䜒᪥グ䛇䠄2015 ᖺ 6 ᭶ 29 ᪥䠅 

 
病児保育室の利用基準が変わりました。  

 
今まで、お熱が BT38.5℃以上続く場合などでご利用出来なかったり、病児保育室で高熱になるとお迎えに来ていた

だいたりしていましたが、お熱の高さで利用基準を決めるのではなく、子どもさんの症状に応じて受け入れ出来るように

なりました。 

 

また、今まで利用できなかった病気、 

・マイコプラズマ感染症 

・ＲＳウイルス感染症 

・溶連菌感染症 

・ヘルパンギーナ 

・手足口病 

・胃腸炎 

と診断された場合でも、症状・状態に応じて利用できることになりましたので、 

利用時ご相談ください。 

 

また、不明な点がある場合は病児保育室に直接ご相談ください。 

⏝㛫䞉事๓Ⓩ㘓᪉ἲ䛜䛜ኚ᭦䛻䛺䜚䜎䛧䛯䛆䛣䜒䜒᪥グ䛇(2015 ᖺ 7 ᭶ 2 ᪥)  

 
Мဇʖኖ᧓ὉʙЭႇ૾ඥầ٭ỆễụộẲẺẇ 

 

病児保育室利用の際は、 

事前登録制（無料）・予約制となっています。 

 

原則、利用希望者は前日 16 時までに「利用登録票」に下記いずれかの証明書を添えて登録していただく必要がありまし

たが、 

前日 16 時までに登録がまだの方でも、事前に病児保育室にご相談ください。 

 

・提出していただく証明書 

職員証（IC カードは不可）／学生証／共済組合員証／労働条件通知書 
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利用予約は、今まで前日 16 時 3� Ўかǒ 1� 時でしたが、 

前日 1� 時 �� Ўかǒ 1� 時に٭になりました。 

 、日は今まで通り࢘

日࢘ 8 時かǒ 16 時 3� Ўまでです。 

 

利用の際には、事前にかかりƭけҔሁで「診ݑҔ連ዂ票」をもǒう必要がありますのでよǖしくおᫍいします。 

 

˴か不明な点があれƹいƭでもご連ዂくださいƶ。 

ᖺ䛾ኟ ᡭ㊊ཱྀ䛜ὶ⾜䛧䛶䛔䜎䛩䛆䛣䜒䜒᪥グ䛇䠄2015 ᖺ 7 ᭶ 29 ᪥䠅 

 

ʻ࠰のٰ↞ឱӝ病が්ٻᘍ↖ↈ≆≆ 

 

 

Ũ 手足口病とは Ũ  

 口のɶǍ手足などに൦၄ࣱのႆ၉が出る、ウイルスの感染によってឪこる 

感染症です。子どもをɶ࣎にٰに්ᘍします。 

 

症状   

 

  感染してかǒᲭ᳸5 日ࢸに、口のɶ、手のƻǒ、足ࡁǍ足Ꮡなどに �᳸3OO 

 の൦၄ࣱႆ၉がでます。 

 ႆ熱は約ᲭЎのᲫにǈǒれますが、高熱が続くことはǄとんどありまƤん。 

     ૠ日᧓にる病気でവどの場合ᐯၷしますが、まれに無菌ࣱ᭒ᐏ炎を 

ឪこすこともあるので、高熱、᪽ၘ、֓ӻが続いたりॖᜤᨦܹがွǘれる 

場合はଔめに受診してください。 

 

感染ኺែ  

 

  ඒ感染・接ᚑ感染・ኇ口感染（̝のɶにඟされたウイルスが口に 

入って感染すること）です。 

 

予᧸するには。。。 

 ったࢸでも、ൔ᠋ႎᧈい᧓（ᲫȵஉࢊǄど）̝などかǒウイルスが 

 ඟされることがあります。また、感染してもႆ病はƤずウイルスを 

ඟしている場合もあります。   
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 予᧸ሊ   

 

ŭ  子どもでもしっかりと手ඹいをしてください。 

ȈイȬのࢸはჽᰣと්൦でɠݗに手をඹいます。 

ŭ  ǪȠȄをʩ੭する時には、おさんがʩ੭ࢸすƙにჽᰣと්൦で 

ɠݗに手ඹいをᘍってください。 

ŭ  ǿǪルは共ஊƤず、̾ʴ̅用としましǐう。 

 

� ᭶䛻䛺䜚䜎䛧䛯䛆䛣䜒䜒᪥グ䛇(2015 ᖺ � ᭶ 7 ᪥) 

ᵖ உỆễụộẲẺ 

 
まだまだٰかƥが්ᘍしています。 

ٰかƥは、ǨンȆȭウイルスޓǍǢȇȎウイルスが原׆であることがٶい 

病気です。 

ٰかƥでは、Ϥのかƥによくǈǒれるᱠ൦ǍԶはあまりǈǒれず、ǉしǖ高熱Ǎのどのၘǈをˤうことがٶく、ᐃၘǍ下

ၚ֓ӻなどの胃腸症状がǈǒれることもあります。 

 

ٰかƥのˊᘙは、ヘルパンギーナ・手足口病・Թ᪽ኽᐏ熱（プール熱）です。 

 

Ũ高熱にݣしては、ᝳ˄のϬҲдǍᚐ熱дを̅用し、 

ᒊၘをԧǒƛてあƛてください。 

 

Ũ൦Ў不足はᏮ൦になるүᨖࣱを高めますので、ݲしずƭでも൦Ўをとり、 

室ภǍࡇをᛦራしながǒࣛᢘにすごƤるようにしてください。 

 

ٰは、さのためにᑣឋのりがࢽǒれなかったり、ഒがᓳƪるなど 

˳щをᓳとすことがٶいので、˳щをዜਤするよう生ȪズȠをߐさないようにしのりきりましǐうƶ。 
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䛭䜝䛭䜝⛅䛜䜔䛳䛶䛝䜎䛧䛯䛆䛣䜒䜒᪥グ䛇(2015 ᖺ 9 ᭶ � ᪥) 

 

 

ᅸẦỤϤỆẦẬềẆᵰᵱ ỸỶἽἋज़௨ၐởἰỶἅἩἻἌἰᏍ໒ẆỶὅἧἽỺὅἈầ 

්ᘍẲềẨộẴẇ 

 

今ׅは、45 ウイルスにƭいておᛅししたいと࣬います。 

 

45 ۔ ウイルス とは。。。 

 

 、しᩊしいですがݲ

45 ウイルスの 45 は「4GURKTCVQT[ 5[PE[VKCN（�ԠԈ֥の合Ꮨ˳）」のဦ。 

ウイルスが感染すると、ԠԈ֥のኬᏘがᏽれて 1 ƭになるため、ƦうӸƮけǒれました。ݲしᧈいӸ前ですが、「パラ

ȟǯǽウイルスᅹȋȥーȢウイルスޓ」 

のウイルスで、ձǍ気ሥૅなどのԠԈ֥に感染します。 

 

ʐ࠷児がかかるとᏍ炎など症҄のおƦれがあります。ཎに生ࢸᲰȶஉ以ϋのហƪǌんが感染すると、症҄するᄩྙが

高くなり場合によっては入ᨈが必要になることがあります。 

 

症状 

症状はカǼににていますが、 

 

ɟᑍႎな症状Ჴ൦のようなᱠ൬   症҄した場合の症状ᲴƻどいԶ 

       Թ᪽ၘ                  մᯚ 

       Զ                    ᨋඐԠԈ 

       ႆ熱                   ԠԈᩊ 

x 感染ኺែääඒ感染手ਦをʼした接ᚑ感染。இИにᱠに感染することが 

 。いですٶ

x ˜᧓ää感染してかǒႆ症するまでの˜᧓は �᳸8 日。 

χႎには �᳸6 日。 

x 感染᧓ääウイルスඟ᧓は �᳸�1 日とᧈいため感染が 

 。がりǍすいです࠼

൲染されたカウンǿーでは 6 時᧓、手にƭいたウイルスは約 3� Ў 

感染するщをਤっているため、かなり感染щがࢍいウイルスとᚕえます。 
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予᧸ 

 

手ඹいǍマスǯのბ用。子どもたƪが日ࠝでᚑれるものをෞ用ǨǿȎール、ഏʣطእᣠナȈȪウȠ、ȝȓドンȨードな

どでෞ、ᨊ菌（おもƪǌǍドǢȎȖなど）する。 

ܼଈǈんなで予᧸のॖᜤをਤƭことがٻЏですᲛᲛ 

 

䛣䜒䜒䜘䜚䛚▱䜙䛫䛆䛣䜒䜒᪥グ䛇䠄2015 ᖺ 10 ᭶ 9 ᪥䠅 

 

ẻỮẻỮẰớẪễẾềẨộẲẺ ẮờờợụấჷỤẶ 

ᅸれのע࣎よいさǘǍかなܓራとなりましたが、ஔٲはめっきり෬しく 

 。しᎻ݊くなってきましたݲ

 

ᘘでᛦራしたり、手ඹい・うがいでᢲの予᧸をᘍっていても、 

お熱がでたり、ᱠ൦ǍԶがでたり˳ᛦをこǘしǍすくなりますƶ。。。 

 

さて、病児保育室ではǭȣンǻルの連ዂがなくて、˂のおӐだƪが利用できない時がٶくなってきています。 

 

ǭȣンǻルࢳƪのおӐだƪǍたくさんのおӐだƪに利用していただけるように、 

予約をされた方でǭȣンǻルをされる方は、ǭȣンǻルの連ዂを 

8Ჴ��᳸8Ჴ15 くǒいの᧓に必ずしてもǒうようおᫍいᐲします。 

 

˳ᛦのफい時は、ǈんなでңщしながǒ、᪴ࢌってʈりЏり 

 

 

 

 

 

䜲ン䝣䝹䜶ン䝄䛜ὶ⾜䜛Ꮨ⠇䛻䛺䛳䛶䛝䜎䛧䛯䛆䛣䜒䜒᪥グ䛇䠄2015 ᖺ 11 ᭶ 5 ᪥䠅 

 

 ỄờỉỶὅἧἽỺὅἈ܇  

 

インȕルǨンǶが්ᘍするܓራになってきました。 

今ׅはインȕルǨンǶにƭいてኰʼします。 
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インȕルǨンǶウイルスは感染щがとてもࢍいため、˟ᅈǍ学ఄなどで 

ᨼׇ感染するͼӼがࢍいというࣱឋがあります。 

 

 感染ኺែ 

 

  ɼにඒ感染ですが、接ᚑ感染・ᆰ気感染ኺែでも˳ϋに̛入します。 

 

˜᧓ 

 

  およƦ 1 日᳸3 日で、Ʀのࢸに࣯に症状がྵれます。 

 

症状 

 

  症状はᲭ日᳸Ჯ日Ǆど続いたࢸ、ၷにӼかいます。 

 ᲭᲲ℃以上の高熱 （上がǒない場合もあります） ۏ  

  ၘ᪽・᧙ራၘ・ሂᎹၘ・μ៲のだるさ ۏ  

（子どもの場合、症状がはっきりしないこともあります） 

 ǍǍれてᱠ൬・Զ、下ၚ ۏ  

ᢲとはᢌい、子どもが感染すると症҄したり合́症をࡽきឪこすऀれがあります。 

 Ꮝ炎 ۏ         熱ࣱけいれん ۏ  

 気ሥૅ炎 ۏ   インȕルǨンǶᏯ炎・Ꮿ症 ۏ  

 ɶ炎 ۏ  

 

予᧸ 

 

 （の手ඹい、うがいࢸ出ٳཎに） 手ඹいのܱ ۏ  

 児がおǒれるܼଈはパパ・ママかǒ感染࠷ᘍ前のȯǯȁン接ᆔ （ʐ් ۏ  

することがあるのでパパ・ママがᆢಊႎに予᧸接ᆔをうけてください） 

はࡇ、ࢸのコンȈȭール （室ภはᲬᲪ℃前ࡇなࡇᢘ ۏ   5�᳸6�Ჟ） 

  出をえるٳʴごǈǍጛᓙᘑǁの ۏ  

 がける࣎ᙹ則ദしい生ȪズȠを ۏ  

 

 

  インȕルǨンǶにかかǒないように࣎がけることがٻЏです。 

  ហƪǌんはܼଈかǒ感染するǱースがٶいため、ܼଈǈんなで予᧸ሊを 

  ܱしましǐうƶ。 
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䛚䜒䛱䜓⤂ձ䛆䛣䜒䜒᪥グ䛇䠄2015 ᖺ 11 ᭶ 12 ᪥䠅 

ấờẼỞኰʼṞ ῍ỴὅἣὅἰὅỉἊἷὊἋދẰỮ῍ 

 

 

「こもも」にあるおもƪǌを 

ኰʼしていきたいと࣬います。 

 

 まずஇИは登場ׅૠナンȐーȯン 

の「ǢンパンマンのǸȥースދ 

さん」です。 

下は 1 ബかǒ上はݱ学生まで 

Ǆとんどの࠰ᱫの子にʴ気のある 

おもƪǌです。 

 

 さなコインをӫの入り口かǒ入れݱ 

 きなǸȥースのȬȐーを下ƛたǒڤ

下のӕりだし口かǒǸȥースが出て 

くる・・・というƦれだけのおもƪǌですが、よくᢂんでくれます。 

 「コインを入れるăǸȥースが出てくる」という、Ʀの連ѣࣱがいいのかもしれまƤんƶ。 

  

 1 ബの子はコインをਤƪ入り口にいれる・・・とこǖかǒɟᒊ労なのですが、Ʀれで足する子もあり、Ǹȥースが出

る時のǢンパンマンの٣をշƿ子もあり、でてきたǸȥースをǉまƶをしてշƿ子もあり・・・いǖいǖなۋがǈǒれ

ます。 

 

 ǢンパンマンǷȪーズのɶでもɟしのおもƪǌですが、സࣞながǒӷじǿイプはもうႆ٥されていないようです。 
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䛚䜒䛱䜓⤂ղ䛆䛣䜒䜒᪥グ䛇䠄2015 ᖺ 12 ᭶ � ᪥䠅 

ấờẼỞኰʼṟ ῍ἥὊྚẮỨầẲ῍ 

 

「こもも」にあるおもƪǌを 

ኰʼしていきたいと࣬います。 

 

 � ׅႸのኰʼは今ૼࡇ࠰しくទ入してもǒった、ȓーྚ᠃がし「ǯǢド

Ȫラ」です。ݱ学生Ǎ࠷児にはもƪǖんʴ気がありますが、ݱさい子ども

たƪもჃᜱࠖǍ保育ٟとɟደに組ǈᇌててȓーྚを᠃がしたり、Ʀのಮ子

をᙸたり、とてもಏしんでいます。 

（ᛚを᧸ƙໝ、ʐ児だけのときは出さない。また࠷児がᢂんだࢸのȓー

ྚのૠのᄩᛐをࡁ࣋しています。） 

 

 このȓーྚ᠃がしは、ᲲᆔのȖȭȃǯとȬールの組ǈ合ǘƤでいǖん

なコースが˺れます。とてもಏしめるおもƪǌだったので、έ日もうɟƭ、

ȓーྚが通るとᤧ࿃パーȄのǽ・ラ・Ƿ・ド・Ȭ・ȟ・の᪦が出る、ǵウ

ンドȬールǻȃȈをᝰい足して、またᢂƼのࠢが࠼がりました。 

 ǷンプルなくりᡉしᢂƼに࣬えますが、ᢂƼのɶに子どもたƪ

がٹɶになる要እがたくさんあります。ഏはこうしてǈよう、この

パーȄを̅いたいなど、ٻきい子たƪは、ᐯဌᐯנにᐯЎで࢟をᎋ

えていきます。「もっとǍりたい」「おǍƭのࢸもǍりたい」とጮり

ᡉしಏしんでいます。 

さい子どもたƪは、ȓーྚをᨼめてさǘることだけでもಏしݱ

いのですが、࠷児Ǎ保育ٟとɟደにȓーྚを入れること、Ʀのѣき

をႸでᡙったり、ᤧ࿃のきれいな᪦ᑥをಏしんでいます。 

 ഏにまた病児保育室に来た時、ᙾえていて「ȓーྚしたい」とᚕ

う子もいて、「ݱさい子たƪが、口に入れない よ う に ɟ

ደにȓーྚのૠをૠえようƶ」とおかたƮけもಏしいです。 

 

䛂䛚䛺䛛䛾䛛䛬䛃ᛴᛶ⫶⭠⅖䛸䛿ձ䛆䛣䜒䜒᪥グ䛇䠄2015 ᖺ 12 ᭶ 9 ᪥䠅 

ẐấễẦỉẦặẑ ࣱ࣯Ꮞᐂ໒ểỊẇẇẇ 

 

感染ࣱの胃腸炎には、「ウイルスࣱ胃腸炎」と「ኬ菌ࣱ胃腸炎」がありますが、 

ᅸかǒϤにかけて子どもに්ᘍする感染ࣱ胃腸炎のǄとんどがウイルスࣱです。 

 

ȭǿウイルス・Ȏȭウイルス・ǢȇȎウイルスによるࣱ࣯胃腸炎がɼです。 
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感染ኺែ 

 

  接ᚑ感染でˡ染する感染症です。 

  また、ウイルスࣱ胃腸炎をႆ症したध者さんのӻཋǍ̝のɶには、ウイルスがٻに 

ԃまれているໝ、ਚきӕれなかった൲ཋがʑ༞してでᑈい上がり、ᆰ気感染することも 

あります。 

 

症状 

 

  ɼな症状は、֓ӻ・下ၚ・ႆ熱 です。 

  また、֓ӻと下ၚによって࣯ᡮに൦Ўがڂǘれるໝ、Ꮾ൦症をឪこしてしまうこともあります。 

 

ȭǿウイルスによる胃腸炎ではႉᑥ̝（᰾ᑥっǆい、ǯȪーȠᑥのಮな̝）がஊӸですが 

ȭǿウイルス以ٳのウイルスࣱ胃腸炎でもႉᑥ̝になることはあり、ȭǿウイルスだけに 

ཎࣉႎな症状ではありまƤん。 

 

ɟᑍႎにウイルスࣱ胃腸炎ではᘉ̝になることはなく、ᘉ̝の場合はኬ菌ࣱ胃腸炎をွいます。 

 

なƥ֓ӻするの。。。!! 

な時のෞ҄ԈӓᏡщを「どんƿりࡍͤ   1 」とすると、ࣱ࣯胃腸炎に፝った時は 

  ウイルスの˺用で胃腸の働きがफくなるໝ、ෞ҄ԈӓᏡщが「おƪǐこ 1 」くǒいまで 

  ˯下します。 

  Ʀの状態で、たくさんのǂཋǍǈཋが入ると、ෞ҄ԈӓᏡщをឬえてしまい 

  ֓ӻしてしまいます。 

 

  ̾ʴࠀはありますが、֓ӻなǒଔけれƹҞ日᳸� 日でることがٶいですが、 

  下ၚの場合はʐ児だと � ᡵ᧓᳸1 ȶஉくǒいᧈࡽくこともあります。 

  ウイルスࣱ胃腸炎は、ཎјᕤがなくȀȡーǸを受けた腸ቬᐏがׅࣄするのを 

  事ၲඥ（ෞ҄のᑣいものをᢠんで胃腸のਃを᠉くしてあƛる）しながǒ 

 。ƭのがၲの基ஜになってきますࢳ  

 

  ഏのȚーǸでは 

ƀࣱ࣯胃腸炎時の൦Ўઅӕ・事にƭいて、感染予᧸にƭいてƁ 

  おᛅししますƶ。 
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ᛴᛶ⫶⭠⅖䛾Ỉศᦤྲྀ䞉㣗事䛻䛴䛔䛶ղ䛆䛣䜒䜒᪥グ䛇䠄2015 ᖺ 12 ᭶ 9 ᪥䠅 

ࣱ࣯Ꮞᐂ໒ỉ൦ЎઅӕὉʙ 

 

事にƭいて 

   

֓ӻが続いている時は、1 時᧓くǒい事はえ胃腸を˞める時᧓を˺りましǐう。 

   

Ꮾ൦症が࣎ᣐになったり、子どもさんが൦Ўをഒしがるので直ƙにでも൦Ўをɨえて 

  あƛたくなりますが、胃腸のෞ҄ԈӓᏡщがफくなっている状態では൦Ўをઅӕしても 

  あƾれるように֓ӻしてしまいます。 

 

 Ʀこで。。。 

 ᝤではኺ口ᙀ൦෩Ǎࠊ）ずƭኺ口ᙀ෩ݲ応として、֓ӻした場合、まずはಮ子をᙸながǒݣ  

イǪン料など）をしていきましǐう。しかし、֓気・֓ӻがࢍくኺ口でǉことがᩊな 

場合は、胃腸の働きをᑣくするӻき気ഥめのࡈᕤを̅用し、3� Ўかǒ 1 時᧓は胃腸を˞め、 

Ʀのݲ、ࢸׅ᫁のኺ口ᙀ෩をしていきましǐう。 

 

  ֓ӻǍ下ၚが続くと、˳のɶかǒٻの൦ЎとطЎをڂいます。 

また、ኄЎを入れることでԈӓјྙがよくなるので、ኺ口ᙀ෩には、طЎ・ኄЎが 

ԃまれている൦Ўをઅӕしましǐう。 

 

  ൦ЎઅӕのまƤ方ですが、ǈたいだけまƤるのではなく、まずは 

1 ׅをȆǣースプーン 1 ずƭ、1 口ɨえたǒしƹǒく˞কしてӻかなけれƹ 

また 1 とఌ気よく時᧓をかけてまƤてあƛてください。 

 

  ൦Ўをઅӕしても֓ӻしなけれƹ、࢟ཋ（お・パン・うどんなどのᆝ）を 

  ᙀዅしましǐう。しかし、胃腸の働きはまだܦμにׅࣄしていないので、ݲずƭ 

  ׅ᫁અӕにしてください。 

 

Ʀれでもӻき続ける場合は。。。 

  ŭᏮ൦症のᆉࡇがࢍくなるໝ、点による൦Ўᙀዅが必要となってきます。 

  ŭウイルスࣱ胃腸炎以ٳの病気の可Ꮱࣱがあります。 

    ă ᐯܡでॸしないで、Ҕၲೞ᧙を受診して下さい。 

 

感染予᧸ 

 。ӻཋǍ̝をϼྸする時は̅いਾての手ᘥǍマスǯ、Ǩプȭンをბ用しましǐう֓ ۏ  

    ウイルスがԃまれる֓ӻཋǍ̝に手ᘥで直接手がᚑれないように、またᆰ気ɶに 

ƼったウイルスをԈいこまないようにマスǯをしてϼྸします。 
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 。ჺ時᧓のϼྸと൲ཋを入れたǴȟᘥの口をጉる ۏ  

    ֓ӻཋがƭいたǍǷーȄሁのࠋཋは、ʑ༞するとウイルスがƼりǍすくなるので 

    ଔめに൲れをᓳとして˂のඹຩཋとЎけてඹຩし、طእኒのႉдでᨊ菌します。 

 。֥を共ஊしない ۏ  

 。手ඹい・うがい、マスǯは必ずしましǐう ۏ  

 手に֓ӻཋǍ̝がƭいた時は、しっかり手ඹいしǢルコールෞしましǐう ۏ  

䛚䜒䛱䜓⤂ճ䛆䛣䜒䜒᪥グ䛇䠄2016 ᖺ 1 ᭶ 7 ᪥䠅 

ấờẼỞኰʼṠ ῍Ỵὅἣὅἰὅỉῷ ދẰỮểἾἊἋἑὊ῍ 

 

 

これもǢンパンマンǷȪーズのおもƪǌです。 

 

ǢンパンマンのパンދさんとおᝰいもののȬǸスǿー。「お

ᝰいものごっこ」はいƭも子どもたƪにʴ気があります。 

パンをɳǂたり、かまどでいたり、Ǹȥースを入れたり。 

 

ȬǸスǿーはȐーコードをかƟすと、Ȕȃと᪦がして「Ǣ

イスǯȪーȠᲫᲪᲪえん」「ǸȥースᲫᲯᲪえん」とᛠǈ上ƛ

てくれます。もっとஇૼのものは、カードでȔȃとするೞᏡ

もあるようですᲛ 

あまりえなくてもȔȃȔȃとՠԼをかƟしているので、

子どもはおとなのすることをよくᙸているなあと感じます。 

 

ごっこᢂƼのɶで、ૠをかƧえたりཋをɳǂたり、ᚕᓶでǍ

りとりしたり、ǏずったりǏずǒれたり・・・。いǖいǖなこ

とを学んでいます。 
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䕔䜸ー䝥ン䝩䝇䝢タ䝹 㻞㻜㻝㻡 

 

㻝㻜 月 㻟㻝 ᪥䠄ᅵ䠅䚸京大㝔䛷䜸ー䝥ン䝩䝇䝢タ䝹䛜㛤ദ䛥䜜䚸ඣಖ⫱ᐊ䛂䛣䜒䜒䛃䛜䝫䝇ター参ຍ䛧䜎䛧䛯䚹 
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京都大学男女共同参画推進センター

病児保育室 こもも
ḩᵌ၏δ̬ᏋܴểỊ

「ʮᣃٻ学ဏڡ共ӷӋဒਖ਼ᡶǻンǿー病児保育室」（以下、ʮٻ
病児保育室）は、ʮᣃٻ学職員・学生の子どもが、病ɶ・病ࢸ
のため࠷ᆐט・保育ט・学ఄǁ登ט・登ఄできない時、ᚃがˁ事
Ǎᄂᆮを˞ǉことなく、子どもの保育ができるؾを提̓する
ᚨです。ʮٻ病児保育室では、ʮᣃٻ学Ҕ学ᢿ᧽ޓ病ᨈと連ઃし、
Ⴣᜱࠖ・保育ٟがࠝᬟする࣎ܤできるؾにおいて、病児の保育
をᘍっています。

Ḫᵌ၏δ̬ᏋܴỉМဇؕแỆếẟề

今まで、お熱がBT38.5℃以上続く場合などでご利用出来なかっ
たり、病児保育室で高熱になるとお迎えに来ていただいたりして
いましたが、今࠰のᲰஉより、お熱の高さで利用基準を決めるの
ではなく、子どもさんの症状に応じて受け入れ出来るようになり
ました。

ただ、病児保育室が病ᨈϋに́ᚨされているというؾにあるた
めᨈϋ感染の可Ꮱࣱをᎋॾすると、下記の感染症と診断された
場合は利用ᚩ可が٭ǘってきます。

၉Ჴႆ၉をˤうႆ熱がᚐ熱3ࢸ日をኺᢅすれƹ利用可
၉Ჴႆ၉がෞڂすれƹ利用可
൦ၖᲴμての൦၄が၍ႝ҄すれƹ利用可
්ᘍࣱ下ᐄ炎Ჴ下ᐄなどのᏽᏰႆྵ5ࢸ日をኺᢅすれƹ

利用可
ᴊᴵᴤᴱᴌᴵᴓᴶ感染症Ჴᚐ熱ࢸ��時᧓ኺᢅすれƹ利用可

（����8時᧓はᨠᩉ室）
ᴉᴛᴶᴡᴋᴊᴱᴕ感染症Ჴႆ熱�Թ᪽炎�ኽᐏ炎症状が᠉ถすれƹ利用可

（ᚐ熱ࢸ�日まではᨠᩉ室）
ᴳᴘᴋᴊᴱᴕ・ᴡᴳᴋᴊᴱᴕ胃腸炎Ჴ下ၚ・֓ӻ症状がෞڂすれƹ利用可

しかし、今まで利用できなかった病気、
・マイコプラズマ感染症
・ＲＳウイルス感染症
・溶連菌感染症
・ヘルパンギーナ
・手足口病
・胃腸炎
と診断された場合でも、症状・状態に応じて利用できることになりましたので、
利用時ご相談ください。

ḫᵌज़௨ᨠᩉܴ

保育室には、通ࠝの保育室かǒᨠてǒれたᴤᴀᴱᴘᴈ˄きᨏן੭気ᆰᛦと室ϋに上下൦
ᢊをૢͳしたᨠᩉ室があります。

また、ᨠᩉ室も入室基準のᙸ直しをᘍい、ᨠᩉ室利用基準が٭になりました。

していない状態ܭ前ă・38.5℃以上のႆ熱をԑするが、感染症Ӹがᄩ٭
・下ၚ֓ӻをԑするࣱ࣯胃腸炎
・ԶǍԹ᪽ၘがあるがマスǯのბ用がᩊなࣱ࣯上気ᢊ炎気ሥૅ炎

。できるまでの᧓（ఄ）ט症状᠉ࣛし、登、ࢸă・ˡ染ࣱ၌ध፝धࢸ٭

・Ʀの˂、Ҕࠖによりᨠᩉが必要とЙ断される場合。

子どもの利用がᙐૠで、ᢿދをЎけた方がᑣいとЙ断される場合に̅用する。

また、利用ɶに࣯なນしい下ၚǍ֓ӻがڼまった場合など。）

Ũ ̾ŷの病気の状態に合ǘƤたზ・˞ऒ・事で、ჃᜱӏƼ
保育を提̓しています。࠰ᱫに応じてᢂƼのϋܾをپし、
ಏしくᢅごƤるようにᣐॾしています。

Ũ スǿȃȕが11ݣにᡈい࢟で᧙ǘることで࣎ܤ感Ǎ̮᫂᧙̞
をଔにሰけるようにੑ࣎けています。

Ũ 保育室ਃ࢘ҔǍჃᜱࠖがࠝᬟしているؾのため、˳ᛦに٭
҄があった場合はᡆᡮにݣ応ができます。

䊣䠊̬ᏋỆếẟề

ẮờờἡỸἋ

ỚỮễầڤẨễ
ẝỮỌỮộỮỉấờẼỞ

ஙỉᩓ

ဃẦỤហẼỞỮộỂܖݱ
ɟደỆᢂỮỂẟộẴ䛸䛔䛖䜘䛖䛺䛖䜜䛧䛔ኌ䜢䛔䛯䛰

䛔䛶䛔䜎䛩䚹

䛣䛹䜒䛜႐䜣䛷䛂䛣䜒䜒䛃䛻⾜
䛝䜎䛩䚹ලྜ䛜ᝏ䛔䛸䛂䛣䜒䜒
䛻⾜䛟䛃䛸䛛䛔䛖䜣䛷䛩䜘䚹
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ᑵປ支援事ᴗ䝽ー䜻ン䜾䜾䝹ー䝥άືሗ࿌ 
 

 
ᮏ 㼃㻳 䛾せάື䛷䛒䜛䛂◊✲䞉ᐇ㦂⿵ຓ⪅㞠⏝ไᗘ䛃䛻䛴䛔䛶䛿䚸⫱ඣ䜔ㆤᮇ䛻䛒䜛◊✲⪅䛾

◊✲⥅⥆ᨭ䛸䛔䛖┠ⓗ䛻༶䛧䛶䚸䜰ン䜿ー䝖䛺䛹䛻♧䛥䜜䜛⏝⪅䛾ኌ䜒⪃៖䛧䛺䛜䜙䚸ẖ年䚸ᑡ䛧

䛪䛴ᨵⰋ䜢ຍ䛘䛶䛝䛶䛔䜛䚹ᮏ年ᗘ୰䛾ᐇ⦼䛿䚸➨䠍ᮇ䛷ᛂເ⪅ 㻝㻥 ྡ䚸⏝⪅ 㻝㻢 ྡ䚸➨２ᮇ䛷ᛂເ

⪅ 㻞㻢 ྡ䚸⏝⪅ 㻝㻢 ྡ䛸䚸ᮇ䛻䜘䜚ኚື䛿䛒䜛䜒䛾䛾䛣䛣ᩘ年ቑຍഴྥ䛻䛒䜛䚹 ண⟬䛾ไ⣙䛾䛺䛛

䛷䚸ᛂເ⪅䛜ᅔ㞴䛺≧ἣ䛻䛒䜛䛣䛸䛜䜟䛛䜚䛺䛜䜙༑ศ䛺ᨭ䛜䛷䛝䛺䛔䜿ー䝇䜒ቑ䛘䛶䛝䛶䛔䜛䚹䜎

䛯䚸䛣䛣ᩘᅇ䛾ഴྥ䛸䛧䛶䚸≉௵ᩍဨ䞉◊✲ဨ䛺䛹ẚ㍑ⓗ▷䛔௵ᮇ䛷京都大学䛻ᡤᒓ䛧䛶䛔䜛◊✲⪅䚸

≉䛻እᅜே◊✲⪅䛛䜙䛾ᛂເ䛜ቑຍ䛧䛶䛔䜛䚹Ᏻᐃ䛺㞠⏝䚸័䜜䛺䛔ᅵᆅ䚸ᐙ᪘䛛䜙䛾ຓ䜒ᮃ

䜑䛺䛔䚸䛸䛔䛖≧ἣ䛾䛺䛛䛷⫱ඣ䜔ㆤ䛸◊✲䛾୧❧䛻ⱞ៖䛥䜜䛶䛔䜛男女◊✲⪅䜒ከ䛔䚹 

㞠⏝ᙧែ䛾ኚ䜔ᩍဨ䛾䝎䜲䝞ー䝅䝔䜱ᣑ大䛻㐺ᛂ䛧䛯ไᗘ䛸䛭䛾㐠⏝䛾ぢ┤䛧䜒䚸ไᗘయ䛾ᣑ䛸䛸䜒䛻ᚋ䛾ㄢ㢟䛷

䛒䜛䚹 

ᑵປᨭᴗ䠳䠣ᰝ బ⸨  

 

 

䕔㻴㻞㻣 άືグ㘓 

㻡 月 㻞㻡 ᪥䠄月䠅 ➨ 㻟㻤 ᅇᑵປᨭᴗ䝽ー䜻ン䜾䜾䝹ー䝥㆟ 

㻢 月 㻡 ᪥䠄㔠䠅 平成 㻞㻣 年ᗘ 㻞 ᮇ ᑵປᨭᴗ䛻䜘䜛ᨭᕼᮃ⪅ເ㞟㛤ጞ 

㻣 月 㻝㻡 ᪥䠄Ỉ䠅 ➨ 㻟㻥 ᅇᑵປᨭᴗ䝽ー䜻ン䜾䜾䝹ー䝥㆟ 

㻝㻝 月 㻞㻜 ᪥䠄月䠅 ➨ 㻠㻜 ᅇᑵປᨭᴗ䝽ー䜻ン䜾䜾䝹ー䝥㆟ 

㻝㻞 月 㻝㻡 ᪥䠄ⅆ䠅 平成 㻞㻤 年ᗘ 㻝 ᮇ ᑵປᨭᴗ䛻䜘䜛ᨭᕼᮃ⪅ເ㞟㛤ጞ 

㻞 月 㻝 ᪥䠄月䠅 ➨ 㻠㻝 ᅇᑵປᨭᴗ䝽ー䜻ン䜾䜾䝹ー䝥㆟ 
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◊✲䞉ᐇ㦂⿵ຓ⪅㞠⏝制ᗘ ⏝≧ἣ 

ᮇ 㛫 䐟⏦ㄳ௳ᩘ 䐠⏦ㄳ総㢠 䐡᥇ᢥ௳ᩘ 䐢᥇ᢥ総㢠
䐣⏦ㄳ௳ᩘ䛻ᇶ䛵䛟

᥇ᢥ⋡
䠄䐡ͬ䐟䠅

䐤⏦ㄳ㔠㢠䛻ᇶ䛵䛟
᥇ᢥ⋡
䠄䐢ͬ䐠䠅

H18 15� 4͕124͕400� 15� 4͕100͕400� 100͘0% 99͘4%

H19Ͳ1 17� 10͕091͕600� 13� 6͕911͕800� 76͘5% 68͘5%

H19Ͳ2 20� 8͕683͕500� 19� 7͕291͕000� 95͘0% 84͘0%

H20Ͳ1 20� 8͕246͕400� 18� 5͕321͕200� 90͘0% 64͘5%

H20Ͳ2 17� 6͕294͕300� 17� 6͕035͕100� 100͘0% 95͘9%

H21Ͳ1 7� 2͕505͕000� 7� 2͕505͕000� 100͘0% 100͘0%

H21Ͳ2 21� 9͕261͕000� 21� 9͕261͕000� 100͘0% 100͘0%

H22Ͳ1 18� 7͕772͕500� 17� 5͕617͕500� 94͘4% 72͘3%

H22Ͳ2 21� 8͕932͕500� 21� 8͕932͕500� 100͘0% 100͘0%

H23Ͳ1 23� 9͕100͕000� 22� 6͕837͕500� 95͘7% 75͘1%

H23Ͳ2 31� 12͕617͕500� 22� 6͕530͕000� 71͘0% 51͘8%

H24Ͳ1 30� 9͕545͕000� 22� 6͕450͕000� 73͘3% 67͘6%

H24Ͳ2 21� 7͕729͕000� 18� 5͕957͕500� 85͘7% 77͘1%

H25Ͳ1 22� 10͕115͕000� 18� 6͕219͕400� 81͘8% 61͘5%

H25Ͳ2 32� 14͕440͕000� 16� 6͕275͕000� 50͘0% 43͘5%

H26Ͳ1 28� 13͕452͕500� 16� 6͕002͕500� 57͘1% 44͘6%

H26Ͳ2 31� 14͕300͕000� 18� 7͕528͕750� 58͘1% 52͘6%

H27Ͳ1 20� 11͕600͕018� 16� 6͕503͕000� 80͘0% 56͘1%

H27Ͳ2 26� 13͕128͕998� 16� 6͕931͕000� 61͘5% 52͘8%
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◊✲䞉ᐇ㦂⿵ຓ⪅制ᗘ䛾⏦ㄳ௳ᩘ➼

䐟⏦ㄳ௳ᩘ 䐡᥇ᢥ௳ᩘ 䐣⏦ㄳ௳ᩘ䛻ᇶ䛵䛟᥇ᢥ⋡

䠄䐡ͬ䐟䠅

－ 76 － － 77 －
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◊✲䞉ᐇ㦂⿵ຓ⪅制ᗘ䛾⏦ㄳ㔠㢠➼

䐠⏦ㄳ総㢠 䐢᥇ᢥ総㢠 䐤⏦ㄳ㔠㢠䛻ᇶ䛵䛟᥇ᢥ⋡

䠄䐢ͬ䐠䠅

－ 77 －



䕔◊✲䞉ᐇ㦂⿵ຓ⪅㞠⏝制ᗘ 䜰ン䜿ー䝖ሗ࿌ 

 

ᑐ㇟⪅䠖平成 㻞㻢 年ᗘ➨ 㻞 ᮇ䡚平成 㻞㻣 年ᗘ➨ 㻝 ᮇ ◊✲䞉ᐇ㦂⿵ຓ⪅㞠⏝ไᗘ⏝⪅  㻟㻠 ྡ 

ᙧ ᘧ䠖ᐇ⦼報告䛸同䛻䝯ー䝹䛻䛶౫㢗䚹 

ᅇ⟅⋡䠖㻝㻜㻜䠂 

 

䠍䠊䛂◊✲䞉ᐇ㦂⿵ຓ⪅㞠⏝制ᗘ䛃䜢⏝䛩䜛䛣䛸䛷䚸䛹䛾䜘䛖

䛺䛣䛸䛜ྍ⬟䛻䛺䛳䛯䛛 

䞉⚄⤒⣽⬊䛸ዷፎ䛧䛯䝬䜴䝇➼䛾‽ഛ䜢䛧䛶䜒䜙䛖䛣䛸䛷䚸Ᏻᐃ

䛧䛯䝬䜴䝇ᾏ㤿䛾⚄⤒⣽⬊ᇵ㣴䛾䛯䜑䛾䚸ᐇィ画䜢᭱㐺

䛧䚸⚄⤒⣽⬊䛾⾲⌧ᆺ䛾ゎᯒ䛾ຠ⋡䜢ᅗ䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛧䛯䚹

大ኚ㛫䛸ປຊ䛾䛛䛛䜛సᴗ䛷䛩䛜䚸䝃䝫ー䝖䜢䛔䛯䛰䛔䛯䛣

䛸䛷䚸䜚䛺䛟⾜䛖䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛧䛯䚹 

䞉ᐇ㦂⿵ຓ䛻䜘䜚䚸◊✲䛻ᚲせ䛺ᐇ㦂䛸ゎᯒ䜢ຠ⋡ⓗ䛻῭䜎䛫

䜛䛣䛸䛜䛷䛝䚸䛚䛛䛢䛷⮬Ꮿ䛻ᖐ䛳䛶ᐙ᪘䛾ୡヰ䜢䛧䛶䛛䜙ኪ

㐜䛟䜎䛷◊✲䛻㛫䜢䛛䛪䛻῭䜐䜘䛖䛻䛺䛳䛯䚹⮬ศ䛾◊✲

䛜ຍ㏿䛧䛯䛰䛡䛷䛺䛟䚸⮬ศ⮬㌟䛜↓⌮䜢䛧䛺䛟䛶䜘䛟䛺䛳䛯ศ

ᚰ㌟ᗣ䛻䛺䜚䚸◊✲䜾䝹ー䝥య䛻䜒Ⰻ䛔ᙳ㡪䜢䛘䛯䚹 

䞉⚾䛿䚸⏘ᚋ䛩䛠䛻䚸◊✲䛻ᖐ⮴䛧䜎䛧䛯䚹Ꮚ⫱䛶䜢୰ᚰ䛻

⏕ά䛜進䜣䛷⾜䛟䛾䛷䚸䛭䛾ྜ㛫䛻◊✲䜢⾜䛳䛶䛔䛟䛾䛿大

ኚ䛷䛧䛯䛜䚸◊✲䛾䝇䝢ー䝗䜢ⴠ䛸䛩䛣䛸䛺䛟進䜑䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎

䛧䛯䚹䜎䛯䚸◊✲䛾୍➃䜢⿵ຓ⪅䛻ク䛩䛣䛸䛷䚸⿵ຓ⪅⮬㌟䛾

◊✲⬟ຊྥୖ䛻䜒ᑡ䛺䛛䜙䛪⧅䛜䛳䛯䛾䛷䛿䛺䛔䛛䛸ᛮ䛔䜎

䛩䚹 

䞉䝬䜴䝇䛾㑇ఏᏊゎᯒ䚸ᐇ㦂䛾᮲௳᳨ウ䛺䛹ᐇ㦂‽ഛసᴗ䜢

ᐇ㦂⿵ຓ⪅䛻௵䛫䜙䜜䛯䛣䛸䛷䚸ᮏ␒䛾ᐇ㦂䚸䝕ータ᥇ྲྀ䞉ゎ

ᯒ䞉⪃ᐹ䛺䛹䛻㛫䜢䛡䜛䜘䛖䛻䛺䜚䜎䛧䛯䚹ᐇ㦂⿵ຓ⪅䛾ᐇ

㦂ᡭᢏ䛜Ᏻᐃ䛧䛶䛛䜙䛿䚸ᐇ㦂䜢ศᢸ䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛺䛳䛯䛣䛸䛷䚸

◊✲䛾進ᤖ䝇䝢ー䝗䛜᱁ẁ䛻ୖ䛜䜚䜎䛧䛯䚹 

䞉⫱ඣ䛷䛺䛛䛺䛛㛫䛾都ྜ䛜䛴䛛䛪䚸◊✲䛜䛳䛶䛔䛯䛜䚸

⿵ຓ⪅䛻䚸⿕㦂⪅䛾䝸䜽䝹ー䝖䚸ᐇ㦂᪥䞉㛫䛾ㄪᩚ䚸ᐇ㦂ᶵ

ჾ䛾‽ഛ䚸ᐇ㦂⿵ຓ䜢䛧䛶䜒䜙䛖䛣䛸䛷䚸‽ഛ䜔ᐇ㦂䛭䛾䜒䛾䛾

㛫䛜▷⦰䛷䛝䛯䚹≉䛻䚸ಖ⫱ᡤ䜈䛾㏄䛘䛾㛫䛻㛫䛻ྜ䛖

䛣䛸䛜䛷䛝䚸䛸䛶䜒᭷㞴䛛䛳䛯䚹⫱ඣ䞉ㆤ䛷ከᛁ䛷䛒䜚䛺䛜䜙䚸

▷ᮇ㛫䛷༑ศ䛺䝕ータ䛜㞟䛷䛝䛯䛸共䛻䚸ㄽᩥ䛾‽ഛ䜒進

䜏䚸◊✲成ᯝ䜢ᣲ䛢䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹 

䞉䛣䛾ᗘ䚸◊✲䞉ᐇ㦂⿵ຓ⪅㞠⏝ไᗘ䜢⏝䛥䛫䛶㡬䛔䛯䛣䛸

䛷䚸⏦ㄳ⪅䛾┘╩䛒䜛䛔䛿ᣦᑟ䛻䛶㐙⾜䛷䛝䜛⠊ᅖෆ䛾సᴗ

䜢ᢸᙜ䛩䜛◊✲⿵ຓ⪅䛾ከ大䛺ᨭ䜢ᚓ䛶䚸䛘䜙䜜䛯㛫

ෆ䛻䜘䜚ᑓ㛛ᛶ䛾㧗䛔◊✲άື䛻ᑓᛕ䛩䜛䛣䛸䛜ฟ᮶䚸ணᐃ䛧

䛶䛔䛯◊✲ィ画䛾㐙⾜䛻䛚䛔䛶大䛝䛺ᚋᢲ䛧䛸䛺䜚䜎䛧䛯䚹䛣

䛾䛣䛸䛻䜘䜚䚸◊✲䛾成ᯝ䜢ᑓ㛛ศ㔝䛾䜏䛺䜙䛪♫䛻㑏ඖ䛩

䜛䛯䜑䛾୍ຓ䛸䛺䛳䛯䛸ゝ䛘䜛䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹 

䞉ᐇ㦂⿵ຓ⪅䛾᪉䛻䛿䠈◊✲䛾䛔䜝䛔䜝䛺ሙ㠃䛷⿵ຓ䛔䛯䛰

䛝䜎䛧䛯䛜䠈≉䛻ຓ䛛䛳䛯䛾䛿䠈䜎䛸䜎䛳䛯㔞䛾ᐇ㦂䝕ータ䜢స

成䛧䛶䛔䛯䛰䛔䛯䛣䛸䛷䛩䚹䛣䛾䜘䛖䛺సᴗ䛿䛒䜛⛬ᗘ䛾䝖䝺ー

䝙ン䜾䛜ᚲせ䛷䚸䝹ー䝹䛻ᚑ䛔ṇ☜䛻ฎ⌮䛧䛶䛔䛟䛣䛸䛜ồ䜑

䜙䜜䜎䛩䛾䛷䚸ಙ㢗䛷䛝䜛᪉䜢⥅⥆䛧䛶㞠⏝䛷䛝䛶ᮏᙜ䛻䜘䛛

䛳䛯䛷䛩䚹 

䞉⏝⪅䛾◊✲䛷䛿䚸ᐇ㦂‽ഛ䛸䛧䛶⥳⸴䛾ᇵ㣴䜔≉ᐃ䛾⣽

⬊䛾᥇ྲྀ䛻㛫䛜䛛䛛䜚䜎䛩䚹䜎䛯ゎᯒヨᩱ䛾స〇䛻⣙３᪥

㛫䛾㐃⥆䛧䛯㛫䜢ᚲせ䛸䛧䜎䛩䚹ᐃ年㏥⫋䛧䛯ຓᡭ䛾ᚋ௵

䛜⿵䛥䜜䛪㛫ෆ䛾ᴗົ䛜ቑຍ䛧䚸ᐇ∗ẕ䛾ୡヰ䛷平᪥

ኪ䜔ఇ᪥䛾ᐇ㦂㛫䛾☜ಖ䜒㞴䛧䛛䛳䛯䛾䛷䛩䛜䚸ᐇ㦂సᴗ

䜢ᐇ㦂⿵ຓ⪅䛻ศᢸ䛧䛶䛔䛯䛰䛝䚸㝈䜙䜜䛯㛫䛷ᐇ㦂䜢⥅

⥆䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛧䛯䚹 

䞉๓ᅇ䜒書䛝䜎䛧䛯䛜䚸⭾大䛺సᴗ㛫䜢せ䛩䜛༢⣧సᴗ䚸ධ

ຊసᴗ➼䜢䚸୍ே䛷䛿䛺䛟⿵ຓ⪅䛾᪉䛸୍⥴䛻䛩䜛䛣䛸䛷䚸◊

✲推進䛻䛒䛯䛳䛶䛾䝸䝈䝮䛜⏕䜎䜜䜎䛧䛯䚹༢⊂◊✲䜢䛩䛩䜑

䜛ேᩥ⛉学◊✲䛾ศ㔝䛻䛚䛔䛶䚸◊✲䝨ー䝇䛜⚾⏕ά䛻ᕥ

ྑ䛥䜜䛪䛻ಖ䛯䜜䜛䛣䛸䛿䚸䛝䜟䜑䛶䛒䜚䛜䛯䛔䛣䛸䛷䛩䚹◊✲

䝨ー䝇䜢つ๎ⓗ䛛䛴☜ᐇ䛻䛩䛩䜑䛶䛔䛡䜛ᇶ┙ᙧ成䛜ྍ⬟

䛻䛺䛳䛯Ⅼ䛜≉➹䛩䜉䛝Ⅼ䛷䛩䚹 

䞉ᮍⓎ⾲䛾ᮏ䜢ᰯゞ䛧䚸ཎᰯゞᮏ䜢ฟ∧䛩䜛䛸䛔䛖ㄢ㢟䛻

ྥ䛛䛳䛶䛔䜛䚹ᮏ㈨ᩱ䠄ᮏ䜢┿ᙳ䛧䛯䜒䛾䠅䛾㔞䛿⭾

大䛷䚸ㄞ䜏進䜑䜛䛻䛿大ኚ䛺㛫䜢せ䛩䜛䛜䚸୍᪉䛷䚸ᮍⓎ

⾲䛾ᮏ䛸䛔䛖㈗㔜䛺㈨ᩱ䛾ᥦ౪䜢ཷ䛡䛶䛔䜛❧ሙ䛸䛧䛶䚸㏿

䜔䛛䛻成ᯝ䜢ฟ∧䛩䜛䛣䛸䛜⩏ົ䛷䛒䜛䚹ᮏไᗘ䛻䜘䛳䛶ᑓ㛛

䛾◊✲⿵ຓ⪅䜢㞠⏝䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䚸㈨ᩱ䜢ศᢸ䛧䛶ㄞ䜏進

䜑䛶䚸䛭䛾成ᯝ䜢ྜ䜟䛫䛶ᮏᰯゞ䜢進䜑䛶䛔䜛䚹 

䞉䝕ータゎᯒ䜔ධຊ䚸ᐇ㦂‽ഛ䜔∦䛡䛺䛹䜢⿵ຓ䛔䛯䛰䛡

䜛䛣䛸䛷䚸ᑡ䛺䛔㛫䜢᭷ຠ䛻䛳䛶䚸◊✲䜢୰᩿䛩䜛䛣䛸䛺䛟䚸

ఱ䛸䛛進䜑䜛䛣䛸䛜ྍ⬟䛸䛺䛳䛶䛔䜛䚹 

䞉་ᖌ䛸䛧䛶䛾⮫ᗋᴗົ䚸◊✲⪅䛸䛧䛶ᇶ♏◊✲䚸䛭䛧䛶䛻

䛿学⏕ᣦᑟ䜒䛸䛔䛳䛯」ᩘ䛾ᙺ䜢䚸ᮏไᗘ䛻䜘䛳䛶⿵ຓ⪅

䜢ᚓ䜛䛣䛸䛷䚸ಖ⫱ᅬ䛾㛤䛔䛶䛔䜛㛫ෆ䛻䚸ຠ⋡䜘䛟進䜑䜛䛣

䛸䛜䛷䛝䜎䛧䛯䚹⮫ᗋ◊✲䛻䛚䛔䛶䛿䚸報告䜢学Ⓨ⾲䛩

䜛䛣䛸䛜䛷䛝䚸䛭䛾ෆᐜ䜢ᢞ✏୰䛷䛩䚹䛣䛾成ᯝ䛻䜘䛳䛶䛩䛷

䛻⢾ᒀᑓ㛛་䜢᭷䛧䛶䛔䜎䛩䛜䚸䛥䜙䛻ᣦᑟ་䜢⏦ㄳ䛩䜛䛣

䛸䛜ྍ⬟䛸䛺䜚䜎䛩䚹䜎䛯䚸ᇶ♏◊✲䛻䛚䛔䛶䜒成ᯝ䜢ㄽᩥ䛻

ᇳ➹୰䛷䚸᮶年ᗘ䛻䛿ᅜ㝿学䛻䛚䛔䛶Ⓨ⾲䛧䚸ᅜ㝿ㄅ䛻ᢞ

✏䛩䜛‽ഛ䜢䛧䛶䛔䜎䛩䚹 

䞉⮫ᗋ◊✲䛻䛚䛔䛶」ᩘ䛾◊✲ㄢ㢟䜢同進⾜䛩䜛㝿䛻䛿䚸

సᴗ㔞䛾ቑຍ䜔㛫ⓗᣊ᮰䛜◊✲䛾進ᤖ䜢ጉ䛢䜛せᅉ䛸䛺䜚

ᚓ䜎䛩䛜䚸ᮏไᗘ䜢⏝䛩䜛䛣䛸䛷䚸సᴗ㔞䜔㛫ⓗᣊ᮰䛾

㈇ᢸ䛜㠀ᖖ䛻㍍ῶ䛥䜜䜎䛧䛯䚹䛭䛾⤖ᯝ䚸大ᆺ䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾

㐠Ⴀ䛻䛛䛛䜛ᴗົ䜔䚸◊✲䛾ᐇົ䛻䜒㛫䛜䛥䛡䚸䝥䝻䝆䜵䜽

䝖䛾成ᯝ䛻䛴䛺䛜䜚䜎䛧䛯䚹 
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䞉Ꮚ౪䛾㏦㏄䛾䛯䜑䛻㛫䛜㝈䜙䜜䛶䛔䜛୰䛷䚸ᐇ㦂䜢ຠ⋡

ⓗ䛻進䜑䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹≉䛻䚸ᅇ䚸㻮㻶㻯 䛻 㼍㼏㼏㼑㼜㼠 䛥䜜䜛┤

๓䚸㻢 㐌㛫䛸䛔䛖▷ᮇ㛫䛷 㼞㼑㼢㼕㼟㼑 䛾ᐇ㦂䜢䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛛

䛳䛯䛜䚸䛝䛱䜣䛸ୖ䛢䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䛾䛿ᐇ㦂⿵ຓ⪅䛾ຊ䛻

䜘䜛䛸䛣䜝䛜大䛝䛛䛳䛯䚹䜎䛯䚸ᐇ㦂⿵ຓ⪅䛜ᐇ㦂䜢䛧䛶䛔䜛㛫

䛻大学㝔⏕䛾ᣦᑟ䜔䜋䛛䛾䝇タ䝑䝣䛸䛾䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵ン䜢⾜䛖

䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹 

䞉⚾䛿⸆⏝᳜≀䛾᱂ᇵ䛻㛵䛩䜛䝥䝻䝆䜵䜽䝖㞠⏝䛾◊✲ဨ䛰䛳

䛯䛾䛷䚸◊✲䛾㐙⾜䛻䛿᳜≀䛾ᜏᖖⓗ䛺⥔ᣢ䞉⟶⌮䛜ᚲせ

ྍḞ䛷䛧䛯䚹⏘๓䞉⏘ᚋ䛻ᮏไᗘ䜢⏝䛧䚸ᐇ㦂⿵ຓ⪅䛻᳜

≀䛾⟶⌮ཬ䜃ᐇ㦂䝕ータ䛾ィ 䜢䛚㢪䛔䛩䜛䛣䛸䛷䚸ᐇ㦂୰

᩿ᮇ㛫䜢᭱ᑠ㝈䛻䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䚸年ᗘᮎ䛻䛿୍年㛫䛾◊✲

⤖ᯝ䜢報告書䛻䜎䛸䜑䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛧䛯䚹 

䞉⚾䛿䚸⏕≀䛾Ⓨ⏕㐣⛬䛾◊✲䜢⾜䛳䛶䛔䜛䛯䜑䚸⏕≀䛾Ⓨ⏕

㛫䛻䛒䜟䛫䛶ᐇ㦂䜢進䜑䜛ᚲせ䛜䛒䜚䜎䛩䚹䛣䜜䜎䛷䚸㛫

ⓗไ⣙䛾䛯䜑䚸⏕≀䛾Ⓨ⏕㛫䛻䛒䜟䛫䛶進䜑䜛ᚲせ䛾䛒䜛

ᐇ㦂䛜䛷䛝䜛᭙᪥䛿㝈䜙䜜䛶䛔䜎䛧䛯䛜䚸ᮏไᗘ䜢⏝䛩䜛䛣

䛸䛻䜘䜚䚸䜘䜚㧗䛔㢖ᗘ䛷⾜䛖䛣䛸䛜ྍ⬟䛻䛺䜚䚸◊✲䜢䜘䜚㎿㏿

䛻進䜑䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛧䛯䚹 

䞉ヨ⸆ㄪ〇➼䛾ୗ‽ഛ䛻せ䛩䜛㛫䛜▷⦰䛥䜜䚸䝇䝮ー䝈䛻

ᮏᐇ㦂ཬ䜃䝕ータゎᯒ䛜⾜䛘䜛䜘䛖䛻䛺䛳䛯䚹䜎䛯䠈సᴗ䛜ศ

ᢸ䛥䜜䜛䛣䛸䛷 㻝 ᪥䛻ྲྀᚓྍ⬟䛺䝕ータ㔞䜒ቑຍ䛧䛯䚹 

䞉䛣䛾ไᗘ䜢⏝䛩䜛䛣䛸䛷䚸ఇ䜏䛸 㻝㻡䠖㻜㻜 䛻ᤵங䛾䛯䜑ಖ

⫱ᅬ䛻㏻䛔䚸䜎䛸䜎䛳䛯ᐇ㦂㛫䜢䛸䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛺䛔୰䛷䜒䚸

⿵ຓ⪅䛻䝦䝸䝁䝞䜽ター䛾ᐇ㦂䜢進䜑䛶䜒䜙䛖䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛧䛯䚹

⿵ຓ⪅䛜ᐇ㦂䜢ᢸᙜ䛧䛶䛟䜜䛯䛚䛛䛢䛷䚸ㄽᩥᇳ➹䚸◊✲㈝

⏦ㄳ➼䛻䜒㞟୰䛷䛝䜎䛧䛯䚹⏝⪅⮬㌟䜒㯞㓉䛾ᐇ㦂䜢進䜑

䜛䛣䛸䛜䛷䛝䚸◊✲䛷䛾Ⓨ⾲䜒䛷䛝䜎䛧䛯䚹 

 

䠎䠊䛂◊✲䞉ᐇ㦂⿵ຓ⪅㞠⏝制ᗘ䛃䜢⏝䛧䛯ឤ 

䞉⫱ඣ䛾䛯䜑䛻ᐇ㦂䛾㛫䜢༑ศ䛻ྲྀ䜜䛺䛔⚾䛻䛸䛳䛶䚸䛣䛾

ไᗘ䛿㠀ᖖ䛻౽䛺ไᗘ䛷䛧䛯䚹ไᗘ⏝ᮇ㛫䚸⚾䛿䚸ᐇ㦂

䛾タィ䚸䜎䛯䚸⤒㦂㊊䛻䜘䜛ලྜ䛾ゎỴ⟇䜢ぢ䛴䛡䜛䛣䛸

䛻㞟୰䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛧䛯䚹㠀ᖖ䛻༢⣧䛺సᴗ䛷䛩䛜䚸

䛭䜜䛿ᚲせྍḞ䛷䛒䜚䚸⚾䛿䛭䛾㐣⛬䛾⿵ຓ䜢ཷ䛡䜛䛣䛸䛜

䛷䛝䚸䛣䛾ᅔ㞴䛺≧ἣ䛾୰䛷䜒⬟⋡ⓗ䛻䛜䛷䛝䜎䛧䛯䚹 

䞉京都大学䛜ᥦ౪䛩䜛䛣䛾䝅䝇䝔䝮䛿㠀ᖖ䛻⣲ᬕ䜙䛧䛟䚸ຓ䛡䜙

䜜䛯䚹≉䛻䚸∗ぶ䛜䛣䛾ไᗘ䜢⏝䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䚸ᐙ᪘䛾୍

ဨ䛸䛧䛶ጔ䜢䝃䝫ー䝖䛩䜛䛯䜑䛾㛫䜢䛸䜜䛯䛣䛸䛻ឤㅰ䛧䛶䛔

䜛䚹 

䞉Ꮚ⫱䛶䛸◊✲䞉䜢 㻝㻜㻜㻑䛾ᙧ䛷୧❧䛩䜛䛣䛸䛿䛺䛛䛺䛛㞴

䛧䛔䛷䛩䛜䚸ᮏไᗘ䛾䛚䛛䛡䛷䛹䛱䜙䜒ᤞ䛶䜛䛣䛸䛺䛟⾜䛖䛣䛸

䛜䛷䛝䜎䛧䛯䚹䛸䛶䜒ຓ䛛䜚䜎䛧䛯䚹 

䞉་学㒊䛾学㒊学⏕䛜ᐇ㦂⿵ຓ⪅䛰䛳䛯䛾䛷䛩䛜䚸㞠⏝๓䜘

䜚䜒᭦䛻㈐௵䜢ᣢ䛳䛶ᐇ㦂䜢䛧䛶䛟䜜䜛䜘䛖䛻䛺䜚䚸䛛䛴䛜

ṇ☜䛷⣲᪩䛟䛺䜚䚸大ኚຓ䛛䜚䜎䛧䛯䚹䜎䛯䚸ᛂເ䛩䜛㝿䛾⏦ㄳ

書㢮䛾‽ഛ䜔ᡭ⥆䛝䛜↹㞧䛷䛺䛛䛳䛯䛣䛸䜒ຓ䛛䜚䜎䛧䛯䚹 

䞉䛣䛾ไᗘ䛾䛚㝜䛷䚸⫱ඣ䛷༑ศ䛺㛫䛜䛸䜜䛺䛔䛻䜒㛵䜟䜙

䛪䚸◊✲䜢㐙⾜䛩䜛䛣䛸䛜ྍ⬟䛸䛺䛳䛯䚹大ኚ᭷ព⩏䛺ไᗘ䛷

䛒䜚䚸䛸䛶䜒ຓ䛛䛳䛶䛔䜛䚹䛣䛾ไᗘ䛿䚸⫱ඣ䞉ㆤ䛾ᚲせ䛺女

ᛶ◊✲⪅䛜◊✲䜢䛒䛝䜙䜑䜛䛣䛸䛺䛟䚸◊✲䜢⥆䛡䚸༑ศ䛺成

ᯝ䜢ᣲ䛢䜛䛣䛸䜢ྍ⬟䛻䛩䜛⣲ᬕ䜙䛧䛔ไᗘ䛰䛸ᛮ䛖䚹ᚋ䜒䛬

䜂⥅⥆䛧䛶䜋䛧䛔䚹 

䞉䛣䛾䛯䜃䛿㈗㔜䛺ᶵ䜢㡬䛝䜎䛧䛯䛣䛸ㄔ䛻䛒䜚䛜䛸䛖䛤䛦䛔䜎

䛧䛯䚹䛣䛾䜘䛖䛻䛤㓄៖䜢㡬䛝䜎䛧䛯䛣䛸䜢䚸᪥䚻ឤㅰ䛧䛶䛣䛾༙

年㛫㐣䛤䛥䛫䛶㡬䛝䜎䛧䛯䚹䛤ཌព䛻䛚ᛂ䛘䛷䛝䜎䛩䜘䛖䚸䜘䜚

୍ᒙ◊✲䛻ᑾຊ䛥䛫䛶㡬䛝䜎䛧䛯䛣䛸䛷䚸成ᯝ䜢ᣲ䛢䜛䛣䛸䛜䜎

䛧䛯䚹 

䞉ᡃ䛜ᐙ䛿༢㌟㉱௵䛷䠈平᪥䛿ኵ䛾༠ຊ䛜ᚓ䜙䜜䜎䛫䜣䛾䛷䠈

䜲ン䝣䝹䜶ン䝄䜔⭠⅖䛺䛹䛷㛗ᮇ䛻䜟䛯䜚ฟ䛷䛝䛺䛔䛣䛸䜒

䛒䜚䜎䛧䛯䛜䠈䛭䛾䜘䛖䛺䛷䜒ᐇ㦂⿵ຓ⪅䛾᪉䛜╔ᐇ䛻◊✲

䜢進䜑䛶䛟䛰䛥䜚䠈ᐇ㉁ⓗ䛻䜒䠈䜎䛯⢭⚄ⓗ䛻䜒ᮏᙜ䛻ຓ䛡䜙䜜

䜎䛧䛯䚹 

䞉✺↛䚸୧ぶ䛾ㆤ䛜ጞ䜎䜚䚸ඛ䛜ぢ䛘䛪䚸ᚰ㌟୧㠃䛷⑂ປ䛜

✚䛩䜛䛺䛛䛷䚸ㆤಖ㝤䝃ー䝡䝇䜔ᐙᗞㆤ䜢ᶍ⣴䛧䛴䛴䚸

䛸ㆤ䜢⥆䛡䛶䛔䜎䛩䚹ᐇ㦂⿵ຓ⪅㞠⏝ไᗘ䛾䛚䛛䛢䛷䚸

㛫ⓗไ⣙䛾䛺䛛䛷ఱ䛸䛛ᐇ㦂䜔◊✲䜢⥅⥆䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䚸

ᮏᙜ䛻᭷䜚㞴䛟ᛮ䛔䜎䛩䚹 

䞉学⏕䛥䜣䛸䛔䛘䛹䜒䚸同䛨ศ㔝䛾◊✲⪅同ኈ䚹䛱䜗䛳䛸䛧䛯㞧

ㄯ䛜᪂䛯䛺Ⓨぢ䜢䜆䛣䛸䛜ከ䛟䚸䛸䛶䜒ᴦ䛧䛔䜢㐣䛤䛧䜎䛧

䛯䚹 

䞉⮬䜙䛾◊✲㈝䛷ே䜢㞠䛖䜋䛹䛾㈨㔠䛿䛺䛟䚸ᩍᐊ䛸䛧䛶䛾◊✲

㈝䛷㞠⏝䛩䜛ሙྜ䛜ከ䛔䛜䚸䛭䛾ሙྜ䚸⮬ศ䛾䜢䛚㢪䛔

䛩䜛䛣䛸䛿㞴䛧䛔䚹䛭䛾䛯䜑䛂⮬ศ䛾䛯䜑䛾䛃䜢䛧䛶䜒䜙䛘䜛

ே䛿大ኚ㈗㔜䛷䛩䚹వ⿱䛾䛺䛔㛫䛾୰䛷䚸ఱ䛸䛛◊✲䜢進

䜑䜙䜜䛶䛔䜛䛣䛸䛿䚸ᮏᙜ䛻䛒䜚䛜䛯䛔䛸ᛮ䛳䛶䛔䜎䛩䚹 

䞉ᑠ学年䛛䜙ಖ⫱ᅬ年㛗䜎䛷䛾䚸ᅄே䛾Ꮚ౪䛜䛚䜚䚸ᐙ䞉

⫱ඣ䛻䛛䛛䜛㛫䛜ከ䛟䚸◊✲䛻䛡䜛㛫䛿ศ䛸䛿ゝ䛘

䛺䛔䚹䛭䜣䛺୰䚸ᑓ㛛䛾◊✲⿵ຓ⪅䛾༠ຊ䛿䚸◊✲䜢進䜑䜛

ୖ䛷大䛝䛺ຊ䛸䛺䛳䛶䛔䜛䚹 

䞉ไᗘ䜢⏝䛥䛫䛶㡬䛔䛶 㻞 ᮇ┠䛻䛺䜚䜎䛩䛜䚸Ꮚ䛹䜒䛜ᑠ䛥䛟

㛫ไ㝈䜔ᛴ䛺ఇ䜏䛜䛒䜛୰䛷⿵ຓ⪅䛜䛔䜛䛣䛸䛿ᐇ㉁ⓗ䛺

㠃䛰䛡䛷䛺䛟Ẽᣢ䛱䛾㠃䛷䜒వ⿱䜢ᣢ䛴䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛩䚹༙年

䛷⤖ᯝ䛸䜎䛷䛿㞴䛧䛛䛳䛯䛷䛩䛜䚸㻞 ᮇ䠄㻝 年䠅䛻ர䛳䛶᥇ᢥ䛥

䜜䛯䛣䛸䛷ᴗ⦼䜢ṧ䛫䜛䜎䛷䛻⮳䜚䚸ᚰ䛛䜙䛣䛾ไᗘ䛻ឤㅰ䛧

䛶䛔䜎䛩䚹 

䞉⏦ㄳ⪅䛾䜏䛺䜙䛪䚸⿵ຓ⪅䛻䛸䛳䛶䜒㠀ᖖ䛻䛒䜚䛜䛯䛔ไᗘ

䛷䛒䜚䚸⏦ㄳ⪅䛾◊✲䛾ᐇົ䛾㈇ᢸ䜢㍍ῶ䛩䜛䛣䛸䛻ຍ䛘䛶䚸

⿵ຓ⪅䛜◊✲⪅䛸䛧䛶䛾⤒㦂䜢✚䜐Ⰻ䛔ᶵ䛸䛺䛳䛶䛔䜛䛸

ᛮ䛔䜎䛩䚹 

䞉⥅⥆⏝䛥䛫䛶䛔䛯䛰䛔䛯䛚䛛䛢䛷䚸ᐇ㦂⿵ຓ⪅䜒ᡭᢏ䛻

័䜜䚸ᩍ䛘䜛㛫䜒▷䛟䛺䛳䛶䚸䜎䛩䜎䛩ຠ⋡䛜ୖ䛜䛳䛯䚹同

䜔ୖྖ䛻ᑐ䛧䛶䜒䚸᪩䛟ᖐ䜛䛣䛸䛷⫪㌟䛾⊃䛔ᛮ䛔䜢䛧䛺䛟䛶

䜘䛟䛺䛳䛯䛾䛷大ኚ䛒䜚䛜䛯䛔䛷䛩䚹 
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䞉⚾䛾ሙྜ䛿䚸ฟ⏘ᚋ䛾యຊⓗ䛺大ኚ䛥䛿ᐃ䛾⠊ᅖෆ䛷䛧

䛯䛜䚸⢭⚄ⓗ䛺大ኚ䛥䛿ண䜢㉺䛘䜛䜒䛾䛷䛧䛯䚹⏘ᚋ䛾䛯䛰

䛷䛥䛘⢭⚄ⓗ䛻Ᏻᐃ䛺䛸䛝䛻䚸ᐇ㦂⤖ᯝ䜔報告書స成䛜Ẽ

䛻䛺䜚䚸䜎䛯⮬ศ䛜ാ䛡䛺䛔ศ䜢䛾ே䛻䛧䛶䜒䜙䛖⨥ᝏឤ䛜

䛒䛳䛯䛾䛷䛩䚹䛧䛛䛧䚸ᐇ㦂⿵ຓ⪅䛾Ꮡᅾ䛜㠃䛷䛾㈇ᢸ

䜔⨥ᝏឤ䛾㍍ῶ䛻䛴䛺䛜䜚䚸ᮏᙜ䛻ຓ䛛䜚䜎䛧䛯䚹䛣䛾ไᗘ䛻

䛸䛶䜒ឤㅰ䛧䛶䛚䜚䜎䛩䚹 

䞉ᮏไᗘ⏝⪅䛜䚸同䛨◊✲ᐊ䛻ᡤᒓ䛩䜛䚸⏝⪅䛾◊✲ෆ

ᐜ䛻䜒ヲ䛧䛔ே䜢ᐇ㦂⿵ຓ⪅䛸䛧䛶㞠⏝䛩䜛䛣䛸䛜ྍ⬟䛺䛯䜑䚸

ไᗘ⏝㛤ጞᚋ䛩䛠䛻ຠ⋡ⓗ䛻䛾⿵ຓ䜢䛧䛶䜒䜙䛖䛣䛸䛜

ྍ⬟䛺Ⅼ䛜䛸䛶䜒᭷┈䛰䛸ឤ䛨䜎䛧䛯䚹 

䞉ㄽᩥ䛾ᇳ➹ཬ䜃䛭䛾䛯䜑䛾ᩥ⊩㞟䛻㈝䜔䛫䜛㛫䛜ከ䛟

䛺䜚䚸◊✲䛜ຠ⋡䛥䜜䛯䚹 

䞉䛣䛾ไᗘ䛾䛚䛛䛢䛷䚸Ꮚ䛹䜒䛾成㛗䜢ᴦ䛧䜏䛺䛜䜙◊✲䜢⥆

䛡䜛䛣䛸䛜䛷䛝䚸ᮏᙜ䛻ឤㅰ䛧䛶䛚䜚䜎䛩䚹Ꮚ䛹䜒䛸ᐇ䛧䛯

㛫䜢㐣䛤䛩䛣䛸䛜䛷䛝䚸◊✲䜈䛾ពḧ䛸䜶䝛䝹䜼ー䛸䜰䜲䝕䜱䜰

䛜䛔䛶䛝䜎䛧䛯䚹 

 

䠏䠊䛣䛾制ᗘ䜢⏝䛩䜛ୖ䛷䚸ᅔ䛳䛯䛣䛸䚸ᨵၿ䛧䛯᪉䛜䜘䛔䛸

ᛮ䛖䛣䛸䛜䛒䜛䛛 

䞉ಶேⓗ䛺ពぢ䛻䛺䛳䛶䛧䜎䛔⏦䛧ヂ䛒䜚䜎䛫䜣䛜䚸⏦ㄳ䛸報

告書䛾グධ䜢ⱥㄒ䛷䜒ཷ䛡䛡䛶䜒䜙䛘䛯䜙䛒䜚䛜䛯䛔䛸ᛮ䛔

䜎䛩䚹 

䞉䛣䛾ไᗘ䜢⏝䛷䛝䜛ேᩘ䜢ቑ䜔䛧䛶䜋䛧䛔䚹 

䞉ᐇ㦂⿵ຓ⪅䛻◊✲䛾ෆᐜ䜢䛚ᡭఏ䛔䛧䛶䛔䛯䛰䛟䛣䛸䛿㞴䛧

䛔䛾䛷䚸䛚㢪䛔䛷䛝䜛䛾䛿䚸䝹ー䝹䛻ᚑ䛳䛯䝕ータฎ⌮䜔ᩚ

⌮➼䛸䛺䜚䜎䛩䚹䛣䛾㢮䛾䛻ᩍົ⿵బ䛜䛒䜚䜎䛩䚹学⏕䛾

ฟᖍ䜔ㄢ㢟䛾ᥦฟ䜢⟶⌮䛧䚸⿵ຓᩍᮦ䜢స䜛䛣䛸䛿䚸༢⣧䛷

䛩䛜㠀ᖖ䛻㛫䛜䛛䛛䜚䜎䛩䚹䜎䛯䚸䝭䝇䛜チ䛥䜜䛺䛔సᴗ䛺

䛯䜑⑂ᘢ䛧䜎䛩䚹ᮏᐇ㦂⿵ຓ⪅ไᗘ䛷䛿䚸䛣䛾䜘䛖䛺䛚䜢

䛚㢪䛔䛩䜛䛣䛸䛿䛷䛝䛺䛔Ỵ䜎䜚䛷䛩䛜䚸䛣䛾䜘䛖䛺ෆᐜ䜎䛷㐺

⏝⠊ᅖ䜢ᗈ䛢䛶䛔䛯䛰䛡䜛䛸㠀ᖖ䛻䛒䜚䛜䛯䛟ᛮ䛔䜎䛩䚹 

䞉ᅔ䛳䛯䛣䛸䚸ᨵၿ䛧䛯᪉䛜䜘䛔䛸ᛮ䛖䛣䛸䛿≉䛻䛒䜚䜎䛫䜣䛜䚸

㐌㻞㻜㛫⛬ᗘ䛷ົ䛧䛶䛔䛯䛰䛡䜛㐺௵⪅䜢᥈䛩䛾䛜㞴䛧䛛

䛳䛯䛷䛩䚹 

䞉ົᡭ⥆䛝䛜⡆⣲䛥䜜䜛䛣䛸䜢㢪䛔䜎䛩䚹 

䞉㞠⏝㛫䛜㐌 㻞㻜 㛫䜎䛷䛷䛩䛸䚸ẖ᪥ 㻥䠉㻝㻢 䛷䛚㢪䛔䜢

䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛪䚸ᑡ䛧౽䛷䛩䚹㻟㻜 㛫ศ䛾⿵ຓ䜢䛧䛶㡬䛡

䜛䛣䛸䛜᭱䜒䛒䜚䛜䛯䛔䛣䛸䛷䛩䛜䚸䛭䜜䛜↓⌮䛷䜒䚸㻞㻜 㛫ศ

䛿⿵ຓ䜢䛔䛯䛰䛝䚸ṧ䜚䛾 㻝㻜 㛫䜔㉸䛾ศ䛿䚸◊✲㈝䛺䛹

䛛䜙ฟ䛫䜛䜘䛖䛻䛺䜛䛸䚸䜒䛳䛸⏝䛧䜔䛩䛔ไᗘ䛻䛺䜛䛸ឤ䛨

䜎䛩䚹䜘䜝䛧䛟䛚㢪䛔䛔䛯䛧䜎䛩䚹 

䞉⚾䛿ᖾ䛔䛺䛣䛸䛻◊✲ᐊ䛾大学㝔⏕䜢⿵ຓ⪅䛸䛧䛶ᚓ䜛䛣䛸

䛜䛷䛝䜎䛧䛯䚹同䛨◊✲ศ㔝䛻⢭㏻䛧䛯⿵ຓ⪅䛷䛩䛾䛷䚸⡆༢

䛺ᡴ䛱ྜ䜟䛫䛷ᐇ㦂䜢⿵ຓ䛧䛶㡬䛡䜛䛣䛸䛿大䛝䛺䝯䝸䝑䝖䛷䛩䚹

䛧䛛䛧䚸ᛁ䛧䛔大学㝔⏕䛻⚾䛾䛯䜑䛻㛫䜢䛔䛶䜒䜙䛖䛣䛸䛿

䜔䛿䜚ᚰⱞ䛧䛔䛣䛸䜒䛒䜚䜎䛧䛯䛾䛷䚸䛘䜀⿵ຓ⪅䜢⤂䛧䛶

䜒䜙䛘䜛䜘䛖䛺䝅䝇䝔䝮䜒䛒䜜䜀⏝䛧䛯䛔䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹 

䞉ᐇ㦂⿵ຓ⪅䛾☜ಖ䛜㞴䛧䛔䛛䜒䛧䜜䛺䛔䛣䛸䚹㞠⏝㛫䛜▷

䛔䛾䛷䚸学⏕䛾䜰䝹䝞䜲䝖䛿䛱䜗䛖䛹䜘䛔䛜䚸ᑓ௵䛾ே䜢㞠䛖䛾

䛿㞴䛧䛔䚹䜋䛛䛾㈨㔠䛸ྜ䜟䛫䛶ே௳㈝䛻䛖䛣䛸䛜ྍ⬟䛺䛾

䛷䛧䜗䛖䛛䚹 

䞉㏻㈝䜢ᨭ⤥䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛧䛶䜋䛧䛔䚹 

䞉༙ᮇ䛤䛸䛾⏦ㄳ䛾䛯䜑䚸ᐇ㦂⿵ຓ⪅䛾ೃ⿵䜢䜏䛴䛡䜛䛾䛻

ⱞປ䛧䜎䛧䛯䚹▷䛟䛸䜒୍ᗘ䛾⏦ㄳ䛷୍年㛫⏝䛷䛝䜛ไᗘ䛻

䛧䛶䛔䛯䛰䛡䜛䛸䜘䛔䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹 

䞉సᴗෆᐜ䛻䜘䛳䛶䛿䚸⿵ຓ䜢せ䛩䜛ᐇ㦂సᴗ䛾㛫ᖏ䛸⿵

ຓ⪅䛜ປാྍ⬟䛺㛫ᖏ䛜ྜ䜟䛺䛔ሙྜ䛜䛒䜛䚹 

 

䠐䠊䛣䛾制ᗘ䛾ເ㞟ሗ䛾ධᡭ᪉ἲ䠄䈜」ᩘᅇ⟅䛒䜚䠅 

༊ศ 人ᩘ 
メール（うࡕᡤᒓ部ᒁから） �� 
センター+3 � 
指ᑟ教ᐁからのሗ � 
知人からのሗ � 
ྜィ �� 
 

䠑䠊䛭䛾 

䞉年ᗘ䠈⛉学◊✲㈝⿵ຓ㔠 ᇶ┙◊✲䠄䠞䠅䜢⋓ᚓ䛩䜛䛣䛸䛜

ฟ᮶䜎䛧䛯䠊⚾䛾年㱋䛷ᇶ┙䠄䠞䠅䜢⋓ᚓ䛷䛝䛯䛣䛸䛿䠈大䛝䛺

成ᯝ䛰䛸ᛮ䛔䜎䛩䠊䛣䜜䜒䠈ᐇ㦂⿵ຓ⪅㞠⏝ไᗘ䛾䛚䛛䛢䛰䛸

大ኚឤㅰ䛧䛶䛔䜎䛩䚹 

䞉ඣಖ⫱䛿䜘䛟⏝䛧䛶䛔䜛䛜䚸䛯䛔䜈䜣䛒䜚䛜䛯䛔䚹䛚㏄䛘

ಖ⫱䛜Ẽ䛻䛺䛳䛶䛔䜛䛜䚸ಖ⫱ᅬ䜔学❺ಖ⫱䛜センター䛛䜙

㐲䛔䛸⏝䛧䛻䛟䛔䚹 

䞉ᮏຓ成ไᗘ䛻䜘䛳䛶䚸ᮏᙜ䛻ຓ䛛䛳䛶䛔䜎䛩䚹ᚋ䛸䜒䚸⥅⥆

䜢䜘䜝䛧䛟䛚㢪䛔䛔䛯䛧䜎䛩䚹ᚅᶵඣ❺䛾ಖ⫱䛜䚸㻠 月䛛䜙ྍ

⬟䛻䛺䛳䛯䛾䛿䚸䛸䛶䜒䛒䜚䛜䛯䛔䛷䛩䚹䠄㞴䛧䛔䛸䛿ᛮ䛔䜎䛩

䛜䠅䚸ඣಖ⫱ᐊ䛻㛵䛧䛶䚸ឤᰁ䛷䛾ཷ䛡ධ䜜䜢䛚㢪䛔䛷䛝

䜛䛸䜒䛳䛸ຓ䛛䜚䜎䛩䚹 

䞉ᚅᶵඣ❺⏝ಖ⫱ᐊ䛾ᑐ㇟䛜 㻝㻡 䛛月⛬ᗘ䜎䛷䛸䛺䛳䛶䛔䜎䛩

䛜䚸ᚅᶵඣ❺䛷䛒䜛㝈䜚䛿月㱋ไ㝈↓䛟⏝䛥䛫䛶䜒䜙䛘䛯䜙

䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹䜎䛯䚸ᚋ䛿ಖ⫱ᅬ䛾ᚅᶵඣ❺䛾䜏䛷䛺䛟学❺

ಖ⫱䛾ᚅᶵඣ䛻䜒ᑐ㇟䜢ᣑ大䛧䛶㡬䛡䛯䜙䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹῝ኪ

ᴗົ䜔ฟᙇ䛻䜒ᑐᛂ䛷䛝䜛䜘䛖䛺ኪ㛫䜔䛚Ἡ䜚ಖ⫱䛾ᨭ䜒䛒

䛳䛯䜙⏝䛧䛯䛔䛷䛩䚹䜒䛱䜝䜣ᅵ᪥䛻䜒⾜䛳䛶䜋䛧䛔䛷䛩䚹 

䞉䛣䛾ไᗘ䛜䛺䛡䜜䜀䚸䛧䜀䜙䛟◊✲䛜䛧䛶䛧䜎䛳䛯䛸ᛮ䛔

䜎䛩䛜䚸䛣䛾ไᗘ䛾䛚䛛䛢䛷◊✲䛾進ᒎ䛸䛸䜒䛻䚸◊✲䜢⥆䛡

䛥䛫䛶䜒䜙䛘䜛䛸䛔䛖⢭⚄ⓗ䛺ᨭ䛘䜢ᚓ䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛧䛯䚹女

ᛶ◊✲⪅䛾ቑຍ䛻䛸䜒䛺䛔䚸䛣䜜䛛䜙ㆤၥ㢟䛻┤㠃䛩䜛◊

✲⪅䛜ቑ䛘䛶䛟䜛䛸ᛮ䛔䜎䛩䛾䛷䚸䛣䜜䛛䜙䜒䛣䛾ไᗘ䛜⥅⥆

䛩䜛䛣䛸䜢ᕼᮃ䛧䜎䛩䚹⮬ศ⮬㌟䛿ᛁ䛧䛔᪥䚻䛻䛚䜟䜜䛶䚸

ㆤ䛻䛴䛔䛶䜋䛸䜣䛹ఱ䜒▱䜙䛪ㆤ䜢ጞ䜑䛯䛾䛷䚸๓䜒䛳䛶

ㆤၥ㢟䛻䛴䛔䛶ᢕᥱ䛧䚸‽ഛ䜢䛧䛶䛚䛟䜉䛝䛰䛳䛯䛸䚸䛒䛸䛷Ẽ
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䛵䛝䜎䛧䛯䚹ಶே報䛾ၥ㢟䛜䛒䛳䛯䜚䚸䜿ー䝇䝞䜲䜿ー䝇䛾

ᑐᛂ䛜䛒䛳䛯䜚䛩䜛䛛䜒䛧䜜䜎䛫䜣䛜䚸京都大学䛷◊✲䛸ㆤ

䜢୧❧䛥䛫䜛䛯䜑䛾ఱ䜙䛛䛾報䛾共᭷䛜䛷䛝䜜䜀䚸ᚋ䚸

ㆤၥ㢟䛻ྲྀ䜚⤌䜐㝿䛻ᙺ❧䛱䛭䛖䛻ᛮ䛔䜎䛩䚹 

䞉䛚㏄䛘ಖ⫱䜔ඣಖ⫱䛺䛹⫱ඣ䜢⿵ຓ䛧䛶䛔䛯䛰䛟䜘䜚䜒䚸

◊✲䛾᪉䜢⿵ຓ䛧䛶䛔䛯䛰䛡䜛䛣䛾ไᗘ䛾᪉䛜䚸ẕぶ䛸䛧䛶䛿

䛒䜚䛜䛯䛔䛷䛩䚹㐲㝸ᆅ䛾䛯䜑䚸䛭䜒䛭䜒䛚㏄䛘ಖ⫱䜔ඣಖ

⫱䛿䛘䜎䛫䜣䛜䚸䛒䛳䛯䛸䛧䛶䜒䚸ಖ⫱ᅬ䛾⤊㛫䜎䛷䛻

䛿⮬ศ䛷㏄䛘䛻⾜䛝䛯䛔䛷䛩䛧䚸Ꮚ䛹䜒䛜Ẽ䛾䛟䜙䛔䛿⮬

ศ䛷┳䛧䛯䛔䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹䛣䛾ไᗘ䛿ᮏᙜ䛻⣲ᬕ䜙䛧䛔ไᗘ

䛷䛩䛾䛷䚸ᚋ䜒ከ䛟䛾ே䛜⏝䛷䛝䜛䜘䛖䚸ᣑ䛧䛶䛔䛯䛰䛝

䛯䛔䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹 
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男女共同参画推進センター 㛵ಀ⪅ྡ⡙ 

 

 

 
㻞㻜㻝㻡㻚㻝㻜㻚㻝 ⌧ᅾ 

ᙺ⫋ Ặྡ ᡤᒓ䞉⫋ 

センター㛗 ✄ⴥ 䜹䝶 ⌮䞉学㛗 

男女共同参画推進ᮏ㒊ᨭᐊ㛗 ఀ⸨ බ㞝 ᩥ学◊✲⛉䞉ᩍᤵ 

ᗈ報䞉┦ㄯ䞉♫㐃ᦠᴗ䢘䡬䡳䢙䡴䢚䡴䢚䢕䡬䢈䢛     

ᰝ ᒣᮎ ⱥႹ 䜶䝛䝹䜼ー⛉学◊✲⛉䞉ຓᩍ 

ᴗᨭဨ すᮧ 䛔䛟䛣 ⌮学◊✲⛉䞉ᩍᤵ 

ᴗᨭဨ 㧗ᶫ ῄᏊ ⌮学◊✲⛉䞉ᩍᤵ 

ᴗᨭဨ 㕥ᮌ ᬗᏊ ᩍ⫱学◊✲⛉䞉ᩍᤵ 

ᴗᨭဨ ᯇୗ ె௦ 㧗➼ᩍ⫱◊✲㛤Ⓨ推進䡺䢙䡼䡬䞉ᩍᤵ 

ᴗᨭဨ ஂᐙ Ꮚ ⌮学◊✲⛉䞉ᩍᤵ 

⫱ඣ䞉ㆤᨭᴗ䢘䡬䡳䢙䡴䢚䡴䢚䢕䡬䢈䢛     

ᰝ ᑠす ⏤⣖Ꮚ ⌮学◊✲⛉䞉ᩍᤵ 

ᴗᨭဨ ᒾᓮ ዉ⥴Ꮚ ⥲ྜ༤≀㤋䞉ᩍᤵ 

ᴗᨭဨ ⚄ྜྷ ⣖ୡᏊ ᕤ学◊✲⛉䞉ᩍᤵ 

ᴗᨭဨ ⏣ᮧ ᜨᏊ ་学◊✲⛉䞉ᩍᤵ 

ඣಖ⫱ᴗ䢘䡬䡳䢙䡴䢚䡴䢚䢕䡬䢈䢛     

ᰝ ㊊❧ ኋ୍ ་学◊✲⛉䞉ᩍᤵ 

ᴗᨭဨ䠄ඣಖ⫱ᐊ㛗䠅 ⢖ᒇ ᬛᑵ ་学㒊㝃ᒓ㝔䞉ຓᩍ 

ᴗᨭဨ ⩚ ᡣᏊ ་学㒊㝃ᒓ㝔䞉ຓᩍ 

ᴗᨭဨ 㛗ᑿ ⨾⣖ ་学㒊㝃ᒓ㝔䞉ㅮᖌ 

ᴗᨭဨ ᒣ୰ ᐶᜨ ་学㒊㝃ᒓ㝔䞉┳ㆤ㒊㛗 

ᴗᨭဨ ᅧ 㝠୍ ་学㒊㝃ᒓ㝔䞉⥲ົㄢ㛗 

ᴗᨭဨ 㝰ᮧ ⥤Ꮚ ་学㒊㝃ᒓ㝔䞉་ົㄢ㛗 

ᑵປᨭᴗ䢘䡬䡳䢙䡴䢚䡴䢚䢕䡬䢈䢛     

ᰝ బ⸨  報学◊✲⛉䞉ᩍᤵ 

ᴗᨭဨ 㕥ᮌ ┾▱Ꮚ ་学◊✲⛉䞉ᩍᤵ 

ᴗᨭဨ ᶓᒣ ⨾ኟ ἲ学◊✲⛉䞉ᩍᤵ 

ᴗᨭဨ ℩ཎ ῟Ꮚ ⏕་⛉学◊✲ᡤ䞉ᩍᤵ 

ᴗᨭဨ ႐ከ ᜨᏊ ㎰学◊✲⛉䞉ᩍᤵ 
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男女共同参画推進ጤဨ㆟ ㆟事 

䕔推進ጤဨ㆟㆟㢟䛸㈨ᩱ 

 

㻞㻜㻝㻡 ᖺ 㻠 ᭶ 㻝㻟 ᪥䠄᭶䠅 

䛆㆟䛇   

  㻝䠊   䛚䜐䛛䛘ಖ⫱䛾⏝つ⛬䛻䛴䛔䛶 

  㻞䠊   男女共同参画推進センター䛾つ⛬䛻䛴䛔䛶 

  㻟㻚    㛵す⛉学ሿ༠ຊ౫㢗䛻䛴䛔䛶  

䛆報告䛇 

㻝㻚 㻡㻛㻥 ᪥ウㄽ䛻䛴䛔䛶 

㻞㻚    䝽ー䜻ン䜾䜾䝹ー䝥䛾άື≧ἣ䛸ᚋ䛾ணᐃ 

䛆㈨ᩱ䛇 

㻝㻚 男女共同参画推進センターつ⛬ 

㻞㻚 㛵す⛉学ሿᴫせ 

㻟㻚 ᪥ウㄽ䝏䝷䝅 

 

㻡 ᭶ 㻝㻡 ᪥䠄㔠䠅 

䛆㆟䛇  

  㻝㻚    䛚䜐䛛䛘ಖ⫱䛾⏝つ⛬䛾ᨵᐃ䛻䛴䛔䛶 

  㻞㻚    ᚅᶵஙඣಖ⫱䛾ᩱ㔠タᐃ䡡⏝つ⛬䛾ᨵᐃ䛻䛴䛔䛶 

  㻟㻚    女Ꮚ㧗⏕䞉㌴ᗙ䝣䜷ー䝷䝮 㻞㻜㻝㻡 䛾㛤ദ䛻䛴䛔䛶 

䛆報告䛇 

㻝㻚    䝽ー䜻ン䜾䜾䝹ー䝥䛾άື≧ἣ䛸ᚋ䛾ணᐃ 

䛆㈨ᩱ䛇 

㻝㻚 䛚䜐䛛䛘ಖ⫱⏝つ⛬ 

㻞㻚 ᚅᶵஙඣಖ⫱ᐊ⏝つ⛬ 

 

㻢 ᭶ 㻤 ᪥㻔᭶㻕 

䛆㆟䛇 

㻝㻚 女Ꮚ㧗⏕䞉㌴ᗙ䝣䜷ー䝷䝮 㻞㻜㻝㻡 䛾㛤ദ䛻䛴䛔䛶 

㻞㻚 䝧䝡ー䝅䝑ターὴ㐵ᴗᘬๆ䛾ᑟධ䛻䛴䛔䛶 

㻟㻚 ᚅᶵஙඣಖ⫱ᐊ ᩍົ⿵బဨ䛾⏝䛻䛴䛔䛶 

䛆報告䛇 

㻝㻚    䝽ー䜻ン䜾䜾䝹ー䝥䛾άື≧ἣ䛸ᚋ䛾ணᐃ 

䛆㈨ᩱ䛇 

㻝㻚 女Ꮚ㧗⏕䞉㌴ᗙ䝣䜷ー䝷䝮 㻞㻜㻝㻡 䝥䝻䜾䝷䝮 

㻞㻚 䝧䝡ー䝅䝑ターὴ㐵ᴗᘬๆᐇ 

㻟㻚 䝙䝳ー䝇䝺ター䛂䛯䛱䜀䛺䛃➨ 㻢㻟 ྕ 

㻠㻚 ඣಖ⫱ᐊ 㻴㻼 ᨵᐃ 

 

㻣 ᭶ 㻝㻟 ᪥䠄᭶䠅 

䛆㆟䛇 

㻝㻚    䝧䝡ー䝅䝑ターὴ㐵ᴗᘬๆ䛾 㻴㻼 ᥖ㍕ 

 䛆報告䛇 

㻝㻚 年ᗘ䛾䝆䝳䝙䜰䜻䝱ン䝟䝇䜈䛾䝊䝭ᥦ౪䛺䛧 

㻞㻚 䝽ー䜻ン䜾䜾䝹ー䝥䛾άື≧ἣ䛸ᚋ䛾ணᐃ 
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䛆㈨ᩱ䛇 

㻝㻚 䝧䝡ー䝅䝑ターὴ㐵ᴗᘬๆ 㻴㻼 ᥖ㍕ 

㻞㻚 女Ꮚ㧗⏕䞉㌴ᗙ䝣䜷ー䝷䝮 㻞㻜㻝㻡 䝏䝷䝅 

㻟㻚 䝙䝳ー䝇䝺ター䛂䛯䛱䜀䛺䛃➨ 㻢㻟 ྕ 

 

㻥 ᭶ 㻣 ᪥䠄᭶䠅 

䛆㆟䛇 

㻝㻚  㻴㻞㻣 年ᗘ 㻞 ᮇ䛂◊✲䞉ᐇ㦂⿵ຓ⪅㞠⏝ไᗘ䛃⏝⪅Ỵᐃ䛻䛴䛔䛶 

   㻞㻚    ᚅᶵஙඣಖ⫱ᐊ ᚋ䛾ཷධ䜜᪉㔪䛻䛴䛔䛶              

䛆報告䛇 

㻝㻚  ⫱ඣ䡡ㆤᨭᴗ 㼃㻳 ᰝ 㻝㻜 月䜘䜚䚸⌮学◊✲⛉䛾ᑠす⏤⣖Ꮚᩍᤵ䛜╔௵ 

㻞㻚  ㄆྍಖ⫱ᡤ䛾⏦ㄳ ඃඛᗘุ᩿ᇶ‽䛻䛴䛔䛶 

㻟㻚 䝽ー䜻ン䜾䜾䝹ー䝥䛾άື≧ἣ䛸ᚋ䛾ணᐃ 

䛆㈨ᩱ䛇 

㻝㻚 平成 㻞㻣 年ᗘ 㻞 ᮇ ◊✲䞉ᐇ㦂⿵ຓ⪅᥇ྰ⤖ᯝ୍ぴ 

㻞㻚    ᚅᶵஙඣಖ⫱ᐊ ⏝⪅Ⓩ㘓≧ἣ䝸䝇䝖 

㻟㻚    京都ᕷ ಖ⫱ᐊ⏝䛾ඃඛᗘุ᩿ᇶ‽⾲ 

 

㻝㻜 ᭶ 㻝㻥 ᪥䠄᭶䠅 

䛆報告䛇 

㻝㻚 センター㻴㻼 䛾ኚ᭦ணᐃ䛻䛴䛔䛶 

㻞㻚 䝽ー䜻ン䜾䜾䝹ー䝥䛾άື≧ἣ䛸ᚋ䛾ணᐃ 

䛆㈨ᩱ䛇 

㻝㻚 䝙䝳ー䝇䝺ター䛂䛯䛱䜀䛺䛃➨ 㻢㻠 ྕཎ✏ 

㻞㻚   ᚅᶵஙඣಖ⫱ᐊ ⏝⏦ㄳ書 

 

㻝㻝 ᭶ 㻥 ᪥䠄᭶䠅 

䛆報告䛇 

㻝㻚 㻝㻝㻛㻠 ➨ඵᅇ京都大学䛯䛱䜀䛺㈹ ᛂເ⪅ເ㞟㛤ጞ 

㻞䠊 䝽ー䜻ン䜾䜾䝹ー䝥䛾άື≧ἣ䛸ᚋ䛾ணᐃ 

䛆㈨ᩱ䛇 

㻝㻚 ➨ඵᅇᙉ䛸大学䛯䛱䜀䛺㈹ ᛂເ⪅ເ㞟䝏䝷䝅 

㻞㻚 䝙䝳ー䝇䝺ター䛂䛯䛱䜀䛺䛃➨ 㻢㻠 ྕ 

㻟㻚 䜸ー䝥ン䝩䝇䝢タ䝹 ඣಖ⫱ᐊ䝫䝇ター 

㻠㻚 䜶䝛䝹䜼ー⛉学◊✲⛉男女共同参画推進ㅮ₇ ᴫせ 

 

㻝㻞 ᭶ 㻝㻠 ᪥䠄᭶䠅 

䛆報告䛇 

䠍䠊 㻝㻞㻛㻞 ➨ඵᅇ京都大学䛯䛱䜀䛺㈹䛾බເ⥾ษ 

㻞㻚 䝽ー䜻ン䜾䜾䝹ー䝥䛾άື≧ἣ䛸ᚋ䛾ணᐃ 

䛆㈨ᩱ䛇 

㻝㻚 平成 㻞㻣 年ᗘ 㻝 ᮇ ◊✲䞉ᐇ㦂⿵ຓ⪅㞠⏝ไᗘ ⏝⪅䜰ン䜿ー䝖㞟ィ 

㻞㻚 䝙䝳ー䝇䝺ター䛂䛯䛱䜀䛺䛃➨ 㻢㻡 ྕཎ✏ 

 

㻝 ᭶ 㻝㻞 ᪥䠄ⅆ䠅 

䛆㆟䛇 

㻝㻚 ➨ 㻞 ᅇ䛂㼃㼛㼙㼑㼚 㼍㼚㼐 㼃㼕㼟㼔 䝣䜷ー䝷䝮䛃㛤ദ䛻䛴䛔䛶 
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  㻞㻚    平成 㻞㻤 年ᗘ ᚅᶵஙඣಖ⫱ᐊ䛾㛤ᐊ䛻䛴䛔䛶 

䛆報告䛇 

㻝㻚 䝽ー䜻ン䜾䜾䝹ー䝥䛾άື≧ἣ䛸ᚋ䛾ணᐃ 

䛆㈨ᩱ䛇 

㻝㻚 ➨ 㻞 ᅇ䛂㼃㼛㼙㼑㼚 㼍㼚㼐 㼃㼕㼟㼔 䝣䜷ー䝷䝮䛃 ᴫせ 

㻞䠊 䝙䝳ー䝇䝺ター䛂䛯䛱䜀䛺䛃➨ 㻢㻡 ྕ 

㻟㻚 䝙䝳ー䝇䝺ター䛂䛯䛱䜀䛺䛃➨ 㻢㻢 ྕཎ✏ 

 

㻞 ᭶ 㻤 ᪥䠄᭶䠅   

䛆報告䛇 

㻝㻚 平成 㻞㻣 年ᗘάື報告書స成䛾⤒㐣報告 

㻞㻚     ➨ 㻞 ᅇ䛂㼃㼛㼙㼑㼚 㼍㼚㼐 㼃㼕㼟㼔 䝣䜷ー䝷䝮䛃㛤ദ䛻䛴䛔䛶  

㻟㻚    平成 㻞㻤 年ᗘ 㻝 ᮇ ◊✲䞉ᐇ㦂⿵ຓ⪅㞠⏝ไᗘ䛾ᑂᰝ⤖ᯝ 

㻠㻚    ➨ඵᅇ京都大学䛯䛱䜀䛺㈹䛾ཷ㈹⪅Ỵᐃ     

㻡䠊   䝽ー䜻ン䜾䜾䝹ー䝥䛾άື≧ἣ䛸ᚋ䛾ணᐃ 

䛆㈨ᩱ䛇 

㻝㻚 平成 㻞㻣 年ᗘάື報告書┠ḟ 

㻞㻚    ➨ 㻞 ᅇ䛂㼃㼛㼙㼑㼚 㼍㼚㼐 㼃㼕㼟㼔 䝣䜷ー䝷䝮䛃 䝥䝻䜾䝷䝮 

㻟䠊   平成 㻞㻤 年ᗘ 㻝 ᮇ ◊✲䞉ᐇ㦂⿵ຓ⪅㞠⏝ไᗘ᥇ྰ୍ぴ 

㻠㻚    䝙䝳ー䝇䝺ター䛂䛯䛱䜀䛺䛃➨ 㻢㻢 ྕ      
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ி㒔Ꮫᩍဨᩘ

男 女 ィ 男 女 ィ 男 女 ィ 男 女 ィ 男 女 ィ 男 女 ィ

総㛗 㻝 㻝 㻜 㻝

⌮事䞉┘事䠄㠀ᖖྵ䜐䠅 㻥 㻥 㻜 㻥

ᩥᏛ◊✲⛉ 㻠㻡 㻣 㻡㻞 㻞㻠 㻟 㻞㻣 㻞 㻞 㻠 㻝 㻡 㻣㻡 㻝㻝 㻤㻢

ᩍ⫱Ꮫ◊✲⛉ 㻝㻠 㻠 㻝㻤 㻣 㻢 㻝㻟 㻞 㻟 㻡 㻞㻟 㻝㻟 㻟㻢

ἲᏛ◊✲⛉ 㻠㻡 㻡 㻡㻜 㻝㻟 㻡 㻝㻤 㻝 㻝 㻝 㻝 㻝 㻝 㻡㻤 㻝㻟 㻣㻝

⤒῭Ꮫ◊✲⛉ 㻞㻜 㻝 㻞㻝 㻥 㻝 㻝㻜 㻞 㻟 㻡 㻝 㻝 㻟㻞 㻡 㻟㻣

⌮Ꮫ◊✲⛉ 㻤㻟 㻞 㻤㻡 㻣㻝 㻥 㻤㻜 㻝㻝 㻝 㻝㻞 㻣㻥 㻣 㻤㻢 㻞㻠㻠 㻝㻥 㻞㻢㻟

་Ꮫ◊✲⛉ 㻢㻣 㻝㻜 㻣㻣 㻢㻜 㻡 㻢㻡 㻠㻣 㻥 㻡㻢 㻟㻢 㻝㻥 㻡㻡 㻞㻝㻜 㻠㻟 㻞㻡㻟

་Ꮫ部㝃ᒓ㝔 㻢 㻢 㻝㻟 㻟 㻝㻢 㻝㻜 㻝 㻝㻝 㻝㻞㻟 㻝㻢 㻝㻟㻥 㻝㻡㻞 㻞㻜 㻝㻣㻞

⸆Ꮫ◊✲⛉ 㻝㻟 㻝㻟 㻝㻟 㻟 㻝㻢 㻞 㻝 㻟 㻝㻜 㻝 㻝㻝 㻟㻤 㻡 㻠㻟

ᕤᏛ◊✲⛉ 㻝㻟㻤 㻝 㻝㻟㻥 㻝㻝㻣 㻟 㻝㻞㻜 㻞㻡 㻝 㻞㻢 㻝㻞㻤 㻣 㻝㻟㻡 㻠㻜㻤 㻝㻞 㻠㻞㻜

㎰Ꮫ◊✲⛉ 㻡㻣 㻠 㻢㻝 㻡㻡 㻞 㻡㻣 㻠 㻞 㻢 㻢㻠 㻤 㻣㻞 㻝㻤㻜 㻝㻢 㻝㻥㻢

人㛫䞉⎔ቃᏛ◊✲⛉ 㻢㻠 㻣 㻣㻝 㻞㻢 㻠 㻟㻜 㻝 㻝 㻝㻞 㻞 㻝㻠 㻝㻜㻞 㻝㻠 㻝㻝㻢

䜶䝛䝹䜼ー⛉Ꮫ◊✲⛉ 㻝㻤 㻝㻤 㻝㻣 㻝㻣 㻝㻠 㻝㻠 㻠㻥 㻜 㻠㻥

䜰䝆䜰䞉䜰䝣䝸䜹ᆅᇦ◊✲◊✲⛉ 㻝㻠 㻝㻠 㻥 㻞 㻝㻝 㻝 㻞 㻟 㻞㻠 㻠 㻞㻤

ሗᏛ◊✲⛉ 㻟㻤 㻟㻤 㻞㻟 㻝 㻞㻠 㻥 㻥 㻟㻠 㻞 㻟㻢 㻝㻜㻠 㻟 㻝㻜㻣

⏕⛉Ꮫ◊✲⛉ 㻝㻣 㻝㻣 㻝㻜 㻝㻜 㻞 㻝 㻟 㻝㻢 㻠 㻞㻜 㻠㻡 㻡 㻡㻜

総ྜ⏕ᏑᏛ㤋 㻣 㻝 㻤 㻠 㻠 㻝㻝 㻝 㻝㻞

ᆅ⌫⎔ቃᏛᇽ 㻝㻤 㻝㻤 㻝㻞 㻠 㻝㻢 㻝㻜 㻞 㻝㻞 㻠㻜 㻢 㻠㻢

බ共ᨻ⟇㐃ᦠ◊✲部 㻝㻜 㻝㻜 㻝㻜 㻜 㻝㻜

⤒営⟶⌮◊✲部 㻝㻟 㻝㻟 㻠 㻝 㻡 㻝㻣 㻝 㻝㻤

Ꮫ◊✲ᡤ 㻞㻢 㻞㻢 㻝㻢 㻝 㻝㻣 㻝 㻝 㻟㻠 㻟 㻟㻣 㻣㻢 㻡 㻤㻝

人ᩥ⛉Ꮫ◊✲ᡤ 㻞㻜 㻝 㻞㻝 㻝㻝 㻞 㻝㻟 㻝 㻝 㻣 㻡 㻝㻞 㻝 㻝 㻟㻥 㻥 㻠㻤

⏕་⛉Ꮫ◊✲ᡤ 㻣 㻝 㻤 㻤 㻝 㻥 㻝 㻝 㻝㻜 㻝 㻝㻝 㻞㻢 㻟 㻞㻥

䜶䝛䝹䜼ー⌮ᕤᏛ◊✲ᡤ 㻝㻝 㻝㻝 㻝㻞 㻝㻞 㻞 㻞 㻝㻝 㻝㻝 㻟㻢 㻜 㻟㻢

⏕Ꮡᅪ◊✲ᡤ 㻝㻡 㻝㻡 㻝㻜 㻝㻜 㻝 㻝 㻝㻜 㻝 㻝㻝 㻟㻢 㻝 㻟㻣

㜵⅏◊✲ᡤ 㻟㻟 㻝 㻟㻠 㻞㻥 㻝 㻟㻜 㻞㻞 㻝 㻞㻟 㻤㻠 㻟 㻤㻣

ᇶ♏≀⌮Ꮫ◊✲ᡤ 㻤 㻤 㻥 㻥 㻠 㻠 㻞㻝 㻜 㻞㻝

䜴䜲䝹䝇◊✲ᡤ 㻝㻜 㻝 㻝㻝 㻤 㻤 㻝 㻝 㻝㻟 㻠 㻝㻣 㻟㻞 㻡 㻟㻣

⤒῭◊✲ᡤ 㻝㻟 㻝㻟 㻝 㻝 㻞 㻝 㻟 㻝㻢 㻝 㻝㻣

ᩘ⌮ゎᯒ◊✲ᡤ 㻝㻟 㻝㻟 㻝㻜 㻝㻜 㻟 㻟 㻝㻞 㻝㻞 㻟㻤 㻜 㻟㻤

ཎᏊ⅔ᐇ㦂ᡤ 㻝㻣 㻝 㻝㻤 㻝㻥 㻞 㻞㻝 㻝 㻝 㻞㻤 㻠 㻟㻞 㻢㻡 㻣 㻣㻞

㟋㛗㢮◊✲ᡤ 㻝㻟 㻝㻟 㻝㻝 㻝㻝 㻤 㻡 㻝㻟 㻟㻞 㻡 㻟㻣

ᮾ༡䜰䝆䜰◊✲ᡤ 㻣 㻟 㻝㻜 㻥 㻥 㻞 㻞 㻠 㻝㻤 㻡 㻞㻟

䡅䠬䠯⣽⬊◊✲ᡤ 㻝㻞 㻝㻞 㻡 㻡 㻠 㻠 㻞㻝 㻜 㻞㻝

㝃ᒓᅗ᭩㤋 㻝 㻝 㻜 㻝 㻝

Ꮫ⾡ሗ䝯䝕䜱䜰センター 㻤 㻤 㻢 㻢 㻝 㻝 㻞 㻞 㻝㻣 㻜 㻝㻣

ᨺᑕ⥺⏕≀◊✲センター 㻞 㻞 㻟 㻟 㻝 㻝 㻢 㻜 㻢

⏕ែᏛ◊✲センター 㻢 㻢 㻟 㻝 㻠 㻥 㻝 㻝㻜

ᆅᇦ◊✲⤫ྜሗセンター 㻠 㻠 㻟 㻞 㻡 㻟 㻟 㻝㻜 㻞 㻝㻞

㔝⏕ື≀◊✲センター 㻟 㻝 㻠 㻞 㻞 㻡 㻝 㻢

㧗➼ᩍ⫱◊✲㛤Ⓨ推進センター 㻞 㻝 㻟 㻞 㻝 㻟 㻠 㻞 㻢

総ྜ༤≀㤋 㻞 㻝 㻟 㻞 㻝 㻟 㻝 㻝 㻝 㻝 㻢 㻞 㻤

ప ≀㉁⛉Ꮫ◊✲センター 㻟 㻟 㻟 㻟 㻝 㻝 㻝 㻝 㻤 㻜 㻤

䝣䜱ー䝹䝗⛉Ꮫᩍ⫱◊✲センター 㻠 㻝 㻡 㻣 㻣 㻞 㻞 㻡 㻟 㻤 㻝㻤 㻠 㻞㻞

⚟ㅬ୍グᛕ◊✲センター 㻝 㻝 㻝 㻜 㻝

䛣䛣䜝䛾ᮍ᮶◊✲センター 㻠 㻝 㻡 㻠 㻝 㻡

ᩥ㈈総ྜ◊✲センター 㻝 㻝 㻠 㻠 㻡 㻜 㻡

Ꮫ⏕総ྜ支援センター 㻝 㻝 㻞 㻞 㻞 㻞 㻝 㻝 㻠 㻞 㻢

Ꮫᩥ᭩㤋 㻝 㻝 㻝 㻝 㻞 㻜 㻞

Ꮫ㝿⼥ྜᩍ⫱◊✲推進センター 㻝 㻝 㻝 㻝 㻞 㻜 㻞

ᅜ㝿㧗➼ᩍ⫱㝔 㻞㻜 㻠 㻞㻠 㻝㻜 㻝 㻝㻝 㻟㻜 㻡 㻟㻡

⎔ቃᏳಖᶵᵓ 㻠 㻠 㻠 㻠 㻣 㻞 㻥 㻝㻡 㻞 㻝㻣

ᅜ㝿ὶ推進ᶵᵓ 㻞 㻝 㻟 㻞 㻟 㻡 㻠 㻠 㻤

ሗ⎔ቃᶵᵓ 㻠 㻝 㻡 㻝 㻝 㻞 㻡 㻞 㻣

⏘ᐁᏛ㐃ᦠ本部 㻝 㻝 㻝 㻜 㻝

≀㉁䠉⣽⬊⤫ྜ䝅䝇䝔䝮ᣐⅬ 㻢 㻞 㻤 㻞 㻞 㻤 㻞 㻝㻜

ྜィ 㻝㻜 㻥㻢㻥 㻢㻟 㻝㻘㻜㻟㻞 㻢㻥㻤 㻣㻝 㻣㻢㻥 㻝㻟㻠 㻞㻟 㻝㻡㻣 㻣㻞㻟 㻝㻜㻤 㻤㻟㻝 㻞 㻝 㻟 㻞㻘㻡㻟㻢 㻞㻢㻢 㻞㻘㻤㻜㻞

䠄ὀ䠅⫱ඣఇᴗ⪅䞉ఇ⫋⪅䚸㞠⏝⪅䛿㝖䛟

㻔ᖹᡂ㻞㻣ᖺ㻡᭶㻝᪥⌧ᅾ㻕

ྜィ
༊ศ ᙺဨ

ᩍᤵ ᩍᤵ ㅮᖌ ຓᩍ ຓᡭ
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ி㒔ᏛᏛ⏕ᩘ

 Ꮫ部Ꮫ⏕ᩘ
䠄ᖹᡂ㻞㻣ᖺ㻡᭶㻝᪥⌧ᅾ䠅

男 女 ィ 男 女 ィ 男 女 ィ 男 女 ィ

総ྜ人㛫Ꮫ部 㻠㻞㻜 㻝㻣㻞 㻡㻥㻞 㻥 㻥 㻝㻤 㻠㻞㻥 㻝㻤㻝 㻢㻝㻜

ᩥᏛ部 㻡㻣㻢 㻠㻟㻟 㻝㻘㻜㻜㻥 㻟㻟 㻝㻤 㻡㻝 㻝㻡 㻤 㻞㻟 㻢㻞㻠 㻠㻡㻥 㻝㻘㻜㻤㻟

ᩍ⫱Ꮫ部 㻝㻣㻤 㻝㻝㻡 㻞㻥㻟 㻠 㻡 㻥 㻟 㻝 㻠 㻝㻤㻡 㻝㻞㻝 㻟㻜㻢

ἲᏛ部 㻝㻘㻝㻡㻞 㻟㻤㻥 㻝㻘㻡㻠㻝 㻞 㻝 㻟 㻝 㻝 㻝㻘㻝㻡㻠 㻟㻥㻝 㻝㻘㻡㻠㻡

⤒῭Ꮫ部 㻥㻞㻠 㻞㻞㻞 㻝㻘㻝㻠㻢 㻣 㻞 㻥 㻞 㻝 㻟 㻥㻟㻟 㻞㻞㻡 㻝㻘㻝㻡㻤

⌮Ꮫ部 㻝㻘㻞㻤㻜 㻝㻟㻣 㻝㻘㻠㻝㻣 㻝㻟 㻝 㻝㻠 㻝㻘㻞㻥㻟 㻝㻟㻤 㻝㻘㻠㻟㻝

་Ꮫ部㻔㻢ᖺ制㻕 㻡㻡㻢 㻝㻞㻢 㻢㻤㻞 㻡㻡㻢 㻝㻞㻢 㻢㻤㻞

་Ꮫ部㻔㻠ᖺ制㻕 㻝㻣㻜 㻠㻢㻤 㻢㻟㻤 㻝㻣㻜 㻠㻢㻤 㻢㻟㻤

⸆Ꮫ部㻔㻢ᖺ制㻕 㻥㻟 㻥㻠 㻝㻤㻣 㻥㻟 㻥㻠 㻝㻤㻣

⸆Ꮫ部㻔㻠ᖺ制㻕 㻝㻤㻠 㻠㻡 㻞㻞㻥 㻝㻤㻠 㻠㻡 㻞㻞㻥

ᕤᏛ部 㻟㻘㻥㻥㻠 㻟㻡㻢 㻠㻘㻟㻡㻜 㻝 㻝 㻝 㻝 㻟㻘㻥㻥㻡 㻟㻡㻣 㻠㻘㻟㻡㻞

㎰Ꮫ部 㻥㻝㻣 㻠㻝㻢 㻝㻘㻟㻟㻟 㻝㻜 㻠 㻝㻠 㻥㻞㻣 㻠㻞㻜 㻝㻘㻟㻠㻣

㻝㻜㻘㻠㻠㻠 㻞㻘㻥㻣㻟 㻝㻟㻘㻠㻝㻣 㻠㻣 㻞㻢 㻣㻟 㻡㻞 㻞㻢 㻣㻤 㻝㻜㻘㻡㻠㻟 㻟㻘㻜㻞㻡 㻝㻟㻘㻡㻢㻤

㻔㻝㻟㻠㻕 㻔㻤㻤㻕 㻔㻞㻞㻞㻕 㻔㻝㻟㻠㻕 㻔㻤㻤㻕 㻔㻞㻞㻞㻕

Ꮫ㝔Ꮫ⏕ᩘ
䠄ᖹᡂ㻞㻣ᖺ㻡᭶㻝᪥⌧ᅾ䠅

男 女 ィ 男 女 ィ 男 女 ィ 男 女 ィ 男 女 ィ 男 女 ィ

ᩥᏛ◊✲⛉ 㻝㻠㻟 㻥㻡 㻞㻟㻤 㻝㻟㻟 㻤㻞 㻞㻝㻡 㻝㻡 㻝㻟 㻞㻤 㻞㻥㻝 㻝㻥㻜 㻠㻤㻝

ᩍ⫱Ꮫ◊✲⛉ 㻡㻟 㻠㻡 㻥㻤 㻠㻢 㻠㻤 㻥㻠 㻟 㻢 㻥 㻝㻜㻞 㻥㻥 㻞㻜㻝

ἲᏛ◊✲⛉ 㻞㻡 㻝㻠 㻟㻥 㻠㻢 㻞㻡 㻣㻝 㻞㻤㻣 㻣㻞 㻟㻡㻥 㻝 㻝 㻟 㻟 㻟㻢㻝 㻝㻝㻞 㻠㻣㻟

⤒῭Ꮫ◊✲⛉ 㻢㻟 㻟㻡 㻥㻤 㻝㻝㻟 㻠㻝 㻝㻡㻠 㻠 㻠 㻟 㻟 㻝㻤㻟 㻣㻢 㻞㻡㻥

⌮Ꮫ◊✲⛉ 㻡㻞㻞 㻤㻜 㻢㻜㻞 㻠㻝㻣 㻤㻟 㻡㻜㻜 㻟 㻟 㻥㻠㻞 㻝㻢㻟 㻝㻘㻝㻜㻡

㻡㻞㻣 㻝㻤㻢 㻣㻝㻟 㻡㻞㻣 㻝㻤㻢 㻣㻝㻟

㻣㻥 㻝㻜㻠 㻝㻤㻟 㻡㻢 㻟㻡 㻥㻝 㻟㻟 㻠㻝 㻣㻠 㻝 㻝 㻝㻢㻥 㻝㻤㻜 㻟㻠㻥

㻞㻠 㻠 㻞㻤 㻞㻠 㻠 㻞㻤

㻣㻤 㻟㻣 㻝㻝㻡 㻠㻝 㻝㻣 㻡㻤 㻝㻝㻥 㻡㻠 㻝㻣㻟

ᕤᏛ◊✲⛉ 㻝㻘㻟㻜㻣 㻝㻣㻟 㻝㻘㻠㻤㻜 㻠㻣㻜 㻣㻣 㻡㻠㻣 㻝 㻝 㻝㻘㻣㻣㻤 㻞㻡㻜 㻞㻘㻜㻞㻤

㎰Ꮫ◊✲⛉ 㻠㻞㻡 㻞㻞㻢 㻢㻡㻝 㻝㻣㻝 㻥㻟 㻞㻢㻠 㻞 㻝 㻟 㻡㻥㻤 㻟㻞㻜 㻥㻝㻤

人㛫䞉⎔ቃᏛ◊✲⛉ 㻞㻝㻞 㻝㻞㻟 㻟㻟㻡 㻝㻠㻠 㻝㻠㻡 㻞㻤㻥 㻟㻡㻢 㻞㻢㻤 㻢㻞㻠

䜶䝛䝹䜼ー⛉Ꮫ◊✲⛉ 㻞㻡㻠 㻞㻝 㻞㻣㻡 㻡㻤 㻝㻣 㻣㻡 㻟㻝㻞 㻟㻤 㻟㻡㻜

䜰䝆䜰䞉䜰䝣䝸䜹ᆅᇦ◊✲◊✲⛉ 㻢㻤 㻤㻜 㻝㻠㻤 㻢㻤 㻤㻜 㻝㻠㻤

ሗᏛ◊✲⛉ 㻟㻣㻡 㻟㻟 㻠㻜㻤 㻝㻝㻣 㻞㻤 㻝㻠㻡 㻠㻥㻞 㻢㻝 㻡㻡㻟

⏕⛉Ꮫ◊✲⛉ 㻤㻡 㻣㻣 㻝㻢㻞 㻢㻜 㻠㻢 㻝㻜㻢 㻝㻠㻡 㻝㻞㻟 㻞㻢㻤

総ྜ⏕ᏑᏛ㤋 㻞㻝 㻝㻟 㻟㻠 㻞㻝 㻝㻟 㻟㻠

ᆅ⌫⎔ቃᏛ⯋ 㻡㻜 㻟㻥 㻤㻥 㻞㻥 㻟㻣 㻢㻢 㻣㻥 㻣㻢 㻝㻡㻡

බ共ᨻ⟇ᩍ⫱部 㻢㻡 㻝㻢 㻤㻝 㻝 㻝 㻢㻢 㻝㻢 㻤㻞

⤒営⟶⌮ᩍ⫱部 㻝㻟㻟 㻡㻥 㻝㻥㻞 㻤 㻝 㻥 㻝㻠㻝 㻢㻜 㻞㻜㻝

㻟㻘㻢㻣㻝 㻝㻘㻝㻜㻞 㻠㻘㻣㻣㻟 㻞㻘㻡㻠㻝 㻝㻘㻜㻡㻣 㻟㻘㻡㻥㻤 㻡㻝㻤 㻝㻤㻤 㻣㻜㻢 㻞㻜 㻝㻠 㻟㻠 㻞㻠 㻤 㻟㻞 㻢㻘㻣㻣㻠 㻞㻘㻟㻢㻥 㻥㻘㻝㻠㻟

㻔㻞㻠㻝㻕 㻔㻝㻥㻤㻕 㻔㻠㻟㻥㻕 㻔㻟㻢㻟㻕 㻔㻞㻣㻟㻕 㻔㻢㻟㻠㻕 㻔㻠㻤㻕 㻔㻠㻡㻕 㻔㻥㻟㻕 㻔㻢㻡㻞㻕 㻔㻡㻝㻢㻕 㻔㻝㻝㻢㻤㻕

䠄ὀ䠅䠄䚷䠅ෆ䛿䚸እᅜ人␃Ꮫ⏕ᩘ䠄␃Ꮫ䝡䝄␃Ꮫ⏕䠅䛷ෆᩘ䚹

༊ศ
Ꮫ⏕ ⫈ㅮ⏕ ⛉┠➼ᒚಟ⏕ ྜィ

ィ

༊ศ
ಟኈ課⛬ ༤ኈ㻔ᚋᮇ㻕課⛬ ᑓ㛛⫋Ꮫ課⛬ ⫈ㅮ⏕ ⛉┠➼ᒚಟ⏕ ྜィ

་Ꮫ◊✲⛉

⸆Ꮫ◊✲⛉

ィ

䠄ὀ㻝䠅་Ꮫ◊✲⛉䞉⸆Ꮫ◊✲⛉䛾༤ኈ䠄ᚋᮇ䠅課⛬䛾ୖẁ䛿༤ኈ課⛬䠄㻠ᖺ制䠅䚷

䠄ὀ㻟䠅䠄䚷䠅ෆ䛿䚸እᅜ人␃Ꮫ⏕ᩘ䠄␃Ꮫ䝡䝄␃Ꮫ⏕䠅䛷ෆᩘ䚹

䠄ὀ㻞䠅䜰䝆䜰䞉䜰䝣䝸䜹ᆅᇦ◊✲◊✲⛉䚸総ྜ⏕ᏑᏛ㤋䛿୍㈏制༤ኈ課⛬
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ி㒔Ꮫ䛾女ᛶ◊✲⪅䞉女ᏊᏛ⏕䛾≧ἣ 

 
㻝㻚 ᩍဨᩘ䛾⤒ᖺኚ䛸女ᛶẚ⋡ 

㸦ศᯒࢱ࣮ࢹ㸸ி㒔Ꮫᴫせ 㻞㻜㻝㻡㸧 

㻞㻜㻜㻠 ᖺࠊࡣ࡛ࡲಖ⏣ࡢࡑẶࡢసᡂࢱ࣮ࢹ㸦ி㒔Ꮫዪᛶᩍဨ᠓ヰ 㻞㻜㻜㻡 ᖺᗘ࣮ࢱࣞࢫ࣮ࣗࢽ㻺㼛㻚㻞㸧ࡿࡼ 

 

 㻞㻜㻝㻡 年 㻡 月 㻝 ᪥⌧ᅾ䛾京都大学䛾ᩍဨᩘ䠄ຓᡭ 㻟 ྡ䜢ྵ䜐䠅䛿䚸య䛷 㻞㻘㻣㻥㻞 ྡ䛷䛒䜛䚹䛭䛾䛖䛱女ᛶᩍဨ䛿య䛾 㻥㻚㻡䠂䚸ᩘ

䛻䛧䛶䜟䛪䛛 㻞㻢㻢 ྡ䛷䛒䜛䚹㻞㻜㻜㻢 年䛿 㻣㻚㻟䠂䛰䛳䛯䛾䛷䚸䛣䛾 㻥 年㛫䛷 㻞㻚㻞䠂ቑຍ䛧䛶䛔䜛䚹女ᛶᩍဨᩘ䛜┠❧䛳䛶ቑຍ䛾ഴྥ䜢

ぢ䛫䛶䛝䛯䛾䛿䚸㻞㻜㻜㻜 年㡭䛛䜙䛷䛒䜛䚹ᅗ䠍䛻 㻝㻥㻡㻞 年௨᮶䛾女ᛶᩍဨ䛾推⛣䜢♧䛩䚹  

 
 
 
 

 ⫋㝵ู䛻男女ẚ䜢ぢ䜛䛸䚸女ᛶ䛿⥲ᩘ䛜ᑡ䛺䛔䛾䛷䛹䛾䝫䝇䝖䛷䜒䜟䛪䛛䛰䛜䚸䛭䛾୰䛷䜒䚸ᩍᤵ䝫䝇䝖䛾女ᛶẚ⋡䛜≉䛻ᑡ䛺䛟䚸

㻢㻚㻝䠂䛧䛛䛺䛔䚹ᩍᤵ䝫䝇䝖䛷䛿 㻥㻚㻞䠂䚸ㅮᖌ䛷䛿 㻝㻠㻚㻢䠂䚸ຓᩍ䞉ຓᡭ䛷䛿 㻝㻟㻚㻝䠂䛜女ᛶ䛷䛒䜛䠄ᅗ 㻞䠅䚹 

   

㻥㻟㻚㻥㻑

㻢㻚㻝㻑

ᩍᤵ 男 女

㻥㻜㻚㻤㻑

㻥㻚㻞㻑

ᩍᤵ 男 女

㻤㻡㻚㻠㻑

㻝㻠㻚㻢㻑

ㅮᖌ 男 女

㻤㻢㻚㻥㻑

㻝㻟㻚㻝㻑

ຓᩍ䞉ຓᡭ 男 女

ᅗ � 教員の職階ẖの男女ẚ（���� 年 � 月 � ᪥現在） 

ᅗ �：���� 年以来の女性教員の推⛣ 
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ᅗ 㻟 䛾⫋㝵ศᕸ䛛䜙䜟䛛䜛䜘䛖䛻䚸男ᛶ䛷䛿ᩍᤵ䠄㻟㻤㻚㻠䠂䠅䛜᭱䜒ከ䛟䚸女ᛶ䛷䛿ຓᩍ䞉ຓᡭ䠄㻠㻝䠂䠅䛜᭱䜒ከ䛔䚹 

 

 

 ⾲ 㻝 䛻男女ูᩍဨᩘ䠄䛂ᐃဨ䛃䠅䜢♧䛩䚹女ᛶ䛜䛔䛺䛔㒊ᒁ䛿㍕䛫䛶䛔䛺䛔䛜䚸⥲ྜィ䛿⥲ᩍဨᩘ䛷䛒䜛䚹 

 

ຓᩍ䞉ຓᡭ㻘 㻞㻤㻚㻣㻑

ຓᩍ䞉ຓᡭ㻘 㻠㻝㻚㻜㻑

ㅮᖌ㻘 㻡㻚㻟㻑

ㅮᖌ㻘 㻤㻚㻢㻑

ᩍᤵ㻘 㻞㻣㻚㻢㻑

ᩍᤵ㻘 㻞㻢㻚㻣㻑

ᩍᤵ㻘 㻟㻤㻚㻠㻑

ᩍᤵ㻘 㻞㻟㻚㻣㻑

男

女

ᅗ㻟 ⫋㝵ศᕸ䠄㻞㻜㻝㻡ᖺ㻡᭶㻝᪥⌧ᅾ䠅

⾲㻝䚷男女ูᩍဨᩘ䠄䛂ᐃဨ䛃䠅䛸女ᛶẚ⋡䠄部ᒁู䠅

部 ᒁ 男 女 ィ 女ᛶẚ⋡
㝃ᒓᅗ᭩㤋 㻜 㻝 㻝 㻝㻜㻜㻚㻜㻑
ᅜ㝿ὶ推進ᶵᵓ 㻠 㻠 㻤 㻡㻜㻚㻜㻑
ᩍ⫱Ꮫ◊✲⛉ 㻞㻟 㻝㻟 㻟㻢 㻟㻢㻚㻝㻑
㧗➼ᩍ⫱◊✲㛤Ⓨ推進センター 㻠 㻞 㻢 㻟㻟㻚㻟㻑
Ꮫ⏕総ྜ支援センター 㻠 㻞 㻢 㻟㻟㻚㻟㻑
ሗ⎔ቃᶵᵓ 㻡 㻞 㻣 㻞㻤㻚㻢㻑
総ྜ༤≀㤋 㻢 㻞 㻤 㻞㻡㻚㻜㻑
ᮾ༡䜰䝆䜰◊✲ᡤ 㻝㻤 㻡 㻞㻟 㻞㻝㻚㻣㻑
䛣䛣䜝䛾ᮍ᮶◊✲センター 㻠 㻝 㻡 㻞㻜㻚㻜㻑
≀㉁䠉⣽⬊⤫ྜ䝅䝇䝔䝮ᣐⅬ 㻤 㻞 㻝㻜 㻞㻜㻚㻜㻑
人ᩥ⛉Ꮫ◊✲ᡤ 㻟㻥 㻥 㻠㻤 㻝㻤㻚㻤㻑
ἲᏛ◊✲⛉ 㻡㻤 㻝㻟 㻣㻝 㻝㻤㻚㻟㻑
䝣䜱ー䝹䝗⛉Ꮫᩍ⫱◊✲センター 㻝㻤 㻠 㻞㻞 㻝㻤㻚㻞㻑
་Ꮫ◊✲⛉ 㻞㻝㻜 㻠㻟 㻞㻡㻟 㻝㻣㻚㻜㻑
ᆅᇦ◊✲⤫ྜሗセンター 㻝㻜 㻞 㻝㻞 㻝㻢㻚㻣㻑
㔝⏕ື≀◊✲センター 㻡 㻝 㻢 㻝㻢㻚㻣㻑
䜰䝆䜰䞉䜰䝣䝸䜹ᆅᇦ◊✲◊✲⛉ 㻞㻠 㻠 㻞㻤 㻝㻠㻚㻟㻑
ᅜ㝿㧗➼ᩍ⫱㝔 㻟㻜 㻡 㻟㻡 㻝㻠㻚㻟㻑
⤒῭Ꮫ◊✲⛉ 㻟㻞 㻡 㻟㻣 㻝㻟㻚㻡㻑
䜴䜲䝹䝇◊✲ᡤ 㻟㻞 㻡 㻟㻣 㻝㻟㻚㻡㻑
㟋㛗㢮◊✲ᡤ 㻟㻞 㻡 㻟㻣 㻝㻟㻚㻡㻑
ᆅ⌫⎔ቃᏛᇽ 㻠㻜 㻢 㻠㻢 㻝㻟㻚㻜㻑
ᩥᏛ◊✲⛉ 㻣㻡 㻝㻝 㻤㻢 㻝㻞㻚㻤㻑
人㛫䞉⎔ቃᏛ◊✲⛉ 㻝㻜㻞 㻝㻠 㻝㻝㻢 㻝㻞㻚㻝㻑
⎔ቃᏳಖᶵᵓ 㻝㻡 㻞 㻝㻣 㻝㻝㻚㻤㻑
་Ꮫ部㝃ᒓ㝔 㻝㻡㻞 㻞㻜 㻝㻣㻞 㻝㻝㻚㻢㻑
⸆Ꮫ◊✲⛉ 㻟㻤 㻡 㻠㻟 㻝㻝㻚㻢㻑
⏕་⛉Ꮫ◊✲ᡤ 㻞㻢 㻟 㻞㻥 㻝㻜㻚㻟㻑
⏕⛉Ꮫ◊✲⛉ 㻠㻡 㻡 㻡㻜 㻝㻜㻚㻜㻑
⏕ែᏛ◊✲センター 㻥 㻝 㻝㻜 㻝㻜㻚㻜㻑
ཎᏊ⅔ᐇ㦂ᡤ 㻢㻡 㻣 㻣㻞 㻥㻚㻣㻑
総ྜ⏕ᏑᏛ㤋 㻝㻝 㻝 㻝㻞 㻤㻚㻟㻑
㎰Ꮫ◊✲⛉ 㻝㻤㻜 㻝㻢 㻝㻥㻢 㻤㻚㻞㻑
⌮Ꮫ◊✲⛉ 㻞㻠㻠 㻝㻥 㻞㻢㻟 㻣㻚㻞㻑
Ꮫ◊✲ᡤ 㻣㻢 㻡 㻤㻝 㻢㻚㻞㻑
⤒῭◊✲ᡤ 㻝㻢 㻝 㻝㻣 㻡㻚㻥㻑
⤒営⟶⌮◊✲部 㻝㻣 㻝 㻝㻤 㻡㻚㻢㻑
㜵⅏◊✲ᡤ 㻤㻠 㻟 㻤㻣 㻟㻚㻠㻑
ᕤᏛ◊✲⛉ 㻠㻜㻤 㻝㻞 㻠㻞㻜 㻞㻚㻥㻑
ሗᏛ◊✲⛉ 㻝㻜㻠 㻟 㻝㻜㻣 㻞㻚㻤㻑
⏕Ꮡᅪ◊✲ᡤ 㻟㻢 㻝 㻟㻣 㻞㻚㻣㻑

総 ྜ ィ 㻞㻘㻡㻞㻢 㻞㻢㻢 㻞㻘㻣㻥㻞 㻥㻚㻡㻑

－ 90 － － 91 －



 㻞䠊女ᛶ◊✲⪅䛾㞠⏝ᙧែ 

䠄ศᯒ䝕ータ 䠖総務部㈨ᩱ 㻞㻜㻝㻠 ᖺ 㻡 ᭶ 㻝 ᪥䠅 

 

⾲２䛻♧䛩䜘䛖䛻䚸ᮏ学䛻䛿女ᛶ◊✲⪅䛜⣙ 㻥㻟㻢 ே䛔䜛䚹䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛺䛹䛾㞠⏝䛷䛺䛔䚸䛔䜟䜖䜛䇾ᐃဨ䇿䛾ᩍဨ䛿 㻞㻢㻥 ே䚸ṧ䜚

㻢㻢㻣 ே䛜✀䚻䛾䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛺䛹䛷㞠⏝䛥䜜䛶䛔䜛௵ᮇ䛴䛝䛾◊✲⪅䛷䛒䜛䚹⾲ 㻞 䛻䛭䛾⫋✀䚸⫋㝵ศᕸ䜢♧䛧䛯䚹⾲ 㻞 䛷ᖖ䛸䛔

䛖䛾䛿䚸ົᙧែ䛿ᐃဨ䛸同䛨䛰䛜㞠⏝ᙧែ䛜䛘䜀䚸ᩍᤵ䠄⏘ᐁ学㐃ᦠ䠅䛸䛔䛖䜘䛖䛻⫋ྡ䛻㈈※䛾⏤᮶䛜䛔䛶䛔䜛௵ᮇ

䛝䛾䝫䝇䝖䜢♧䛧䛶䛔䜛䚹㠀ᖖ䛸䛔䛖䛾䛿䚸ົᙧែ䛜㠀ᖖ䛷㞠⏝䛾㈈※䛿䛔䜝䛔䜝䛷䛒䜛䚹䛘䜀䛂᭱ඛ➃◊✲䛃䛺䛹䛷䛒䜛䚹 

  �  
  

人ᩘ 䠂

ᩍᤵ 㻢㻡 㻢㻚㻥

ᩍᤵ 㻣㻜 㻣㻚㻡

ㅮᖌ 㻞㻟 㻞㻚㻡

ຓᩍ䞉ຓᡭ 㻝㻝㻝 㻝㻝㻚㻥

ྜィ 㻞㻢㻥 㻞㻤㻚㻤

ᩍᤵ 㻞 㻜㻚㻞

ᩍᤵ 㻟㻞 㻟㻚㻠

ㅮᖌ 㻝㻝 㻝㻚㻞

ຓᩍ 㻤㻤 㻥㻚㻠

◊✲ဨ 㻝㻢㻢 㻝㻣㻚㻣

ྜィ 㻞㻥㻥 㻟㻝㻚㻥

◊✲ဨ 㻞㻢㻠 㻞㻤㻚㻞

་ဨ 㻝㻜㻜 㻝㻜㻚㻣

ᩍဨ 㻠 㻜㻚㻠

ྜィ 㻟㻢㻤 㻟㻥㻚㻟

㻥㻟㻢 㻝㻜㻜㻚㻜

⾲㻞䚷女ᛶ◊✲⪅䛾㞠⏝ᙧែ

Ꮫෆ䛾㞠⏝ᙧែ

ᐃ
ဨ

ᖖ


㠀
ᖖ
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㻟㻚 女ᛶᩍဨ䛾部ᒁู䞉⫋㝵ูศᕸ 
⾲ 㻟 䛻㒊ᒁ䛾⫋㝵ู女ᛶᩍဨᩘ䠄㻞㻜㻝㻡 年 㻡 月 㻝 ᪥⌧ᅾ䠅䜢♧䛩䚹 

  
  

⾲㻟䠖部ᒁู⫋㝵ู女ᛶᩍဨᩘ䠄㻞㻜㻝㻡ᖺ㻡᭶㻝᪥⌧ᅾ䚸総務部䜘䜚䠅

ᩍᤵ ᩍᤵ ㅮᖌ
ຓᩍ
ຓᡭ

ྜィ ᩍᤵ ᩍᤵ ㅮᖌ ຓᩍ ◊✲ဨ ྜィ ◊✲ဨ ་ဨ ᩍဨ ྜィ

་Ꮫ◊✲⛉ 㻝㻜 㻡 㻥 㻝㻥 㻠㻟 㻜 㻝㻝 㻟 㻝㻟 㻞㻟 㻡㻜 㻠㻝 㻜 㻜 㻠㻝 㻝㻟㻠

་Ꮫ部㝃ᒓ㝔 㻜 㻟 㻝 㻝㻢 㻞㻜 㻜 㻝 㻜 㻞㻟 㻥 㻟㻟 㻝㻤 㻝㻜㻜 㻜 㻝㻝㻤 㻝㻣㻝

䡅䠬䠯⣽⬊◊✲ᡤ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜 㻞 㻠㻟 㻠㻢 㻤 㻜 㻜 㻤 㻡㻠

㎰Ꮫ◊✲⛉ 㻠 㻞 㻞 㻤 㻝㻢 㻜 㻝 㻜 㻟 㻞 㻢 㻞㻜 㻜 㻜 㻞㻜 㻠㻞

Ꮫ㝿⼥ྜᩍ⫱◊✲推進センター 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞 㻢 㻟 㻥 㻟 㻞㻟 㻝㻤 㻜 㻜 㻝㻤 㻠㻝

ᕤᏛ◊✲⛉ 㻝 㻟 㻝 㻣 㻝㻞 㻜 㻜 㻜 㻞 㻝㻞 㻝㻠 㻞㻝 㻜 㻜 㻞㻝 㻠㻣

≀㉁䠉⣽⬊⤫ྜ䝅䝇䝔䝮ᣐⅬ 㻞 㻜 㻜 㻜 㻞 㻜 㻜 㻜 㻢 㻝㻜 㻝㻢 㻝㻢 㻜 㻜 㻝㻢 㻟㻠

⌮Ꮫ◊✲⛉ 㻞 㻥 㻝 㻣 㻝㻥 㻜 㻜 㻜 㻜 㻢 㻢 㻣 㻜 㻜 㻣 㻟㻞

人㛫䞉⎔ቃᏛ◊✲⛉ 㻣 㻠 㻝 㻞 㻝㻠 㻜 㻜 㻝 㻜 㻟 㻠 㻢 㻜 㻜 㻢 㻞㻠

㟋㛗㢮◊✲ᡤ 㻜 㻜 㻜 㻡 㻡 㻜 㻜 㻜 㻝 㻟 㻠 㻣 㻜 㻝 㻤 㻝㻣

ᩍ⫱Ꮫ◊✲⛉ 㻠 㻢 㻜 㻟 㻝㻟 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻝 㻢 㻜 㻜 㻢 㻞㻜

ᩥᏛ◊✲⛉ 㻤 㻟 㻜 㻝 㻝㻞 㻜 㻝 㻜 㻜 㻝 㻞 㻟 㻜 㻜 㻟 㻝㻣

ἲᏛ◊✲⛉ 㻡 㻡 㻝 㻞 㻝㻟 㻜 㻜 㻜 㻠 㻜 㻠 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝㻣

⏘ᐁᏛ㐃ᦠ本部 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜 㻜 㻢 㻣 㻢 㻜 㻜 㻢 㻝㻟

ⓑ┱センター 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻠 㻜 㻝㻞 㻜 㻝㻢 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝㻢

Ꮫ◊✲ᡤ 㻜 㻝 㻝 㻟 㻡 㻜 㻜 㻜 㻜 㻢 㻢 㻝㻜 㻜 㻜 㻝㻜 㻞㻝

ᮾ༡䜰䝆䜰◊✲ᡤ 㻟 㻜 㻜 㻞 㻡 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻝 㻡 㻜 㻜 㻡 㻝㻝

人ᩥ⛉Ꮫ◊✲ᡤ 㻝 㻞 㻝 㻢 㻝㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜 㻝 㻡 㻜 㻜 㻡 㻝㻢

⸆Ꮫ◊✲⛉ 㻜 㻟 㻝 㻝 㻡 㻜 㻜 㻝 㻜 㻞 㻟 㻞 㻜 㻜 㻞 㻝㻜

䜰䝆䜰䞉䜰䝣䝸䜹ᆅᇦ◊✲◊✲⛉ 㻜 㻞 㻜 㻞 㻠 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻡 㻜 㻜 㻡 㻥

㔝⏕ື≀◊✲センター 㻝 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜 㻟 㻞 㻡 㻤 㻜 㻝 㻥 㻝㻡

䜴䜲䝹䝇◊✲ᡤ 㻝 㻜 㻜 㻠 㻡 㻜 㻜 㻜 㻝 㻝 㻞 㻟 㻜 㻜 㻟 㻝㻜

⏕Ꮡᅪ◊✲ᡤ 㻜 㻜 㻜 㻞 㻞 㻜 㻜 㻜 㻜 㻠 㻠 㻤 㻜 㻜 㻤 㻝㻠

⏕⛉Ꮫ◊✲⛉ 㻜 㻜 㻝 㻠 㻡 㻜 㻜 㻜 㻜 㻢 㻢 㻢 㻜 㻜 㻢 㻝㻣

ᆅ⌫⎔ቃᏛᇽ 㻜 㻠 㻜 㻞 㻢 㻜 㻜 㻜 㻜 㻡 㻡 㻝 㻜 㻜 㻝 㻝㻞

㜵⅏◊✲ᡤ 㻝 㻝 㻜 㻝 㻟 㻜 㻜 㻜 㻜 㻠 㻠 㻟 㻜 㻜 㻟 㻝㻜

⤒῭Ꮫ◊✲⛉ 㻝 㻝 㻟 㻜 㻡 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜 㻝 㻞 㻣

ᅜ㝿㧗➼ᩍ⫱㝔 㻠 㻝 㻜 㻜 㻡 㻜 㻟 㻞 㻜 㻜 㻡 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝㻜

ཎᏊ⅔ᐇ㦂ᡤ 㻝 㻞 㻜 㻠 㻣 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻣

ሗᏛ◊✲⛉ 㻜 㻝 㻜 㻞 㻟 㻜 㻝 㻜 㻟 㻝 㻡 㻝 㻜 㻜 㻝 㻥

䝣䜱ー䝹䝗⛉Ꮫᩍ⫱◊✲センター 㻝 㻜 㻜 㻟 㻠 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻝 㻝 㻜 㻜 㻝 㻢

⏕་⛉Ꮫ◊✲ᡤ 㻝 㻝 㻜 㻝 㻟 㻜 㻜 㻜 㻜 㻡 㻡 㻠 㻜 㻜 㻠 㻝㻞

䛣䛣䜝䛾ᮍ᮶◊✲センター 㻝 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜 㻝 㻜 㻞 㻜 㻟 㻠 㻜 㻜 㻠 㻤

⏕ែᏛ◊✲センター 㻜 㻝 㻜 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻝 㻡 㻜 㻜 㻡 㻣

䜰䝣䝸䜹ᆅᇦ◊✲㈨ᩱセンター 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻟 㻜 㻜 㻟 㻟

ᅜ㝿ὶ推進ᶵᵓ 㻞 㻞 㻜 㻜 㻠 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻠

ᆅᇦ◊✲⤫ྜሗセンター 㻜 㻞 㻜 㻜 㻞 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞

㧗➼ᩍ⫱◊✲㛤Ⓨ推進センター 㻝 㻝 㻜 㻜 㻞 㻜 㻝 㻜 㻝 㻜 㻞 㻟 㻜 㻜 㻟 㻣

⚟ㅬ୍グᛕ◊✲センター 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝

⤒営⟶⌮◊✲部 㻜 㻝 㻜 㻜 㻝 㻜 㻜 㻝 㻜 㻝 㻞 㻝 㻜 㻝 㻞 㻡

総ྜ⏕ᏑᏛ㤋 㻝 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝

ᇶ♏≀⌮Ꮫ◊✲ᡤ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜 㻝 㻝 㻜 㻜 㻝 㻞

⤒῭◊✲ᡤ 㻜 㻜 㻜 㻝 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻝 㻝 㻜 㻜 㻝 㻟

総ྜ༤≀㤋 㻝 㻝 㻜 㻜 㻞 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻟

ሗ⎔ቃᶵᵓ 㻝 㻜 㻜 㻝 㻞 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞

ᨺᑕ⥺⏕≀◊✲センター 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞 㻜 㻜 㻞 㻞

Ꮫ⏕総ྜ支援センター 㻜 㻞 㻜 㻜 㻞 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞

⎔ቃᏳಖᶵᵓ 㻜 㻜 㻜 㻞 㻞 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞

䜶䝛䝹䜼ー⌮ᕤᏛ◊✲ᡤ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻟 㻜 㻜 㻟 㻟

㝃ᒓᅗ᭩㤋 㻜 㻝 㻜 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝

男女共同参画推進本部 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜

䜶䝛䝹䜼ー⛉Ꮫ◊✲⛉ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝

Ꮫ⾡ሗ䝯䝕䜱䜰センター 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻝 㻝 㻜 㻜 㻝 㻞

ྜィ 㻢㻡 㻣㻜 㻞㻟 㻝㻝㻝 㻞㻢㻥 㻞 㻟㻞 㻝㻝 㻤㻤 㻝㻢㻢 㻞㻥㻥 㻞㻢㻠 㻝㻜㻜 㻠 㻟㻢㻤 㻥㻟㻢

ᖖ 㠀ᖖ
部ᒁ 総ྜィ

ᐃဨ
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�㸬女子学生の状況 
㸦ศᯒࢱ࣮ࢹ㸸ி㒔Ꮫᴫせ 㻞㻜㻝㻠㸧 

 㻞㻜㻝㻡 年 㻡 月 㻝 ᪥⌧ᅾ䛾京都大学䛾学㒊⏕ᩘ䚸大学㝔⏕ᩘ䚸女ᛶẚ⋡䜢⾲ 㻠 䛸⾲ 㻡 䛻♧䛩䚹㻝㻥㻠㻢 年䛛䜙䛾女Ꮚ学⏕ᩘ䛸䛭䛾

ẚ⋡䛿ᅗ 㻡 䛻䛒䜛䚹 

 学㒊学⏕䛾女ᛶẚ⋡䛿య䛷 㻞㻞㻚㻟䠂䛸䚸ᩍဨ䛸ẚ㍑䛩䜛䛸䛛䛺䜚㧗䛔䚹་学㒊䠄㻠 年ไ䠅䛷䛿䚸㻣㻟㻚㻠䠂䚸⸆学㒊䠄㻢 年ไ䠅䛷䛿

㻡㻜㻚㻟䠂䚸ᩥ学㒊䚸ᩍ⫱学㒊䛿䚸⣙ 㻠㻜㻑䛜女Ꮚ学⏕䛷䛒䜛䚹ᕤ学㒊䛿ᩍဨ䛸同䛨䛟ప䛟䚸女ᛶẚ⋡ 㻤㻚㻞䠂䛷䛒䜛䚹大学㝔䛷䛿䚸ಟኈㄢ

⛬䛛䜙༤ኈㄢ⛬䛻進䜐䛻ᚑ䛳䛶䚸女ᛶẚ⋡䛜䚸㻞㻟㻚㻝㻑䛛䜙 㻞㻥㻚㻠䠂䜈䛸㧗䛟䛺䜛䚹䛧䛛䛧䚸ᅗ 㻢 䛻♧䛧䛯䜘䛖䛻ᩍဨ䜈䛾㐨䛿⣽䛔䝟䜲

䝥䛻䛺䛳䛶䛔䜛䚹 

  

 

⾲㻠䚷Ꮫ部Ꮫ⏕ᩘ䛸女ᛶẚ⋡
部 ᒁ Ꮫ部⏕ 女ᛶ䠂

総ྜ人㛫Ꮫ部 㻢㻝㻜 㻞㻥㻚㻣
ᩥᏛ部 㻝㻘㻜㻤㻟 㻠㻞㻚㻠
ᩍ⫱Ꮫ部 㻟㻜㻢 㻟㻥㻚㻡
ἲᏛ部 㻝㻘㻡㻠㻡 㻞㻡㻚㻟
⤒῭Ꮫ部 㻝㻘㻝㻡㻤 㻝㻥㻚㻠
⌮Ꮫ部 㻝㻘㻠㻟㻝 㻥㻚㻢
་Ꮫ部䠄㻢ᖺ制䠅 㻢㻤㻞 㻝㻤㻚㻡
་Ꮫ部䠄㻠ᖺ制䠅 㻢㻟㻤 㻣㻟㻚㻠
⸆Ꮫ部䠄㻢ᖺ制䠅 㻝㻤㻣 㻡㻜㻚㻟
⸆Ꮫ部䠄㻠ᖺ制䠅 㻞㻞㻥 㻝㻥㻚㻣
ᕤᏛ部 㻠㻘㻟㻡㻞 㻤㻚㻞
㎰Ꮫ部 㻝㻘㻟㻠㻣 㻟㻝㻚㻞

㻝㻟㻘㻡㻢㻤 㻞㻞㻚㻟
㻔㻞㻞㻞㻕

ὀ䠅䠄䚷䠅ෆ䛿䚸እᅜ人␃Ꮫ⏕ᩘ䠄␃Ꮫ䝡䝄␃Ꮫ⏕䠅䛷ෆᩘ

ィ

⾲㻡䚷Ꮫ㝔⏕ᩘ䛸女ᛶẚ⋡
部 ᒁ ಟኈ課⛬ 女ᛶ䠂 ༤ኈ課⛬ 女ᛶ䠂

ᩥᏛ◊✲⛉䚷 㻞㻟㻤 㻟㻥㻚㻥 㻞㻝㻡 㻟㻤㻚㻝
ᩍ⫱Ꮫ◊✲⛉ 㻥㻤 㻠㻡㻚㻥 㻥㻠 㻡㻝㻚㻝
ἲᏛ◊✲⛉ 㻟㻥 㻟㻡㻚㻥 㻣㻝 㻟㻡㻚㻞
⤒῭Ꮫ◊✲⛉ 㻥㻤 㻟㻡㻚㻣 㻝㻡㻠 㻞㻢㻚㻢
⌮Ꮫ◊✲⛉ 㻢㻜㻞 㻝㻟㻚㻟 㻡㻜㻜 㻝㻢㻚㻢

㻣㻝㻟 㻞㻢㻚㻝
㻝㻤㻟 㻡㻢㻚㻤 㻥㻝 㻟㻤㻚㻡

㻞㻤 㻝㻠㻚㻟
㻝㻝㻡 㻟㻞㻚㻞 㻡㻤 㻞㻥㻚㻟

ᕤᏛ◊✲⛉ 㻝㻘㻠㻤㻜 㻝㻝㻚㻣 㻡㻠㻣 㻝㻠㻚㻝
㎰Ꮫ◊✲⛉ 㻢㻡㻝 㻟㻠㻚㻣 㻞㻢㻠 㻟㻡㻚㻞
人㛫䞉⎔ቃᏛ◊✲⛉ 㻟㻟㻡 㻟㻢㻚㻣 㻞㻤㻥 㻡㻜㻚㻞
䜶䝛䝹䜼ー⛉Ꮫ◊✲⛉ 㻞㻣㻡 㻣㻚㻢 㻣㻡 㻞㻞㻚㻣
䜰䝆䜰䞉䜰䝣䝸䜹ᆅᇦ◊✲◊✲⛉ 㻝㻠㻤 㻡㻠㻚㻝
ሗᏛ◊✲⛉ 㻠㻜㻤 㻤㻚㻝 㻝㻠㻡 㻝㻥㻚㻟
⏕⛉Ꮫ◊✲⛉ 㻝㻢㻞 㻠㻣㻚㻡 㻝㻜㻢 㻠㻟㻚㻠
総ྜ⏕ᏑᏛ㤋 㻟㻠 㻟㻤㻚㻞
ᆅ⌫⎔ቃᏛ⯋ 㻤㻥 㻠㻟㻚㻤 㻢㻢 㻡㻢㻚㻝

㻠㻘㻣㻣㻟 㻞㻟㻚㻝 㻟㻘㻡㻥㻤 㻞㻥㻚㻠
㻔㻠㻟㻥㻕 㻔㻢㻟㻠㻕

㻔ὀ㻝㻕་Ꮫ◊✲⛉༤ኈ䠄ᚋᮇ䠅課⛬䛾ୖẁ䛿༤ኈ課⛬䠄㻠ᖺ制䠅

㻔ὀ㻞㻕䜰䝆䜰䞉䜰䝣䝸䜹ᆅᇦ◊✲◊✲⛉䚸総ྜ⏕ᏑᏛ㤋䛿୍㈏制༤ኈ課⛬

㻔ὀ㻟㻕䠄䚷䠅ෆ䛿䚸እᅜ人␃Ꮫ⏕ᩘ䠄␃Ꮫ䝡䝄␃Ꮫ⏕䠅䛷ෆᩘ

ィ

⸆Ꮫ◊✲⛉

་Ꮫ◊✲⛉

㻜㻑

㻡㻑

㻝㻜㻑

㻝㻡㻑

㻞㻜㻑

㻞㻡㻑

㻟㻜㻑

㻜

㻞㻜㻜

㻠㻜㻜

㻢㻜㻜

㻤㻜㻜

㻝㻜㻜㻜

㻝㻞㻜㻜

㻝㻠㻜㻜

㻝㻢㻜㻜

㻝㻥
㻠
㻢

㻝㻥
㻠
㻤

㻝㻥
㻡
㻜

㻝㻥
㻡
㻞

㻝㻥
㻡
㻠

㻝㻥
㻡
㻢

㻝㻥
㻡
㻤

㻝㻥
㻢
㻜

㻝㻥
㻢
㻞

㻝㻥
㻢
㻠

㻝㻥
㻢
㻢

㻝㻥
㻢
㻤

㻝㻥
㻣
㻜

㻝㻥
㻣
㻞

㻝㻥
㻣
㻠

㻝㻥
㻣
㻢

㻝㻥
㻣
㻤

㻝㻥
㻤
㻜

㻝㻥
㻤
㻞

㻝㻥
㻤
㻠

㻝㻥
㻤
㻢

㻝㻥
㻤
㻤

㻝㻥
㻥
㻜

㻝㻥
㻥
㻞

㻝㻥
㻥
㻠

㻝㻥
㻥
㻢

㻝㻥
㻥
㻤

㻞㻜
㻜
㻜

㻞㻜
㻜
㻞

㻞㻜
㻜
㻠

㻞㻜
㻜
㻢

㻞㻜
㻜
㻤

㻞㻜
㻝
㻜

㻞㻜
㻝
㻞

㻞㻜
㻝
㻠

女ᏊᏛ⏕ᩘ䛸ẚ⋡䠄ධᏛ⪅䞉進Ꮫ⪅䠅

༤ኈ課⛬ 女 ಟኈ課⛬ 女 Ꮫ部 女 ᪧ 㝔 ᪧ Ꮫ部

༤ኈ課⛬ 䠂 ಟኈ課⛬ 䠂 Ꮫ部 䠂 ᪧ 㝔 䠂 ᪧᏛ部 䠂

人

ᅗ5 1946ᖺ䛛䜙䛾女ᏊᏛ⏕ᩘ䛸䛭䛾ẚ⋡
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䈜 㻞㻚䛂女ᛶ◊✲⪅䛾㞠⏝ᙧែ䛃䠄⾲ 㻞䚸ᅗ 㻠䠅䚸㻟㻚 䛂女ᛶᩍဨ䛾㒊ᒁู䞉⫋㝵ูศᕸ䛃䠄⾲ 㻟䠅䛿䚸⥲ົ㒊䠄㻞㻜㻝㻡 年 㻡 月 㻝 ᪥⌧ᅾ䠅䜘

䜚స成䚹䛭䛾䛿䚸京都大学ᴫせ 㻞㻜㻝㻠䠄㻞㻜㻝㻡 年 㻡 月 㻝 ᪥⌧ᅾ䠅䜘䜚స成䚹 ⥲ົ㒊䝕ータ䛸京都大学ᴫせ䛷䛿䚸㞟ィୖ䛾

䛻䜘䛳䛶女ᛶ◊✲⪅⥲ᩘ䛷ᩘྡ䛾㐪䛔䛜䛒䜛䚹䜎䛯䚸సᅗ䛻䛒䛯䜚ᅄᤞධ䛧䛶䛔䜛䚹 
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